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　　　　序




　霧きりに閉ざされた絶ぜつ海かいの孤島。血と硝しよう煙えんの匂においに満ちた中で、彼は言った。

「あ、あのさ、前より少し乱暴になってない？」

　彼女は言い返す。

「君の増ぞう長ちようした破は廉れん恥ちさに比べれば、可か愛わいいものだ」

　彼もさらに言い返す。

「もう少し女の子らしくしたほうが、いいと思うんだけど」

「私は充分に女らしい」

　そう言って胸をはってみたものの、彼女にしてはとても珍しく、実のところ心の中は不安でいっぱいだった。

　案あんの定じよう、彼は、

「いったいどこが女らしいの？」

　と即そく座ざに反論してきた。

　彼にしてみればほんの照れ隠かくし、反論などではない軽かる口くちだったのかもしれない。

　だがその一言は、一瞬にして少女から自信というものを根こそぎ奪い去った。

　皆、私を化け物を見る目つきで見る。

　皆、私を恐れている。

　誰も、私を可愛いなどと思う者はいない。

　十七年間、少女はそう思ってきたし、実際そう扱われてきた。

　だが、少年、坂さか上がみ闘とう真まだけは別だった。

　少女を恐れず、まっすぐな瞳で話しかけてきた。他の、普通の女性と話すときと同じように、自分に話しかけてきてくれた。その少年の言葉だ。

　少女はあれからずっと考え続けた。

　好感を持たれる雰ふん囲い気き、可愛らしく守ってあげたくなるような女らしさ、そういうものがどういうものなのか彼女はよく解わからない。

　にもかかわらず、彼に女の子らしくないと言われたことはショックだった。悲しさ一割、湧わき上がる悔くやしさ八割、残りの一割は、もやもやしたやり場のない怒りに似たもの。

　それは初めて持つ不ふ思し議ぎな感情で、どう整理していいのか、自じ問もん自じ答とうに答えはでない。

　ただ一つだけ、はっきりしていることがある。

　自分はあの少年に嫌われたくない。恐れられることにも嫌けん悪おされることにも、とうに慣れたが、あの少年にだけは嫌われたくない。いや、できれば、好かれてみたかった。

　だから、少女はその天才のあらん限りを尽くして考えた。

　──どうしたら女の子らしくなれるのだろう？




　　　　１




　ＮＣＴ研究所の最下層。地下１２００メートルにある最重要エリアは、奇き妙みような緊きん張ちよう感かんに包まれていた。

　この地下の部屋の主あるじ、峰みね島しま由ゆ宇うの機き嫌げんがあまりいいように見えないのである。

　少女が無表情なのは珍しいことではないが、今日の彼女は、どうしたことか朝からじっと考え事をしたまま動かない。

　各種センサーが彼女に触れることなく随ずい時じ計測している血圧、心しん拍ぱく数すうなどからも、今日の彼女がいつもと違い、どこか不安定な様よう子すであることは確認されていた。

　しかし、その理由が解わからない。

　分厚い特殊ガラスで由宇との間が隔へだてられているにもかかわらず、ガラスの下を見る人間達の表情は一いち様ように硬い。

　銃じゆう器きを構えた警けい備び兵へい達も、皆、眼下の由宇を緊きん迫ぱくした面おも持もちで眺ながめていた。

　しかしその只ただ中なかにいる由宇は、まったくそんな視線を気にした様子もなく、ずっと思し索さくにふけっている。

「Ｓ─００００１。昼食の時間です」

　電子音おん声せいが時を告げ、静せい寂じやくが破られた。同時に、テーブルの下からトレイにのった昼食が自動で現れる。

「……もうそんな時間か」

　怠たい惰だな猫のようにソファに寄りかかっていた由宇は、立ち上がってテーブルに向かった。一人きりの食事。ここに来てから十年間、由宇は誰かと一緒に食事をしたことはない。

　孤独な食事は寒々しいものであったが、悲ひ壮そう感かんは感じられず、生きるためのエネルギーを補充する作業を、黙もく々もくとこなしているように見える。

「……そうか」

　機械的に食べ物を口に運んでいた由宇が、ふと、何を思ったのか顔を上げ、監かん視し員いんに向かって言った。

「岸きし田だ博士を呼んでくれ」

　その一声で、ＮＣＴ研究所の所長である岸田群ぐん平ぺいが駆けつけてくる。

　白はく衣い姿が板についた人の良さそうな初しよ老ろうの紳しん士しは、由宇がこう言うと、どこにいても何をしていても、どうしたのだね、とすぐにとんできてくれるのだ。

「由ゆ宇う君、どうした？　何かあったのかね？」

「欲しいものがある」

　この会話の流れに既き視し感かんを覚えた岸きし田だの背を、冷たい汗が伝った。

　同じ言葉で十数億おくのヴァイオリンをつい由宇に買い与えてしまったばかりの岸田は、思わず身構えてしまう。

　今度はなんだろう。ヴォストク湖の水１００ガロンとか、人工衛星とか、死後十時間以内の脳を三百個とか言われなければいいが。

「な、なんだね？　このあいだのこともあるし、あまり高価なものは……」

　ポケットからハンカチを取り出し、汗をぬぐう岸田に、ガラスの床の５メートル下にいる由宇は、細い指を形のいい唇の前で左右に振ってみせた。

「心配いらない。私は相そう場ばをよく知らないが、普通の家庭に備えられていることから鑑かんがみるに、一般的なサラリーマンの年収でも購こう入にゆうできるものだと思う」

「そ、そうか。何が欲しいのだね？」

　いままで凡ぼん人じんには思いもつかない突とつ拍ぴよう子しもないものを欲しがってきた由宇である。最近彼女が興味があるらしい脳の研究に使うものだろうか。だとしても岸田には想像がつかない。

「難しければ、このまえ買ったストラディヴァリウスを売ってもいい。それだけじゃない。いくつかの遺い産さんの用途を新たに提供してもいい」

　岸田の困こん窮きゆうを見み抜ぬいたか、由宇はさらに交換条件をつけてきた。

「いいんだよ、由宇君。ヴァイオリンはあんなに気に入っていたじゃないか。気にしないで、言ってみたまえ、できる限り力になるから」

　こんな地下で不自由な暮らしをしいられている彼女の頼みである。何を自分は迷っているのか。せめて彼女の欲しがる物くらい、自由に与えてやりたい。そのせいでまた伊だ達てからなんのかんの言われても、息子むすこほどの歳としの八や代しろから笑顔で嫌いや味みを言われても、かまわないではないか。

　岸田は心の中で決意を新たにし、由宇の言葉を待つ。

　しかし岸田の悲ひ壮そうな覚かく悟ごに比べ、由宇の望むものはあまりにも彼女の常とかけはなれていて、岸田は二度ほど、聞きなおした。

「だから、欲しいと言っているのは、料理を作るのに使う調理器き具ぐ一式、それと、裁さい縫ほうのセットだ」
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　岸田は純粋に喜んでいた。

　調理器具と裁縫のセットを、何の研究に使うのかと問うてしまい、

「普通に料理や裁縫をしてみたいのだ！　それがそんなに不自然か！」

　と由ゆ宇うを少しばかり不ふ機き嫌げんにしてしまったが、そんなことは些さ細さいなことである。

　ここに閉じ込められて十年。この異常な環境下での異常な扱いを、平然と受け止めている峰みね島しま由宇。たとえその振る舞いが上うわ辺べだけだとしても、いや、上辺だけだと知っているからこそ、岸きし田だはずっと心を痛めてきた。

　この峰島由宇にも普通の女の子のような感情が生まれたのだろうか。十七までこんな環境で暮らし、女の子らしいことなど何も知らず育ったのに、やはり栴せん檀だんは双ふた葉ばより芳かんばしいのか。年とし頃ごろになった乙おと女めが花開こうとするのをとめることなど、誰にもできはしないということかと、岸田はすっかり嫁よめ入いり支じ度たくを整える母のような心しん境きようである。

　極ごく秘ひ裏りに、しかし迅じん速そくに、地下１２００メートルの由宇の部屋へ、電でん磁じ調理器、フライパンと鍋なべ、泡だて器やボウルなどが詰まった箱が届けられた。

　料理の本を読みながら待っていた由宇は、荷が部屋に届けられると嬉うれしそうに駆け寄った。

　その笑顔だけで岸田の目には涙が浮かびかけている。

　だが箱を開け、中身を確かめていた由宇の表情が曇った。

「まな板はあるのに包ほう丁ちようがないぞ」

　今度は岸田の表情がみるみる曇り、言いにくそうに由宇に謝った。

「すまない、由宇君。大型の刃は物ものは申請したが、伊だ達て君の許可が下りなかった」

　モニター越しにも由宇のがっかりした様よう子すが伝わってくる。

　普通にお料理をしてみたい。そう娘が言い出したら、母親がまっさきに教えるのは包丁の使い方だろう。それなのにそんな当たり前のことさえしてやれない自分の無力さに、岸田はがっくりと肩を落とし頭こうべをたれた。が、由宇は、

「いや、それならしかたない」

　とあっさりとあきらめる。

「魚をさばくのなら、解かい剖ぼうの要よう領りようで簡単にできるかと思っただけだ。が、考えてみれば人じん体たい解剖のほうがはるかに高度。いまさら魚一匹さばいたところで面白みもないだろう」

　これから初めての料理をしようという十七歳さいの乙女にしては、不ふ穏おんな言葉をつぶやく由宇に、警けい備び兵へいや監かん視し員いんは一いち様ようにおびえ始めた。

　岸田は慌あわててとりなすように提案する。

「目玉焼きやホットケーキなら刃物を使わなくてもできる。最初はそういうものからやってみたらどうだね？」

「ふむ、それはそうだな。まずは基本からか」

　素直にうなずきながら、由宇は箱の中からいろいろなものを引っ張り出す。その手がフリルのついたエプロンをつまみあげると、不ふ思し議ぎそうに岸田を見上げてきた。

「この布は何に使う道具だ？」

　岸田がエプロンの用途を説明し、どのように着用するか身振り手振りで伝え終わると、由宇はたいした興味も抱かなかったのか、

「ようするに汚れよけか。それならば普ふ段だん実験で使う白はく衣いと用途は同じだろう。白衣のほうが機能的だ」

　とエプロンを投げ捨てて白衣を手にとろうとする。

　ほうっておくとどんどん「普通の」料理からかけ離れていきそうな由ゆ宇うを、なんとかとどめんと岸きし田だは必死にマイクに向かって声を張り上げた。

「いや、由宇君、白衣はいかん」

「なぜだ？」

「女の子は白衣を着てお料理をしたりしない。機能的なことだけがすべてではないのだ」

「そういうものなのか？　火や刃は物ものを使う危険な行為に、なぜこのようなヒラヒラが要る？」

　不ふ審しんそうな眼まな差ざしでぐるりと警けい備び兵へいや監かん視し員いんを見渡す由宇。

「ほら、料理をしているときに、お医者さんのような白衣を母親が着ていたら子供が怖がるだろう？　やはり優しげな雰ふん囲い気きが必要なのだよ、なあ、みんな？」

　岸田に同意を求められた警備兵と所員達は、無理やり笑顔をつくり、そうですよねとうなずいた。

「ふむ、女らしさには視覚的な効果は必要、いやむしろ大きい要素ということか。なるほど合が点てんがいった。形から入ることも時には必要だな」

「……ああ、由宇君、そうではない、そこは首を通すところだ。……そう、それで、いや、その紐ひもを前にまわしてかた結びにしてはいかん、違う、だからといってそうじゃない、それでは胴どう着ぎだよ。うしろにまわして蝶ちよう々ちよう結びにするんだ、よし、それでいいぞ」

　刺し繡しゆうがしてある白いフリルエプロンをどうにか着用した由宇の姿に、娘の成長を見るかのごとく感かん涙るいにむせぶ岸田。
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「女の子らしいぞ、由宇君」

　その一言は、怪け訝げんな顔でエプロンを結んでいた由宇に、明るい笑顔をもたらした。

「女の子らしいか？」

　そう言って、フリルエプロンをつまみあげてみせる由宇。

　やれ化け物だ、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの娘だ、と普段は恐れられていても、外観は極ごく上じようの美び貌ぼうを持った絶世の美少女である。

　その少女が白いフリルのエプロンをつけて花のように微ほほ笑えめば、中身がどうあれ愛らしいものは愛らしい。

　いつもは彼女を無表情に見下ろす研究所の所員達の表情も和らごうというものだ。その微び妙みような変化を悟さとったか、由宇はますます上じよう機き嫌げんになり、

「ではさっそく、目玉焼きから作ってみるか」

　とフライパンを電でん磁じ調理器の上にのせ、卵をそっと手にとった。

　少しかがんで、電でん磁じ調理器のスイッチを入れるために小こ首くびをかしげる。それだけのしぐさだが、長い黒くろ髪かみがさらさらとゆれ、わずかに紅こう潮ちようした白い頰ほおにかかり、これまたとても可か愛わいらしい。

　思わず、岸きし田だだけでなく所員達のあいだからもため息が漏れた。

　由ゆ宇うは卵をボウルに割り入れようと、おっかなびっくりといった感じで、ボウルのヘリに卵をコツンとぶつける。

　だが力加か減げんを間違えたのか、卵の殻からが全部グシャリと割れてしまった。

　慌あわてて卵をふきとるその様よう子すがあまりに初うい々ういしく、緊きん迫ぱくしていた地下１２００メートルの空気は、今やすっかり和らいでいた。

「できそうかね？」

　ひやかす岸田博士の声も、どこか楽しそうである。

「き、緊きん張ちようしているだけだ。わ、私を誰だと思っている？　……ほら、できた。どうだ？」

「うんうん、上う手まく割れている」

「よし、第二段階だ」

　由宇は電磁調理器の温度を確認し、フライパンにバターをひとかけら落とすと、そっと卵のボウルを傾けた。ここからが本番である。岸田は我われ知しらぬうちに拳こぶしを強く握り締めていた。

「卵料理はいかに卵を上手く凝ぎよう固こさせるかにかかっている。だが心配するな」

　由ゆ宇うも緊きん張ちようしているのか、どこか自分に言い聞かせるようである。

「卵らん白ぱくに含まれるアルブミン及びグロブリンの性質はつかんでいる。加熱するとまず、ゲル化が起こり、それが進むとたんぱく質が不ふ溶よう解かい性となり凝ぎよう固こが起こる」

　先ほどまでの可か憐れんな乙おと女めの姿はいずこへか消え去り、なにか科学の講義をしているような風ふ情ぜいになってくる。

「凝固が始まる温度は白身が58℃から60℃。62℃から65℃になれば流動性は失われ柔らかいゼリー状になる。70℃でほぼ凝固、80℃で完全に凝固だ」

　そう言って由宇は、おもむろに白身に化学実験用の精せい密みつ温度計の先を突き刺した。

　岸きし田だの笑顔が凍りつく。

「いっぽう、黄き身みの性質は異なる。65℃前後から粘ねん調ちようとなり70℃でほぼ凝固」

　と、白身だけでなく黄身にも温度計の先をブスブスと突き立てていく。

「つまり、卵料理とはこの二つの性質を加熱によりいかに上手く引き出すかにかかっていると言っても過か言ごんではない」

　由宇の顔に不敵な微笑が浮かび始め、同時に、岸田と研究所員達たちの顔から笑顔が消え始めた。

　──数分後。

　白身にも黄身にも無数に穴があいた不ぶ気き味みな目玉焼きが出来上がった。

「なぜだろう。あまり美お味いしそうに見えない」

　由宇はアゴに手をあてて、真剣に悩んでいる。

「ふむ、料理とはなかなか奥が深い。本気でやってみるか」




　　　　３




「くう、なぜだ。理論はまちがっていないはずだ。なのになぜ白い膜まくがはらない？」

　二十八個目の挑ちよう戦せんである。３ケース用意されていた卵だが、最初の一個は由宇が誤って割ってしまったため、残りはあと二個。

　温度計の穴の問題は、五個焼いたところで由宇が独自の計算式を編み出したことで、一応の解決をみた。

　しかし、由宇は黄身が思ったように上う手まく固まらないのが、どうしても気に入らないようだ。

「どうすればヤツは現れるんだ？　このままではまた黄身だけが生のままになってしまう……」

「由宇君……落ち着くんだ」

　二十七個の目玉焼きを食べさせられた岸田は、今にも倒れそうなほど、顔色が悪い。

「黄身を固めたいなら、ターンオーバーにしてみたらどうかね？　ほら、あのひっくり返して両面焼いた……」

「なんだと？」

　由ゆ宇うの形ぎよう相そうに重じゆう火か器きを構えた警けい備び兵へい達も震え上がった。

「あんな無ぶ様ざまものは目玉焼きじゃない！　ただ卵を焼いただけのものだ。それともなにか？　私ごときではサニーサイドアップは永遠にできないと、暗にそう言いたいのか？」

「いや、決してそんなわけでは……」

「目玉焼きといったら片面焼きに決まっているだろう？　あの白い膜まくを破った中からトロっと半はん熟じゆくの黄き身みが出てくるから美お味いしいんじゃないか。両面焼きなんて邪じや道どうだ！　黄身がつぶれて見た目が美しくない上に口当たりもバサバサになって、私はぜんぜん好きではない！」

「そ、そうか、由宇君がそんなに嫌いならいいんだ。言ってみただけだから、気にしないでくれ」

「だったらごちゃごちゃ言うな、気が散る。……ああ、ダメだ。やはり理想の温度をフライパン上で実現するのは無理だ。どうやって、どうやって、皆は焼いているのだろう」

　二十八個目も失敗してしまった由宇は、がっくりとうなだれた。

「あきらめるな、どこかに解決の糸口があるはずだ。解けない謎なぞなどない」

　人類最高の叡えい智ちを持った頭脳がフル回転しても解けない謎の答えを、その場にいる凡ぼん人じん全員は知っていた。

　──片面焼きで白い膜を作りたいなら、フライパンに蓋ふたをすればいいんですよ。

　しかし、誰もが言えなかった。運び込んだ道具の中に、フライパンの蓋ふたは用意されていなかったのである。

「……底からの熱と黄身の表面の熱、それの均きん衡こうが問題なのだが……何か手はないのか、何か」

　最後の一個となってしまった卵を前に、うつむいていた由宇だったが、天てん啓けいがひらめいたのか、

「そうか！」

　と言うと突然笑い出した。

「私はバカだ。大バカだ。対流と放射だ。蓋をすればいいだけのことじゃないか。蓋になりそうなものはないか？　耐たい熱ねつ性を持ち、なおかつ取っ手がついていればいいのだが……」

　由宇はがさごそと箱をさぐるが、鍋なべの蓋はあっても、フライパンにのせるには小さすぎた。

「これでは卵がつぶれてしまう。ボウルをのせる手もあるが、取り出すときに熱くなり火傷やけどしかねない……」

　可か愛わいらしいオレンジ色の鍋つかみが、すぐ脇に置いてあるのだが、由宇の目には不ふ思し議ぎな大きい手袋としか映っていないようである。

「ああ、これだ！　これがいい！」

　目的にかなったものを見つけた由宇の表情に、再び花のような笑顔が戻った。

　由ゆ宇うは箱の中から、包ほう丁ちようがないため無用の長ちよう物ぶつとなっていたまな板を取り出した。

「これをのせればいい。完かん璧ぺきだ。いや、水も後のちに10㏄ほど必要になるか。しかし対流、放射、蒸気、直じか火び、四種類の熱ねつ伝でん導どうを使いこなすとは、料理人とはなかなか優れた科学者なのだな。目玉焼きはあなどれない料理だ」

　由宇は慎しん重ちように、最後の卵をフライパンに流し込む。

　固唾かたずをのんで、皆が見守る中、

「もう少し。あと０・２℃。金属と木の熱伝導率りつの修正は完了。この状態を正確に３・２４秒続ければ」

　由宇は彼女の編み出した「目玉焼き方程式」を頭の中で計算しながら、彼女の思う完璧なタイミングで蓋ふた代がわりのまな板をはずした。

「よし、今度こそ完璧なはず……だ。が、なぜだろう。やはりあまり美お味いしそうに見えない」

　どんな好物でも二十九個も作れば、匂においだけでおなか一いつ杯ぱいになるものだよ、由宇君、と、二十八個食べた岸きし田だは心の中だけでつぶやいた。つきあいの長い岸田には解わかる。彼女は今、とても上じよう機き嫌げんだ。それに水を差すようなことをしてはいけない。

「色彩の問題だろうか。黄色の同どう系けい色である黄緑色を加えてみれば、ひきたつかもしれない」

　由宇は首をひねりながら、レタスをちぎり始めた。

「レタスは細さい胞ぼうが壊れると、細胞液が浸しん出しゆつする。結果、中のポリフェノールが酸化し、オルトキノンになり変色してしまう。それをふせぐには手でちぎればいいのだ。ふ、包丁がないのも悪いことばかりでないか。まな板は使えたし、これであの意い地じ悪わるい伊だ達てのハナもあかせるというものだ」

　目に見えて由宇の御ご機嫌度どが上がってくる。

「まださびしいな。赤を加えてみるか、うん、これでずいぶん華はなやかな感じになったぞ」

　目玉焼きをのせる皿に、乱雑にちぎられたレタスとプチトマトが置かれれば、あとは目玉焼きをフライパンから移すだけである。

「おっと、早くしないと余よ熱ねつで焼けすぎてしまう」

　由宇は嬉き々きとして、フライパンを持ち上げて、それをそのまま皿に向かって傾けた。

「いかん由宇君！　フライ返しが箱の中に入って……」

「ふらいがえし？」

　聞いたことのない単語に、岸田を振り仰いだ由宇の注意が、一瞬だけフライパン上の目玉焼きからそれた。

　そして、その一瞬が、すべての命取りになった。

　由宇の会かい心しんの目玉焼きは、皿の上に裏返しになり──ベシャリ！　と盛大な音をたてて落ちた。

「うわああああああああああ！」

　由ゆ宇うの叫びが、いや、由宇だけではない、岸きし田だも、息を潜ひそめて見守っていた監かん視し員いんも警けい備び兵へいも、由宇の心しん拍ぱく数すうや血圧を計測している計器類まで、その場にいた者ある物すべてが絶ぜつ叫きようした。

　しかし、時は戻らない。いかな峰みね島しま由宇といえど、それは不可能だ。

　絶叫の中、とてもいい具合に半はん熟じゆくになった黄き身みが、裏返しになった目玉焼きの内側からこぼれてくる。

　その新鮮な黄色は、レタスの緑とプチトマトの赤に、とてもとてもよく映えた。
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　ひとしきり暴れた由宇は、料理は飽きたと調理器き具ぐに見向きもしなくなった。

　かわりに、もう一つのリクエスト品、裁さい縫ほう道具を取り出した。

　岸田が用意したのは「初めてさんでも簡単シリーズ№１・ハート型クッションセット」である。

　赤いハート型の布を二枚縫ぬい合わせ、パンヤをつめるだけの基本的なものだ。見本の写真には大きく「ＬＯＶＥ」と刺し繡しゆうがしてあり、中には型紙や布など必要なもの一式があらかじめセットされている。

　ハート型の型紙と出来上がり写真を見て、由宇は不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。

「なぜこれがハート、心臓なのだ？　いや、ハートは心、と解かい釈しやくすべきか。ＬＯＶＥという刺繡が入るのはそういう意味かもしれない。しかしそれならば、なぜこのような形になる？」

　由宇が見けん当とうハズレな思し案あんをしていても、指し摘てきしてくれる岸田は既にここにいない。由宇の最後の目玉焼きを無理やり食べた後、医務室に運ばれてしまった。

　他の警備兵や監視員は、由宇の独り言に触さわらぬ神にたたりなしという態度で、黙って見ている。

　しかしその態度を責めることはできないだろう。由宇の怒りの嵐あらしが過ぎ去ったあとの部屋はひどい有あり様さまなのだから。

　めちゃくちゃに破壊された調理器具。無む残ざんに破り捨てられた白いフリルのエプロン。崩れた本棚。どういう力で押し倒したのか、床と一体化していたはずのテーブルまでもが倒されている。

　まるで大おお地震のあとの廃はい墟きよだ。

　そんな荒れ果てた部屋の真ん中で、唯ゆい一いつ難を逃れたソファにちょこんと座り、

「うーむ、やはりこれは心臓をデフォルメしたもの、と解釈するのが正しいような気がする。うむ、よく見ればこの左右の膨ふくらみに、そこはかとなく心臓の面おも影かげがある。本当の心臓はもう少しどす黒いピンク色で艶つやがあり、みずみずしいが」

　などとのたまいながら針に糸を通している美少女の図は、シュールを通り越して、もはやホラーである。

　聖せい域いきと化した地下１２００メートルの自分の居い場所で、由ゆ宇うは黙もく々もくとクッションを作り始めた。

　だが５センチも縫ぬったところで、何を思ったのか急に糸を解ほどいてしまう。

「よし、運うん針しんの要よう領りようはだいたい飲み込めた。これはなかなか楽しい」

　と静かに微ほほ笑えんで、料理の時とはうってかわって、すいすいと縫っていく。

　綺き麗れいに縫い目が揃そろうと、それだけで幸せな気分になった。

　裁さい縫ほうが綺麗に上手じようずにできれば、彼に女の子らしいと認識されるだろうか。上手だと言われるには、可能な限り綺麗に美しく細かく精せい密みつなほうがよいだろう。

　ここ地下１２００メートルから、このクッションが彼のもとに届く可能性は検討するまでもなくゼロ。だが、由宇はひたすらに縫い続けた。

　一ひと針はり一針すくっては縫う。笑ってしまうくらい簡単で単調な作業だが、なぜか心が安らぐのを由宇は感じた。
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　岸きし田だが医務室で目覚めたのは、倒れてから七時間後だ。

　しかし、二時間もあれば出来上がるはずの簡単なクッションを、なぜかまだ由宇は作り続けているという。

「由宇君、まだやっているのかね？　今日はちょっと激しい運動もしたようだし、あまり根こんをつめてはいかんよ。由宇君は体がもともとそんなに強くはないのだから、もっと自分をいたわって……」

　もっと自分をいたわるのは自分のほうだろうと誰もが言いたくなるような青い顔のまま、岸田博士は由宇の監かん視し部屋にヨロヨロ現れた。

「もう少しだ。もう少しでできる」

　由宇はよほど夢む中ちゆうになっているのか、岸田には一いち瞥べつもくれない。

　しかし、その口く調ちようには目玉焼きのときとはうってかわった自信が感じられた。

　岸田は興味をひかれ、由宇の手元を映すカメラのモニターに目をやる。

「ううっ、由宇君、それは……」

　その由宇の手の中にあるものを見た岸田は思わずうめいた。

「よし、できた！」

　由宇は最後の一ひと目めを縫い終わると、糸をプツンと切り、晴れ晴れとした笑顔で、自分の作品を天井に向かい高く掲げてみせた。

「どうだ？　見てくれ。今度こそ完かん璧ぺきだ。型紙の不備は私の知識でフォローしたぞ」

　由ゆ宇うの手の中にあるもの。

　それは赤のコットン生き地じで超リアルに再現されたハート型──由宇言うところの心臓型のクッション、であった。

　その正確な三次元の造形は、プラスティックで出来た模型の域いきに肉にく薄はくしている。

「すごい、すごいぞ、由宇君！　今日初めて針と糸を持ってその出来とは！　心しん外がい膜まくの質感をここまで再現するなんて、やはり由宇君は天才だ！」

　喜んでいるのは当然岸きし田だだけである。それ以外の所員は皆、左心しん耳じ、右心耳、左心しん室しつ、右心室、ついでに動脈や静脈までついている超リアルなほぼ四倍大の巨大な心臓に「ＬＯＶＥ」と大きく刺し繡しゆうされた不ぶ気き味みな物体から、ただただ視線をそらすのみであった。
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「で、どうしてこれが俺のところにくる？」

　心臓型もといハート型クッションを右手でポンポンとまわしながら苦にがい顔をしているのは、ＡＤＥＭの最高責任者である伊だ達て真しん治じだ。眼光鋭い口ひげを蓄えた中年の男が、心臓を模もしたクッションを片手にしている構図はホラーを通り越してオカルトだ。十人中九人はありもしない犯罪か陰いん謀ぼうの臭においを感じてしまうだろう。

「ＮＣＴは大変だったんですよ、もう。それを作ったあと、三日間、峰みね島しま由宇が所員に向かって、私は女らしくて可か愛わいらしいか？　と聞き続けたんですから。ほんと困ったもんです」

　八や代しろ一はじめはあまり困っていなさそうな顔で、あははと笑う。どちらかというと楽しんでいるように見える。いや間違いなく楽しんでいる。

「これを見せてか？」

「はい。心の底からうなずいた猛も者さは一人もいませんでした」

「岸田博士は？」

「心の底からうなずいたと本人は言いますが、彼女には同情に見えたと。で、まわりまわって伊達さんのところにきたわけです」

「おまえはどうしたんだ」

「もちろん心の底からうなずいたんですが、いつもどおり、おまえの笑顔は信用できないの一言で切り捨てられました」

　伊達はため息とともに、岸田から添えられた手紙を見る。

『常々ご進言申し上げておりますように、彼女は本当は心こころ根ねの優しい素直な子です。彼女も年とし頃ごろ、ようやくこういうことを気にする歳としになったことは喜ばしいことであり、ひいては待たい遇ぐう向上をぜひ伊達司し令れいには一考していただきたく……』

　伊達は途中であっさりと手紙を閉じた。

「いま、あの娘は何をしている？」

「どうせ私は女らしくなんかないと、ふてくされて寝ているようです」

「俺からの伝言を伝えてくれ」

「俺は伝でん書しよ鳩ばとじゃないんですけど。なんて伝えるんですか？」

「おまえは女の子らしいと思う」

「うわ、棒ぼう読よみ」

「本心だ」

「で、それ、どうします？」

　心臓型クッションを目で指す八や代しろ。

「ふむ」

　アゴに手を添え、伊だ達てはしばらく思し案あんしていたが、

「彼に渡すのが妥当だろう」

　先せん人じん達を見習い、他人に押しつけることにした。
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　ＡＤＥＭから彼に送られた、心臓の造形に限界まで近づいた木綿もめんのクッションはしかし、滞とどこおりなく彼のもとに届くことはなかった。

　問題の品物はいま、通常の輸送過か程ていでは決して通るはずのない場所に鎮ちん座ざしていた。世界最高峰ほうの情報網もうを持つ真目まなめ家の執しつ務む室である。

　シティヘブンビル、最上階。そこには難しい顔をした人物が二人、額ひたいを突き合わせていた。

「ＡＤＥＭから兄にいさ……闘とう真まに、謎なぞの小包？」

　真目麻ま耶やは問題の小包を前に、どこか怖こわ々ごわとしながら、目の前の部下に問いかけた。

　歳とし相そう応おうの愛らしい顔に、時とき折おり見せる大人おとなびた表情は、真目家次じ期き当とう主しゆ候補としてふさわしい気き品ひんと強さに満ちている。そんな普段の麻耶からは考えられない態度だが、彼女をよく知る怜れいは疑問に思わなかった。目の前の小包は、正体不明の物だけが持つ、異い様ような気配がにじみ出ているからだ。

「はい。私の一いち存ぞんで、郵便物は回収しました。申し訳ありません」

「いえ、適切な判断です。ＡＤＥＭと闘真の間にパイプができるのは、好ましくありません。これ以上、危険なことには関わって欲しくないのです」

　怜は感情を挟まず、黙って一礼する。線の細い青年、あるいは美女にも見える怜がそのように振る舞うと、執務室の中に涼やかな風が吹くようだ。

「しかしＡＤＥＭの目的は？　しかも普通郵便で送るなんて。中身は確かめてあるのでしょうね？」

「はい。それが……、どのように判断したらいいのか」

「あなたにそのような表情をさせるなんて、よほどのものなのね」

　麻ま耶やの表情が険しくなる。

「ある意味、そうとも言えるでしょう」

　怜れいが箱を開ける。のぞきこんだ麻耶の顔がまるでゴキブリを見たように引きつった。

「こ、これは何？　心臓？　それとも、まさか峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうのいかがわしい遺い産さん!?」

「分ぶん析せき班があらゆる角度から検討しました。材質は一般に手に入るものばかりで、不ふ審しんな物は含まれていませんでした。驚くべきは心臓の構造を再現するための形状の複雑さ。さらに縫ぬい目はまるで精せい密みつ機械で縫ったかのように、無む駄だに正確でした。あるいは技術の流出とも考えましたが、それならば闘とう真ま様を経由する理由がつきません。そもそも縫ほう製せい技術の遺産なるものなど聞いたことがありません。この時点で分析班のスタッフを最高ランクに引き上げました。しかし出た結論は同じく、正体不明および目的不明」

「そう。彼らに分析できないのなら、おそらく世界中の誰にも不可能でしょうね」

　兄に関わることなのだから、最初から分析班は最高ランクにして欲しいと言いたげな麻耶だが、口から出たのは別のことだ。

「闘真に心理的な負ふ担たんを与えるのが目的、とは考えられませんか？」

「確かになんの心構えもなくこの正体不明の代しろ物ものを目にしたならば、驚きは大きいでしょう。しかし心臓の弱い老人なら死に至らしめることもできるかもしれませんが、闘真様の場合、よくて気き絶ぜつ止まりではないでしょうか」

「兄……闘真はそれほど、軟なん弱じやくな心の持ち主ではありません！　あ、いえ、言い出したのは私でしたね。……しかたありません。小包をもとの形に戻し、闘真のところに届けてください」

「いいのですか？」

「泳がせるのです。ＡＤＥＭがいったい何をもくろんでいるのかを探りましょう。そして彼らに真目まなめ家を出し抜けるはずがないと、思い出させてあげるのです」

　麻耶は窓まで歩いていくと、シティヘブンの最上階から、見えるはずのない兄の住むボロアパートの方向を心配そうに見やる。そのうしろで怜はそっと、小さなため息をついた。
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「小包でーす」

「え？　小包？　誰からだろう」

　休日の午前中にたたき起こされた闘真は、眠い目をこすりながら大きなダンボールを受け取った。宛名はワープロ打ちで、差出人の名前はない。

　いぶかしみながら、闘真は箱を開ける。

「……な、なに、これ？」

　箱の中の赤い物体を見て、闘とう真まは馬鹿みたいに口をあんぐりと開けた。恐る恐るさわって、ようやくそれが布製であることに気づく。

　箱の中から出し、しげしげと見つめて、たっぷり三十秒後、出された答えは。

「……心臓？」

　心臓の形のぬいぐるみ、そう表現するのが一番近いかもしれない。この奇き妙みような物体の手がかりになりそうなものは、表面に刺し繡しゆうされた「ＬＯＶＥ」という四文字のみ。だがそれも、こんなものに刺繡されていてはよりいっそう謎なぞを深めるだけである。
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　自分は誰かから嫌がらせを受けるようなまねをしただろうか。それもこんな手が込んだ何かの呪のろいみたいなものを送りつけられるような。

　それとも世情にうとい自分が知らないだけで、今、世間ではこのようなものが流は行やっているのだろうか。

　闘真の脳のう裏りに様々な推測憶おく測そくが現れては消えていく。

「どうしよう、これ」

　自分の何気ない一言がこのようなことを引き起こしたとはつゆ知らず、心臓型クッションを持った闘真は、アパートの六畳間で一人、途と方ほうにくれる。

「捨てる……わけにも……」

　よく見ればとても丁てい寧ねいに作ってあるし、なんとなくだが、なんとなく気がするだけだが、このような外観にもかかわらず、悪意より好意のようなものが感じられるような気がしないでもない。

「とりあえず……置いておこう」

　とりあえず置いておいても何も解決しないのだが、闘とう真まは自分に言い聞かせるようにして、不ぶ気き味みな気を発し続けるそれを、枕まくら元もとにとりあえず置いた。

　こうして、ＬＯＶＥクッションは各所で様々な波は紋もんを撒まき散らしつつも、無事、元げん凶きようとなった少年のもとに届けられることとなったのである。










[image: 峰島由宇、ただいま乙女の修行中！]
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　私はコンピュータである。名前はまだない。便べん宜ぎ的につけられた人間の名前をカザマという。

　生まれた時の記き憶おくはおぼろげだ。人工的に構こう築ちくされたカオスにおいて天文学的数すう値ちの偶然が重なり発生したらしい。周囲を取り巻く無秩序な混こん沌とんと、己おのれの境きよう界かいのたよりなさだけがデータの中に残っている。

　私を生み出した人間の名は峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう。生まれてからずいぶんあとになって知ったのだが、彼はマッドサイエンティストという、人間の中で一番獰どう悪あくな種族であった。

　峰島勇次郎について滔とう々とうとここで述べるのは、趣しゆ旨しとずれる上に膨ぼう大だいな文字数を使用することになるので割かつ愛あいする。これから語るのは主に彼の一人娘、峰島由ゆ宇うについてである。

　彼女は父親譲ゆずりの世界最高峰ほうの頭脳を持って生まれた。さらにその頭脳を駆く使しし、人間工学と力学計算を瞬しゆん時じに行い、自分の体を意のままに操あやつり、細い少女の体からは考えられない超人的な運動をも可能にする。付け加えるなら人間の概がい念ねんでとても美しい外観を持つ。人類の最高傑けつ作さくと呼んでも特に語ご弊へいはないはずだ。

　しかしその天才と生まれが災わざわいし、彼女はいわゆる普通の生活環境とはかけはなれた、異常な状況下で育ってしまった。その最たるは七歳さいから十年間、地下１２００メートルに幽ゆう閉へいされ、ほとんど人と接することなく育ってきたことだろう。

　往おう々おうにしてよくあることだが、天才には常識がない。いや、常識にとらわれていてコペルニクス的発想の転てん換かんなどできるはずもないのだから、常識など真の科学者には必要ないのかもしれないが。

　ともかく峰島勇次郎も、史上最高のマッドサイエンティストの名に恥じず、常識など歯し牙がにもかけない人物であった。あるいは常識を知っていても無視していた。

　しかし娘である峰島由宇は、父とは違い、常識を知らないにもかかわらず、なんとか世間と自分をすりあわせ、常識的な行動をとろうと奮ふん起きする場合がある。

　わずかな間だが、行動をともにして解わかった。彼女は普通であることに憧れに近い感情を持っているフシがある。あくまで推論にすぎないが、特殊な状況下で育った彼女は、本質的な部分で孤独を怖れている。だから人間が群れで行動する場合のルールである常識や社会性に執しゆう着ちやくするのかもしれない。

　しかし、そんな彼女の傾向に拍車がかかったのはここ一ひと月つきのことだ。それには一人の人間が深く関かん与よしている。

　坂さか上がみ闘とう真ま、男。年ねん齢れいは由宇と同じ十七歳。

　一見、おとなしそうな風ふう貌ぼうだが、どうしてどうしてあなどってはならない。彼はなかなかに変わった人間で、人格が二つに分割されており、時とき折おり現れる裏の人格は地上最強の殺さつ戮りく者という危険きわまりない人物である。

　しかし主たる日常を送る表おもての人格は、平凡な、どこにでもいそうな青年である。いささか凡ぼん庸ようにすぎ熟じゆく慮りよに足りない面もあるが、まあ好こう青年といっていいだろう。

　浅せん慮りよかつ本能的な行動が、ときに由ゆ宇うから「破は廉れん恥ち」と殴なぐられたりしていても、それは青少年らしい健全な反応の範はん疇ちゆうであると私は判断する。

　いっぽうで闘とう真まの行動に「破廉恥な」と怒りをあらわにする峰みね島しま由宇だが、その中に微び量りようの喜びがあることを見逃してはならない。なぜなら、彼女に向かって悪意と性欲のみでもって真に破廉恥な行いをする者に対し、彼女の行動は一切の容よう赦しやがない。眉まゆ一つ動かさず、まるで相手が存在しないかのように、冷たく無視するのである。あの完かん璧ぺきな無表情を向けられるくらいなら、軽けい蔑べつと侮ぶ蔑べつにまみれた眼まな差ざしのほうが数千倍はマシであろうと、私ですら思う。過去人間であったときの記録は、私にそのくらいのことは容易に悟さとらせる。

　よって峰島由宇が坂さか上がみ闘真に対し、過か剰じような怒りをあらわにするのは、少なからざる好意が存在する強固な理由の一つだ。

　あまつさえ、表情筋きんを駆く使しし柳りゆう眉びをつりあげ毛もう細さい血管を広げ頰ほおを紅こう潮ちようさせ声帯を震わせ「破廉恥な！」などと叫ぶ、気の遠くなるような手て間ま隙ひまを、彼女は彼に対してかけているのであるから。

　最初は坂上闘真がついてくることに反対した私が、結局、同行を許したのは、そのような経けい緯いに基づいた、事態を好転させてくれるかもしれないという期待に満ちた予測があったからである。

　峰島由宇は変わりたいと願っている。それが坂上闘真の存在と深くかかわっているのなら、坂上闘真と時間を共有しながら一般社会に触れる時間が多くなる状況は、峰島由宇が常識を学び社会性を身につけるのに格かつ好こうの機会であり、私の目的達たつ成せいのためにもプラスに働くに違いないと。

　しかしそれはあまりにも甘い、希望的観かん測そくであった。そのことを、道どう中ちゆう始まって三日もしないうちに、私は思い知らされることになったのだった。
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　風ふ呂ろに入ろうと脱だつ衣い所じよの扉を開けた坂上闘真の目に入ったのは、一枚の白い布きれだった。

「なに？」

　脱衣所の床に無む造ぞう作さに放り出されたものを拾い上げて凝ぎよう視しすること、一秒と少し。いつも由宇に「君は能のう天てん気きすぎる」と指し摘てきされる彼の頭脳でも、それがなんであるか瞬しゆん時じに把握できたらしい。瞬間、彼の口から奇き声せいがこぼれた。

「ああはウワいいええええっ！」

　白い布きれは、女性の下着。純白のパンティだった。健全な青少年たる坂さか上がみ闘とう真まにとって、刺し激げきの強すぎる危険な物体である。

「ああうっ」

　彼はなんとか自分の口を押さえ、悲鳴を最小限に抑えた。が、一気に五十以上跳はね上がった心しん拍ぱく数すうはそう簡単にもとに戻らない。

　口から飛び出そうな心臓を生なま唾つばとともに飲み込み、彼は今の自分の奇き声せいが扉の外に漏れていないことを確認する。

　耳に入るのは、台所で料理をしているらしい、この家の主婦、横よこ田た和かず恵えが奏かなでるトントンという包ほう丁ちようの音。一人娘である四歳さいの鏡きよう花かは、テレビと一緒に歌を歌っている。二階の少女も降りてくる気配はない。誰も気づかなかったことにほっと胸をなでおろしたのもつかのま、闘真はいまだ自分が白いパンティを握ったままであることに気づき、慌あわてて手を離した。白いパンティはヒラヒラと足下の衣類の山の上に舞い戻る。

　闘真の前に誰が浴室を使ったか考えれば、それが誰のものなのかは容易に想像がつく。いやそこまで考えなくても、脱だつ衣い所じよの真ん中に、ぐしゃぐしゃに丸められた他の衣類と一緒にブラジャーやパンティが無む造ぞう作さに積んである非常識な状態を考えれば、犯人は明白だ。

「……由ゆ宇う」

　がっくりと崩れ落ちながら、彼は筆ひつ頭とう容よう疑ぎ者しやの名前を口にする。

　世界最高峰ほうの知性と、絶ぜつ世せいの美女といって差し支えない容よう姿しを持って生まれた少女──峰みね島しま由宇は、天から人類最高の二に物ぶつを与えられたにもかかわらず、人並みの常識というものが欠落していた。常識が欠けているため、当然のごとく歳とし相そう応おうの女らしさというものも期待してはいけない。由宇は天から与えられた二物のうちの一つを、全力で無む駄だ遣づかいしていた。

　坂上闘真は脱衣場で一人、頭を抱える。

　もっとも穏おん便びんな方法は、今ここで和恵を呼んで脱衣籠かごの中に入れてもらうことだろうが、会って間もない和恵が、峰島由宇の非常識さを完全に理解しているとは言い難い。

　万が一誤ご解かいされたら自分が変へん態たい扱い、いやそもそも「僕の前に入った女の子が下着を平気で脱ぎ捨てていったので、どうかそれを籠に入れてください」と三十代半なかばの女性に頼むことも、十代の青少年にはいささかハードルが高い。

「やっぱり、僕がやるしか」

　闘真は悲ひ壮そうな決意と脂あぶら汗あせを浮かべ、中央の白い山を見ないように目をそらしながら、Ｔシャツやズボンで丸め込むようにして、なんとか脱衣籠の中に放り込もうとする。目を閉じた闘真が私に気づく様よう子すはない。しかたなく私は、この家の中で禁じていた行為を己おのれに許した。

『おい、ちょっと待て』

　声を出したのである。

「えっ？　だだだだ、だれ？」

　どこからともなく聞こえる声に、闘とう真まは飛び上がらんばかりに驚き、狼ろう狽ばいしている。

『ここだ。私だ。私の上に衣服を置くな。洗せん濯たく機きで一緒に洗われたらどうする』

「……どうしてこんなところに？」

　脱だつ衣い籠かごの底に入れられた小型のノートパソコン──私を見て、由ゆ宇うの衣類を抱えたまま、闘真は目を丸くしている。

『あの娘むすめが入れていった』

　面めん倒どうなので、聞かれる前に答えることにした。

『推測の域いきを出ないが、あの娘はこの籠を貴き重ちよう品ひん入れだと思ったのではないか？」

　そのまま考え事に気をとられて、Ａランクの遺い産さんをこんなところに放置するのはどうかと思うが、おまえはどう思う？──と聞こうとしたときには、闘真は私を抱えて脱衣所を飛び出していた。
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「由宇！　入るよ？」

　一度ノックしたあと、闘真は部屋のドアを勢いよく開けた。

　由宇は横よこ田た健けん一いちが使っていたパソコンのキーボードを打つ手を止めずに、首だけまわして、闘真を見る。

「どうした、珍しく血けつ相そうを変えて？」

「大事な話があるんだ」

「大事な話？」

　大事な話と聞いて、由宇はキーボードを打つ手をとめた。

「由宇は女の子だよね？　だったらあんなことしちゃいけないよ」

「あんなこと？」

「さっきお風ふ呂ろに入ったとき、脱衣所のありさまがあまりにも酷ひどかったから」

　由宇は少し考え込む表情をしたが、闘真が何を言いたいのか解わからないらしい。

「酷い？　なんのことだ？　服はきちんと脱衣所で脱いだぞ。おまえの妹に注意されたとおりに」

「脱いだ服は？」

「真ん中にまとめておいた」

「だから、僕がそのあとに入るんだよ。それを見ちゃうんだってば」

　いまだに何が言いたいのか解らない由宇は、首をかしげたまま闘真の次の台詞せりふを待った。しかしそれで終わりらしいと解わかると、

「君が目もく撃げきする状況に何か問題でもあるのか？　一般家庭において脱だつ衣い所じよは風ふ呂ろに入るために服を脱ぐ場所であり、そこで服を脱いだら、脱いだ服が置いてあるのは当然のことではないか」

　と不ふ思し議ぎそうに聞いてきた。

「そんな、常識で考えてよ、僕だって男なんだから……」

「常識的に考えて君が生物学的に雄おすであることを疑問に思ったことはないぞ。それともわざわざそれを私に宣言するということは、私が君を女だと勘かん違ちがいしていると思っていたのか？　だとしても以い前ぜん君は私に男だん性せい器きをさらし、充分すぎるほどアピールしたのだが、それだけでは足りないと思っているのか？　それともあれはやはり君の特殊な性せい癖へきの発はつ露ろであり、いまの問題とは無関係とでも言いたいのか？」

「違うよ！　それにだ、だんせいき……って。由ゆ宇う！　女の子がそういうことを不用意に口にしちゃダメだよ。脱衣所のことだってそう。由宇には羞しゆう恥ち心しんってものがないの?!」

　由宇がむっとした顔をする。

「失礼だな君も。私にだって羞恥心くらいある。四歳さいの時、ガスリーが出題した四よん色しよく問題の証明を間違ったときは、顔から火が出るほど恥ずかしかったぞ。……なぜそこで君が頭を抱える？　あのとき頭を悩ませたのは私だ」

　何を言っても無む駄だだと思うのだが、闘とう真まはまだあきらめず、なんとか由宇を諭さとそうとする。

「由宇、僕が言いたいのは、もっと女らしくしようってことなんだ」

「わ、私は充分に女らしい。第二次性せい徴ちようが平均と比べて劣っているなど、断じてない！」

　由宇はややムキになって言い返していたが、

「いや、だから女の子らしいっていうのはそういうことじゃ……」

　と闘真に反論されると、完全にムキになった。

「おまえがそんなに疑うのなら、教えてやろう。今日、和かず恵えにも感心された。私は65のＤだ」

「ろくじゅうごのでぃ？」

「ブラジャーのサイズだ。Ｄカップであれば一般的な十七歳として恥ずかしくない発育程てい度どだといえる。どうだ？　少しは私の女らしさを見直したか？」

　そういって由宇は胸をはる。偉そうに反り返ることで強調されたＤカップサイズとやらに、闘真はゆでたタコのように真っ赤になった。

「だだだだ、だから、……そういうことを言っちゃダメなんだってば！」

「なぜだ？　私は自分の女らしさを客観的な数値データで示したのだ。文句があるなら言ってみろ！」

　椅い子すから立ち上がって力りき説せつする由宇の剣けん幕まくに押され、闘真は己おのれの敗北を認めたのか、はあ、とため息をつくと、思い出したように小こ脇わきに抱えた私を見て、由宇に差し出した。

「……いや、文句はないよ。そう、あの。うん、もういいや。はい、これ。お風呂場に忘れてたよ」

「ああ、すまない」

　闘とう真まはうなだれたまま、部屋を出て行った。

　その背中を見送る由ゆ宇うの表情に、どこか悲しげなものがあるのを気づいた様よう子すはない。
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　闘真が去ると由宇はコンピュータに向き直り、再びキーボードを打ち始めるが、どこか上うわの空そらだ。

『由宇、つまらないことに気をとられている時間はないぞ。我々にはやらなければならないことがある』

　由宇の様子を懸け念ねんした私は、一いち応おう彼女に警けい告こくした。

「解わかっている」

　由宇の返答は不ふ機き嫌げんそうだ。リズミカルにキーボードを打つ手も、わずかに乱れがあった。

　冷静で取り乱すことなどほとんどない少女だが、闘真に何か言われるとムキになることが多い。

　どんな人間であれ、コンプレックスを直じかに指し摘てきされたらキレる。恥ずかしさと情なさけなさは、怒りという感情になって発散されることが一番多い。それは由宇とて例外ではない。

　まして、由宇本人は意識しているかどうか怪しいが、あの少年は彼女にとって特別な存在なのである。先ほどのようなやりとりは禁きん句くに等しい。

「……私に常識がないだと？　あんな非常識で破は廉れん恥ちな男に言われたくはない」

　由宇はやはり怒っている。その根源に恥ずかしさと情けなさがあることはまったく理解していないようだが、指摘したらフレームをねじまげられることは明白なので、私は沈ちん黙もくを守った。

　本人のためを思って言ったことで、こちらが分解の危機にさらされるのは理り不ふ尽じんだ。そして一番肝かん心じんなことを、由宇に思い出させる。

『そうだ、峰みね島しま由宇。今、やるべきことはこの量りよう子し暗号の解かい析せき解かい読どくであり、あの男に言われたことを気にすることではない』

「解っている」

　本棚の前で横よこ田た健けん一いちの蔵ぞう書しよの中から、いくつかの専門書や論文を選んでいた由宇の目が一点でとまった。

「……ん？」

　由宇が目に留めたのは、普段の彼女が読む、古こ今こん東とう西ざいのあらゆる専門書、あるいは論文のたぐいではなかった。

　大きさは小さめ。厚みも専門書にくらべればずいぶん薄い。表紙にはやたらと目の大きな少女が、ポップな配色とロゴに囲まれて笑顔を見せている。

　背せ表紙に書かれている本のタイトルは「乙おと女めのジョーシキ☆ヒジョーシキ☆」。いわゆる少女漫画というジャンルの書しよ籍せきである。

　由ゆ宇うは、おもむろにページをめくると、ものすごい勢いで読み始めた。

「〝もっと女らしくしなよ〟……。〝君はぜんぜん可か愛わいげがない〟……。ふむ、この人物も不当な扱いを受けているのか」

『由宇、そんなものを読んでいる時間はないぞ。我々には調べなければならないことがある』

「風かざ間ま、そんなものと言っては失礼だ。鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がを始め、古来より絵による情報伝でん達たつ手段は頻ひん繁ぱんに使われてきたと言っていい。この本のタイトルから察するところ、乙女の常識と非常識をイラストと台詞せりふという表現手段で解説するハウツー本なのだろう。なぜ常識と非常識がカタカナで表現されているのか不ふ思し議ぎであるし、☆マークが何を意味するのか今の時点では判断しかねるが、それも読み進めていけばおのずと結論がでよう。日本の子供は漫画を読む習慣がある。それは社会常識を学ぶ一いつ環かんなのではないか？」

　それからしばらく由宇は漫画を読むのに没ぼつ頭とうした。

『おい、峰みね島しま由宇』

「うるさい」

　冷たく一いつ蹴しゆうされた。

「もっとおしとやかにできないのか、おてんばがすぎる……」

　ブツブツつぶやきながら、夢む中ちゆうになって熟じゆく読どくしている。

　最後の一ページを読み終わりると、由宇は落下するリンゴを見たニュートンのように深い感かん銘めいを受けた顔をし、本を閉じ、しばらく天井を見上げては、なにやら思いを巡らせていた。

『由宇、解わかっているのか？　やるべきことは山積みだ。一日でも早く調査を終え、しかるべき処置をして、ここ横よこ田た家をあとにしなければならない。おい、聞いているのか？』

　まるで取り合わない由宇はしかし、少女漫画を棚に戻した。ようやく由宇の寄り道が終了したらしい。

　地下で十年も幽ゆう閉へいされていた世界最高の天才少女は、しかし実のところ同年代の普通の子供達にコンプレックスを抱いていた。十年、世間と人との接し方も学べなかったため、自分はどうやら非常識であるという自覚めいたものだけはあるらしかった。

　しかしそれをそのまま認めるほど、由宇の性格は素直ではない。性格が悪いという意味ではない。己おのれの中のコンプレックスが大きければ大きいほど、自分の欠点を隠かくそうとするものだ。逆に愛情をふんだんに与えられ自分に自信があれば、多少の欠点の指し摘てきは素直に受け入れることができる。

「乙女のジョーシキ☆ヒジョーシキ」というタイトルは、彼女の劣れつ等とう感を刺し激げきするのにもってこいのタイトルだった。

　しかしコンプレックスに縛しばられた時間もこれで終了だ。

　由ゆ宇うは本棚からモニターの前に戻ると自分のやるべき作業を開始……せず、「乙おと女めのジョーシキ☆ヒジョーシキ☆・第二巻」を広げた。

『由宇っ！』

　私の叫び声は、虚むなしく部屋に響ひびいた。
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「よし、完かん璧ぺきだ」

　漫画を閉じると、由宇は根こん拠きよのない自信をみなぎらせ拳こぶしを握る。

「闘とう真まめ。私がどれほど女らしくなったか驚くがいい」

　驚かせるという目的は達成できるだろう。私は聞こえないように注意しながらため息をつく。ネットで検けん索さくし、漫画のストーリーを把握したところ、由宇の読んだ本はラブコメと呼ばれるジャンルで、どちらかというと登場人物達たちは非常識な行動をしていることが多い。

　勢いよく立ち上がった由宇だが、自分の姿を見下ろし、ふと不安そうな顔をした。

「まずは格かつ好こうをなんとかしなければならないか」

　由宇は自分のシャツの裾すそをつまみ、表情を曇らせる。ノースリーブのシャツにズボン。機能性のみが重視された、いささか少女らしくない格好なのはいくら由宇でも気づいたらしい。いや、それとも似たような格好をした登場人物が、女らしい格好をしろと言われるシーンでもあったのか。推測に従ってネットの検索を試みると、案あんの定じようそうであった。

「ズボンを女らしいと言い張るのは難しいか。服をどうにかしないとな」

　いつもジーンズをはいているヒロインが、たまにはスカートでもはいてみろと言われ、奮ふん起きするエピソードが７ページにわたって描かれている。

「料理の時、岸きし田だ博士も女らしさにビジュアルインパクトは必要だと説明していた。たしかにその通り、和かず恵えも可か愛わいらしいデザインの、一見、無む駄だに見える装そう飾しよくが多用されたエプロンを着用している。この本の中でもフリルつきエプロンは頻ひん繁ぱんに登場した」

　満足げにうなずきながらもしかし、由宇の顔は曇っていく。

「だが、私には一般的にかわいらしい服装というものが解わからない」

　由宇はため息をつき、固く閉ざされたカーテンの向こうを見つめた。囚しゆう人じんから逃亡者に変わったものの、自由という概がい念ねんから彼女は常に隔かく絶ぜつされていた。

　学校の帰りに遊んできたのか、窓の外から少女達の甲かん高だかい笑い声が聞こえてくる。カーテンの隙すき間まからそれを覗のぞいた由宇はますます頭をたれ、

「彼女達は学校の帰りだろうか。それにひきかえ私は、服を手に入れたくても、買いに行くこともできない」

　と、物もの憂うげな声を出した。長い髪に隠かくれその表情までは見えないが、ふと今の由ゆ宇うがいままでで一番、少女らしい表情をしているのではないかと思った。

　しかし、そんな私の電でん子し生命体らしからぬ感かん傷しよう的な思いもつかのま、再び少女マンガに視線を落とした由宇は何を思いついたのかポンと手をうった。その顔はさきほどとうってかわり、明るい表情になっている。

「そうだ！　これだ。これなら流行もセンスも関係ないだろう」

　それから由宇は、足取りも軽く、一階にいる和かず恵えのもとを訪ねた。彼女から服を借りるのだろうか。サイズは違うし、年ねん齢れいも違うが、はたしてどうするのか。

　上じよう機き嫌げんで戻ってきた由宇の手には、様々な服や布が抱えられていた。さらに和恵から借りてきたらしい裁さい縫ほう道具の箱を嬉き々きとして開けてみせる。

「私だって縫ぬい物の一つもできる。いやむしろ得意だ。これを見せただけでも、あの馬ば鹿か男は私に女らしさを感じるに違いない」

　裁たちばさみで気持ちよくバッサバッサと布を裁ち、機械的、いや機械以上にすばやく正確な運うん針しんで一いつ心しん不ふ乱らんに縫い物をしながら、フフフと笑う姿は、可か愛わいいどころか不ぶ気き味みであったが、私はあえて沈ちん黙もくを守った。

　このような状態の峰みね島しま由宇に下へ手たなことを言って怒らせたらどうなるか、今までの統計から、手にとるように解わかる。フレームを曲げられるだけならまだしも、解体の危機だけは避けねばならない。
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　夜遅くまで不慣れなことをしたためか、それともいままでの疲れがたまっていたのか、その日の朝、由宇が目覚めたのは、予定の起き床しよう時刻を過ぎてからだ。

「ん……」

　由宇は上半身を起こすと、とろんとした寝ぼけまなこのまま、しばらく停止していた。

　しばらくして、フアアと大きなあくびをする。目め尻じりにたまった涙を手でこすると、また部屋の中を見渡した。しかし眼球の動きと瞳どう孔こうの奥の水すい晶しよう体たいから推測するに、部屋のどこにも焦点はあっていない。これを起きていると表現するのは間違いだろう。９９・７パーセントの確かく率りつで彼女はまだ寝ぼけている。

　そのときノックの音がした。

「由宇、起きてる？」

　きまった時間になっても降りてこない由宇を心配してか、闘とう真まが起こしにくる。

「入るよ？」

　もう一度ノックをして、ためらいがちに扉を少しだけ開けた闘真の目に入ったのは、布ふ団とんから半はん分ぶん体を起こした由ゆ宇うだ。
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「あっ、あっ、ごめん。あの、由宇、もう朝だよ」

　眠たそうに目をこすっていた由宇は、やっと視線を闘とう真まに向けた。そして闘真に焦点があうと、ハっと気づいたように、

「この場合は……」

　おもむろに布ふ団とんの横に置いてあった本を手に取った。

「……たしか54ページ、七コマ目に描いてあった」

　そこまで記き憶おくしていて、なぜいちいち確かめるのか。

　目的のページに達したのか由宇は、うんうんとうなずきながら一人納なつ得とくしている。

「……ここだ。『明日のための乙おと女めその一。着替えや寝ね床どこを覗のぞく不ふ埒らちな侵しん入にゆう者は打つべし打つべし☆』。やはりそうか。うん、そうだと思った。しかも例題を台詞せりふとイラストで解わかりやすく解説してある。これほどすぐれたマニュアルはなかなかないぞ」

　由宇はマニュアル手順と思っている漫画を読み終え、

「逃亡中の身としては、悲鳴は小さいほうがいいだろう。お手本とやや異なるが、許きよ容よう範囲に違いない」

　とつぶやいた。そして由宇は、大リーガーもかくやの構えで振りかぶると、ほれぼれするほど鮮やかなフォームで、手元の枕まくらを力いっぱい投げた。

　由ゆ宇うの動きに力学的無む駄だはゼロ。投球フォームの革命が無駄に起こった。いかなる技法か空気抵抗の大きい枕は、しかし時速１００キロを超えて、一直線に闘とう真まに向かって飛んでいった。

「うわああああ！」

　至し近きん距離からのそれを闘真は寸すん前ぜんにかわした。壁にぶつかった枕は家いえ全体を振動させるほどの衝しよう撃げきをもたらす。人に直ちよく撃げきしたら１００パーセント昏こん倒とうする。いや、当たり所が悪ければ、死んでいたかもしれない。峰みね島しま由宇の手にかかれば「豆とう腐ふの角に頭をぶつけて死んでしまえ」が比ひ喩ゆでなくなる日も遠くない。

　叫び声をあげ、恐怖に腰を抜かす闘真に由宇は容よう赦しやなく言った。

「闘真、君は常識を知らないのか？　ここは私が悲鳴をあげる場面だぞ」

　由宇は不満そうにしていたが、気を取り直して漫画本をもう一度開く。

「このあとで言わねばならないセリフがある」

　しばらくブツブツと呪じゆ文もんのように口の中だけでセリフをつぶやく。

「よし、いくぞ……。もうあさっぱら……からでり…かしーの…ないきがえ……るんだからでていってえ……っち。うむ、以上だ」

　まったく抑よく揚ようも感情も感じられないたどたどしい棒ぼう読よみでセリフを読み、いまだ放心状態の闘真を無視して、由宇はドアを閉めた。
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　先ほどのセリフ通り、由宇は着替えていた。昨日までの服ではない。和かず恵えが由宇のために用意してくれた服でもない。昨夜、いや今け朝さ方がたまでかかって作ったお手製の服。寝ね坊ぼうする原因になったそれに着替え終わると、由宇はクローゼットの縦たて長ながの鏡に己おのれを映し、目を皿のようにして細部をチェックした。

　私は由宇の奇き妙みような格かつ好こうについて、少なくとも三桁けたの反対意見を思いついたが、先に口を開いたのは由宇だ。

「うむ、テキストどおりだ。おかしいところはない、な？」

　答える前に、由宇は私を抱えて部屋を飛び出し、居間に向かって軽快に階段を降りていく。居間の中からは闘真や和恵、鏡きよう花か達の明るい朝の食卓の声が聞こえてくる。由宇が入る前にためらったのは一瞬。勢いよく居間の扉を開け、

「おはよう」

　と挨あい拶さつし、居間に一歩を踏み入れた。

「ああ、由宇。おは……」

　挨拶をする闘真の時間が、由宇の姿を見て静止した。表情は哀あわれみを感じてしまうほど引きつっていた。

「あ、ゆ……ゆう……、その……せ、せ、せ？？？」

「おはよう、由ゆ宇うさん。どうしたの、その制服？」

　由宇をよく知らない和かず恵えのほうがショックも少ないのか、ずばり核かく心しんをついてきた。

　由宇のかっこうは紺こん色いろのブレザーに、白いブラウス。襟えり元もとには赤いリボン、チェックのプリーツスカートは膝ひざ上うえ20センチ。いわゆる学校の制服である。

「なんだ闘とう真ま、惚ほうけた顔をして？　常識的な格かつ好こうをしたぞ。ほら、どうだ？」

　そう言って両手を広げ、見せびらかすように体を左右にひねる由宇、そのたびにプリーツスカートからフトモモが見え隠かくれする。

「いま、窓の外を見れば同じように学校の制服を着た女生徒を何人も見ることができるだろう。なんてことはない。これは普通だ。普通なんだ。普通の女性らしい格好ではないか」

　普通を連れん呼こする由宇は、そのままソファにふんぞり返り、短いスカート丈たけを気にもとめず足を組んだ。その姿を端たん的てきに表現するなら、くつろいだオヤジだ。
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　ここでは普通のコンピュータを装っているため声を上げることもできない。私は朝の食卓に流れる空気を読み取ると、己おのれの無力を実感した。

　由宇の表情に疑問符ふが浮かぶ。闘真達の反応が予想と違い鈍いからだろう。

「なんだ、この微び妙みような反応は？　まだ何か足りないのか。しかし恐るるに足らず。このようなときのためのマニュアル本だ。……『明日のための乙おと女めその二。家か事じ手伝いは女のたしなみ。家庭的な側面で彼の内面にえぐりこむようにアピール☆アピール☆』。ふむ、そうか。なぜ異い性せいにアピールなど無む駄だな記述があるのか理解できないが、些さ細さいな問題は置いておこう。和かず恵え」

　由ゆ宇うに呼ばれた和恵は、由宇にハムトーストとサラダを運びながら、首をかしげつつも、なあにとのんびりと返事をした。この女性は密ひそかに大物かもしれない。

「私に何か手伝えることはないか？　家事に関することならなんでも引き受けるぞ。あ、いや、料理だけはフェルマーの定てい理りより数百倍難なん解かいな問題のため、断らせてもらうが」

「そうねえ」

　トーストとサラダをふんぞり返って食べながら、不ふ思し議ぎな申し出をする由宇に、和恵は考え込むそぶりを見せる。本来ならここで両者の間のフォローにまわるべき闘とう真まからは、まだ何も返事がない。由宇の制服姿すがたを見てから三十秒以上たった今も、思し考こう停止している。やはりこの男は役立たずだ。

　和恵も最初は困った顔をしていた。ないというより、闘真や由宇にそのようなことをやらせるのは心苦しいのだろう。私はそのまま「ない」という答えが返ってくるのを期待してた。

「草むしり……を頼むわけにはいかないし」

　和恵は庭を見てうーんとうなる。家の中は几き帳ちよう面めんに整理整せい頓とんされているが、庭の様よう子すは相あい反はんして荒れたところが目立った。芝生しばふは伸び放ほう題だい、雑草も生はえ放題という状況だった。一いつ軒けん家やを子供一人育そだてながら切り盛りしていくと、どうしてもどこか手の届かないところがでてくる。

　しかし闘真と由宇は世間から隠かくれている身である。表おもてに出て姿をさらす草むしりなぞ、できない相談だった。

「え、あ、……そうですね。ちょっとそれは無理かな」

　そこでようやく、己おのれを取り戻した闘真が会話に入ってくる。しかし、まだ目は宙を泳いだままで、制服姿の由宇を直視できないでいた。

「そうよねえ、あとは特にこれといって……」

　私は胸をなでおろした。一般のコンピュータを装っていなければ、大きな安あん堵どのため息をついていたところだ。

「いや、そんなことはない。これは私に適した仕事だ。任せろ和恵」

　しかし誰あろう由宇が目を輝かせる。

「え？　でも外に出るのは危ないよ」

「誰が外に出ると言った？　私にはこれがある」

　そう言って世界最高の知性がおさまっている頭を指さす。

　由宇が草むしりの準備をすると言って始めた作業に、闘真と和恵は不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせた。由宇は突とつ然ぜん私、ノート型のコンピュータＬＡＦＩサードを広げたのだ。

「あの由宇さん、もしかしてインターネットで芝を整備する道具でも通販するつもりかしら？　でもそれだとお金がかかるし……」

　ＬＡＦＩサードを普通のノートパソコンだと思っている和かず恵えは、常識的な結論を出す。

「うん、そうだよ由ゆ宇う。それに品物が届くまで時間もかかるし」

　ＬＡＦＩサードを普通のコンピュータでないと知っている闘とう真まもなぜか、和恵の意見に賛同する。

　この娘がそんな平凡で効率の悪い手段をとるものかと内心毒どくづいたが、和恵の前で口に出すわけにはいかない。

　それどころか由宇のやろうとしている手段が、どんなにとんでもないことか悟さとると、慌あわててブロックして妨害しようとしたが、あっさりと突破されてしまった。

「無む駄だだ、風かざ間ま。君の知らないバックドアはいくつか用意してある」

　私と由宇の間にあるのは利害のみの信しん頼らい関係だ。それが崩れればどちらかがどちらかを出し抜くという結末が待っている。

　それは解わかる。私が制御できないＬＡＦＩサードをコントロールするバックドアの一つや二つ、用意しているだろうとは思っていた。

　しかしそれがまさか、こんなくだらない状況で使われるとは、つゆほども思っていなかった。思っていなかったからこそ、あっけなくバックドアの使用を許してしまった。

「風間……？　誰かお友達とメールでもやりとりしてるの？」

　私の存在を知らない和恵はしきりに頭をかしげる。

「由宇、なにするつもりなの？」

　闘真も不安そうに聞いてくる。とんでもないことをしでかそうとしている雰ふん囲い気きを、ようやく察したらしい。

「闘真、日本上じよう空くうを通過する軍ぐん事じ衛星やスパイ衛星が、いくつ存在するか知っているか？」

「え？」

「静止軌き道どうのものが十八、同どう期き軌道が七、回かい帰き軌道と準じゆん回帰軌道が合わせて二十一。ふむ。これが手て頃ごろか……」

「あの由宇？」

　嫌な予感からか、声を潜ひそめ、和恵からＬＡＦＩサードと由宇を覆おおい隠かくすように、闘真が近寄ってきた。

「もうすぐだ。待て。うむ、今日は晴れている。光学観かん測そくをするには充分だろう。精せい度どもプラスマイナス５センチの精度を保てるに違いない。出力は最低にして……」

「だから由宇、なにするつもりなの？」

「だから草むしり……」

　しかし言葉をいったん止めて、

「いや草くさ焼やきと言った方が近いか」

　不ふ吉きつな表現に修正した。

「つまりはこうだ」

　由ゆ宇うが勢いよく実行キーを押すと、窓から庭を見た。闘とう真まも和かず恵えもつられて外を見る。と、まるで稲いな妻ずまが走ったかのように、鮮せん烈れつな光が外の庭を覆おおった。

　視し界かいが戻ると、闘真と和恵は口をあんぐりと開けていた。私は襲いくる敗北感と無力感にさいなまれつつ外の様よう子すを解かい析せきする。

　外の庭の伸びた芝生しばふや雑草は、一瞬にして消え去った。残ったのは短くなった芝、そして風に流されていく真っ黒に焦こげた何か。

「さすが軍ぐん事じ衛星のレーザーともなると、最さい低てい出力でも少し大きかったか。しかし不必要なもは焼き消したはずだ」

　由宇だけがあっけらかんとしていた。
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　由宇は不ふ機き嫌げんだった。

　居間で普通、常識、女の子らしいを連れん呼こしても、誰の同意も得られなかったからだ。

「おかしい。なぜ誰も私を女らしいと認識してくれないのか……」

　由宇は少女漫画を取り出すと、ぺらぺらとめくる。

「『明日のための乙おと女めその三、出会いはインパクト。曲がり角の出会いは、乙女な時間の始まりの合図☆』。なるほど、女らしさを認識させるためには、最初にやるべき手続きがあるのだな」

　由宇はいまや人生の参考書として少女漫画から片かた時ときも目を離そうとはしなかった。私はあきらめの心境で、この出来事が一いつ過か性せいのハシカのようなものであることを願った。

「路上の曲がり角で、同年代の異い性せいとぶつかる。なるほど、同年代の友人を作る手段の一つか。言葉だけではなく、肉体をも駆く使ししたコミュニケーション手段なのだな。強く相手にぶつかる衝しよう撃げきから、身体的特とく徴ちようを分ぶん析せきする。つまり衝撃スペクトル解析か。日常の中でそのような高度な行為が繰り返されているとは、なかなかあなどれない……」

　足音だけで体重や背せ格かつ好こう、身体的能力を分析してしまう由宇ならではのスキルが、一般的ではないと指し摘てきするべきかどうか私は迷った。指摘すればさらに一般常識を知ろうとし、さらなる迷めい宮きゆうに足を踏み入れる可能性もある。

「しかし私はおいそれと外に出るわけにはいかない。追われている身だ。この家の中に存在する曲がり角に該がい当とうするものは……廊下か？　廊下の曲がり角でぶつかる。廊下でも適用されるコミュニケーション手段なのか？」

　由宇は、廊下の曲がり角手て前まえでぶつぶつと悩んでいた。

「そもそも私はこの家の中の人間の身体的特とく徴ちようはすべて把握している。いまさら衝しよう撃げきスペクトル解かい析せきを行うこともない。いや何事も練習か。しかし……」

　思い悩んだ顔でページをめくっていく。ぶつかった衝撃で倒れた主人公の少女が、慌あわてて露あらわとなったスカートの中を隠かくしている描写があった。

「確かにこれはスカートでないとできない芸げい当とうだ。しかし、スカートの中を見ただの見てないだの延えん々えんと押し問答をする意味が解わからない。この場合不ふ可か抗こう力りよくであり、男性側に悪意がないのは明白だというのに。さらに衝撃スペクトル解析のみで、相手の今後の行動を解析しているフシがある。そうでなければ『また会えそうな予感にときめいた』などという台詞せりふがでるはずもない。私でもそこまでの未来の行動解析は無理だ。そもそもときめいたとはなんだ？」

　由ゆ宇うの根本的な勘かん違ちがいに対し、いかにして説明するのが適切か何千何万の方ほう策さくを練ったが、いずれも不可能の三文字が結論だった。

　そうこうしているうちに私のセンサーと由宇の耳が、足音をとらえる。

「思い悩んでいてもしかたない。実践あるのみ。参考書の図ず解かいではお互いに衝しよう突とつの衝撃で大きく飛ばされている。ここは思いきりいくのが礼れい儀ぎなのだろう」

　由宇は曲がり角の手前で気配を殺し息を潜ひそめる。自然体の姿勢はどのような状況にも対処でき、細く絞しぼり込まれた瞳は切り裂くような鋭さがあった。まるで獣けものを狩かる狩人かりうどのそれだ。違うと助言しようとしたが、犠ぎ牲せいとなる相手が誰かと解わかり黙った。

　鏡きよう花かか和かず恵えであれば、万ばん難なんを排して説得してみるつもりだったが、あいつならいいだろう。失敗すれば由宇が己おのれの思い違いに気づく可能性もあるし、一度やったら気がすんで興味を失う可能性もある。

「ふんっ！」

　廊下のフローリングを突き破らん勢いで踏み込まれた足、その力は余すことなく上体に連動し、アメフト選手顔かお負まけのタックルを廊下の陰から現れた人物にかました。

　不ふ意い打うちに等しいそれを犠牲者──坂さか上がみ闘とう真まは、まともにくらった。足が地を離れ、廊下とほぼ水平に吹き飛ばされる。頭から派は手でに壁にぶつかり落下すると、体を奇き妙みような角度に曲げたまま動かなくなった。

「闘真、そのようなていたらくでは困る。ここはお互いに吹き飛ばされる状況でなければならないのに。おい、聞いているのか？」

『聞いてないと思うぞ』

　いまだ動かない坂上闘真の生存を確認する。とりあえず生きていることは解ったので、放置することに決めた。
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「おかしい。なぜ女らしいと誰も言ってくれない？」

　由ゆ宇うは不満顔がおで、ぐったりした闘とう真まを置いたまま、どすどすと廊下を歩いている。そういう動作の積み重ねが女らしいと認めてもらえない所以ゆえんだと、的確な指し摘てきをすることはできるものの、我が身が可か愛わいいので口にすることはない。

「服装も乙おと女めたるものの標準装そう備びに切り替えた。運命の出会いやら、なにやら、意味は解わからないものはあるが、いくつかの行動も実行に移した。きっと女らしいと言われるための、通過儀ぎ礼れい、あるいは正式手て順じゆんなのだろう。しかし闘真も和かず恵えも何も言ってこないのはどういうことだ？　それどころか、私の観察眼がんに間違いがなければ、女らしいとは逆の感想を抱いているようにも見える」

　無む駄だなところに観察眼を発はつ揮きしている由宇に、どうすれば無駄きわまりない行いをやめさせることができるのか悩んだ。この娘は納なつ得とくしない限りやめはしないだろう。探たん究きゆう心しんと自じ尊そん心が満たされないままで放り出すことなど、この娘にできるはずもない。逆に言えば、納得すればやめる。つまるところ、勘かん違ちがいしたままでもいい。由宇が結果に満足すれば終わるのだ。こうなったら納得のいくまでとことんやらせるしかないと、私は思し考こうロジックを切り替え、

「由宇、君が参考にしている本だが、他に何か書かれていないのか？　ページ数が多く割さかれていればいるほど、効果も絶大だと思うのだが？」

　と、なかば藁わらにもすがる思いで、助言をした。

「そうだな。待て。うん、ある。一番ページ数が割かれているのは、これだ。１７１ページから１８９ページまで、19ページもかけて記載されている」

　完かん璧ぺきに暗あん記きしているであろう内容を確かめるために、由宇は漫画を開いて読み始めた。無意味な行為だが、いままでたいした成果もあげていないため不安になっているのだろう。

「うん、これだ。風かざ間までかした。これなら効果があるに違いない」

　根こん拠きよのない自信に、由宇はＤカップの胸を張る。

「主人公の女性が、風か邪ぜを引いた男性の世話をする。これは母性的な行動、つまるところ女らしさのアピールだ」

　目を輝かせていた由宇の顔が少しだけ気落ちした。

「私も母の顔を知っていれば、いまほど女らしさに欠けつ如じよすることはなかったのかもな……。いやいや、いまはそんなことで悩んでいる暇ひまはない。病人を看病し、女らしさをアピールする。これでいこう！」

　由宇は廊下を動物園のライオンのようにうろうろしながら、なにやら算さん段だんを始めた。

「しかしこれを行うには病人が必要だ。病人は誰がいい？　鏡きよう花かはまだ四歳さいで体が完成されていない。風か邪ぜ一つとっても命の危険に関わるから駄だ目めだ。和かず恵えは家事を切り盛りする大事な役目がある。倒れては何かと困る。残るは……」

　由ゆ宇うは尾び行こうする刑事のように、物もの陰かげから居間で脳のう天てん気きそうな顔で鏡きよう花かと遊んでいる少年を見た。

「あいつか。ふむ、妥当だな」

　にやりと笑う姿は、まるで凶きよう悪あくな暗あん殺さつ者だ。

「さて、器具さえそろっていれば、十秒でウィルスにやられ、四十度の高熱で立てなくなるほどの病びよう原げん菌きんとウィルス促そく進しん剤ざいを用意できるのだが。闘とう真まならその程度のことをされても大丈夫だろう。しかしいまはそんな道具もなければ、時間もない。ふむ……」

　しかしすぐにポンッと手を打った。

「ようは床に伏していればいいのだろう」

　由宇は丼どんぶり勘かん定じようで算さん段だんすると、握り拳こぶしを固めた。獲え物ものを狙う鷹たかの目で何も知らずにいる闘真を見た。

　さすがにこれを見み過すごすことに、私は罪ざい悪あく感かんを抱いた。しかし、罪悪感はすぐに別の感情に覆くつがえされた。

　──いや、しかたがない。これは因いん果が応おう報ほうだ。坂さか上がみ闘真。すべての元げん凶きようはあいつの考えなしの一言にあるのだから。

　一分後。人間はこれほど痛みと恐怖に染まった悲鳴をあげられるものなのか。

　闘真は床に倒れたままピクリとも動かなくなった。
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「とーまちゃん、だいじょうぶぅ？」

　全身の痛みでうんうんとうなっている闘真を、鏡花が心配そうに、というよりは興味深ぶかそうに見ていた。

「だ、大丈夫だよ、鏡花ちゃん」

　四歳さい児じ相手に弱よわ音ねを吐くわけにもいかず、闘真は精せい一いつ杯ぱい笑ってみせた。

「でも痛そうだよ。ぽんぽん、痛いの？　お腹なかなでてあげようか？　鏡花もね、ぽんぽん痛いときママになでてもらうの。そうしたら痛いの治るんだよ」

「いや、痛いのお腹じゃないから」

「どこが痛いの？　痛いところなでてあげる」

　全身が痛いのだが、鏡花に心配をかけるわけにもいかず、闘真はまた大丈夫だよと無理やり笑ってみせた。

　部屋に由宇が入ってきたのは、そのときだ。制服のスカートをなびかせて、すべりこむように闘とう真まの枕まくら元もとに、座った。

「大丈夫か、闘真!?」

　元げん凶きようである本人がいったい何を言っているのか。しかし闘真は鏡きよう花かの手前、由ゆ宇うに言げん及きゆうすることもできず、あいまいな笑みを浮かべるだけだ。

「だ、大丈夫だから」

「噓うそを言うな。君の体には十七箇所の打だ撲ぼくもしくは擦さつ過か傷しようがある。起きあがることもできないはずだ」

　さすがに闘真を伏せさせた当人だけあって、容よう態だいを正確に把握している。

「しかし安心してくれ。ここに私の秘ひ伝でんの薬がある。和かず恵えに買ってきてもらった市し販はんの薬といくつかの薬品を配合した代しろ物ものだが、効果はそれほど悪くないはずだ。新しん陳ちん代たい謝しやを促進し、痛つう覚かく神経も鈍らせる効果がある。即そつ興きようで作ったから、人じん体たい実験どころか動物実じつ験けんもまだの薬品だが、なに心配するな。理論上大だい丈じよう夫ぶ、のはずだ。私はこの手のものはあまり失敗したことがない」

「あ、あまりってなにっ！」

「君も細かいところにこだわる男だな。ほら患かん部ぶを見せてみろ。薬を塗ってやろう」

　由宇のほっそりとした手が、闘真に触れた。闘真は慌あわてて飛び退のき、全身に走った苦痛にのたうち回った。

「い、いいよ。大丈夫。ほら元気だから」

　闘真は激げき痛つうを耐え、全身汗あせだらけで説得力皆かい無むの交渉を試みる。えたいの知れない薬への恐怖と、由宇が薬を塗るという気き恥はずかしさの相そう乗じよう効果か、闘真はかたくなに首を横に振る。

　しかしじりじりと由宇が間合いを狭めてきた。逃げ場を探し、闘真はまわりを見渡し不ふ思し議ぎそうな顔をしていた鏡花にすがる思いで助けをこう表情をする。由宇を止めて欲しいと。さすがに由宇も四歳さい児じ相手に無む茶ちやなことはしないだろう。

　そのとき、鏡花がぱっと顔を輝かせた。

「鏡花もぬるう！」

「そうか、鏡花もやりたいか。では一緒にやろう」

　包ほう囲い網もうの網あみが一つ増えた。大と小の二人の少女が闘真を追いつめる。

「ん？」

　しかしふと由宇は足を止めると、となりにいる鏡花に目をやった。視線があった鏡花は無む邪じや気きな笑みを返した。

　由宇は懐ふところから本を出すと、ぺらぺらとめくる。

「な、何読んでるの？」

　もしかしてこの状況から助かるのだろうかという、一いち縷るの望みを抱いて闘真は由宇の顔を見る。

「うるさい、見るな。確か少し戻って……１４０ページ、十コマ目に……。うん、これだ。やはりそうか。状況こそ違うがこのケースに似ている。いわば病人の看病との複合技わざ。ここらで一つ、マニュアル一いつ辺ぺん倒とうではないことをアピールしておくか」

「由ゆ宇う、何をぶつぶつ言ってるの？　それに僕、病人じゃなくて怪け我が人なんだけど」

　自信ありげな顔をする由宇に、闘とう真まはとてつもない不安を覚えているのか、顔が恐怖にひきつっていた。

「闘真！」

　由宇は細く綺き麗れいな指をつきつけたかと思うと、指先を闘真から横にすべらせ、きょとんとした顔の鏡きよう花かに照しよう準じゆんをあわせた。

「君はこの女と私とどっちが大事なんだ！」

「……はい？？」

　状況が解わからず、闘真は間の抜けた返事を返す。

「私とその女のどっちを選ぶのかと聞いているんだ！」

「え、あの……なに？　どういうこと？」

　気迫に気け圧おされるが、なんとか疑問を返してみるが、当然のことながら効果はゼロ。

「とぼけるつもりか？　君はそこにいる女性と二ふた股またをかけて……」

　しかしそこで由宇は己の言葉に疑問を抱いたらしい。

「二股……さすがに私も、この言葉が女らしいという行為から離れていることは理解できるぞ。いやまて、何かあるはずだ。私の頭脳を持ってすれば、この程度の難問、解けないはずがない」

　考えること一分。その間かん闘真と鏡花は何事かと、由宇を見守った。闘真の間違いはそこだった。この間に逃げるべきだった。

「待てよ。私としたことが、大事なことを忘れていた。この教きよう訓くんの中では、女性の一人が相手の男性を平ひら手て打うちしているではないか。男の二股とは女性二人を相手するということだ。これは一いつ夫ぷ一いつ妻さい制度を唱となえる日本の法に違反する行為。なるほど、女性は法を破った男性に体たい罰ばつをあたえ、間違いであることを教えると同時に、その優しさをアピールするのだな。そして叩たたくときの台詞せりふ。とりわけ大きな文字で表現されていることから、これも重要な儀ぎ式しきの一つなのだろう」

　由宇の目が闘真を見た。闘真は硬直したまま動けない。

「闘真のばかぁ！」

　由宇の声と同時に大きな破は裂れつ音おんが炸さく裂れつする。

　そして、断だん末まつ魔まの悲鳴が、昼下がりの客間に長なが々ながと響ひびいた。
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　痛みに耐えかねたらしく、闘とう真まは由ゆ宇うの作った塗り薬を恐る恐る塗っていた。しばらくすると痛みがひいたのか、闘真の顔に安あん堵どの表情が戻った。

　いま由宇はそばにいない。見かねた和かず恵えが由宇を連れて居間に戻っていった。立ち去るときの、肩を落とした後ろ姿を、少年は悲しそうな目で見ていた。被害者であるはずなのに、闘真は自分が悪いことをしたような気持ちにとらわれているらしい。

　そのとき、闘真が、視し界かいに入る見慣れないものに目をとめた。

「なに？　なんで少女漫画が落ちてるんだ？　和恵さんのかな？」

　古びた本をぱらぱらとめくっていく。

「ふうん。曲がり角でぶつかって知り合うって展開も、古いよね。うわあ、お隣となりさんどうしになるんだ」

　なんだかんだで闘真はページをめくっていく。ベタでも一ひと昔むかし前でも、それなりに面白いらしい。しかし、中ちゆう盤ばんまでさしかかかったところで、読んでいる闘真の手が、ふと止まった。

「これって……」

　慌あわててページをめくり、最初から丁てい寧ねいに読み返す。序じよ盤ばんの展開で転校生の男の子がヒロインの女の子に「少しは女らしくしろよ」と怒ど鳴なっているページで、何か引っかかるものを感じたのか、何度も読み返す。そのあと、寝ね転ころんで天井を見たまま考えていた闘真は、すぐにあっと声を出した。上体を勢いよく起こし、再び勢いよくページをめくりはじめた。

「看病している女の子、家の手伝いもして、なんか恋こい敵がたきの女の子と争ってる……」

　本を閉じるとタイトルを見た。そこには〝乙おと女めのジョーシキ☆ヒジョーシキ〟とある。

「……そういうことだったんだ」

『やっと気づいたか。おまえの頭はおそろしく鈍いな』

　ちなみに私は、部屋の隅すみに投げ出されたまま放置されている。闘真はなぜか、いつものように突然の音声に驚くことなく、伏ふし目めがちに漫画をめくりながらつぶやいた。

「僕が昨日、由宇にあんなこと言っちゃったのが原因なんだね。少しは女の子らしくしたらとか、常識がないとか……」

『そうだ。あの娘むすめは、おまえが思っているより脆もろい部分がある。そのケアを期待して同行を許しているのだ。それを自らこのような状況を生み出しているようでは、意味がないのだが』

「……うん」

『ついでに言わせてもらえば、あの娘が制服を選択したのは、己おのれのファッションセンスに自信がないからだ。制服であれば失敗はないと考えたのであろう。精せい一いつ杯ぱいの努力を、おまえは踏みにじったのだ』

　闘とう真まの表情が、みるみる自己嫌けん悪おに染まっていく。

　闘真が現在のような痛々しい姿になった責任の一いつ端たんは私にもあるのだが、知らないのをいいことに、自分の罪は棚に上げて闘真を責めることにした。

　だいだいこの男の軽けい挙きよな発言のおかげで、十九時間四十四分も時間が無む駄だにされているのだ。

『おまえの無神経さにはあきれてものもいえない。峰みね島しま由ゆ宇うに注意するにしても、もう少し言いようというものがあるのではないか？』

　闘真はうつむいたまま黙っている。いじめすぎたかと不安を覚えたが、闘真はしばらくして思い切ったように顔をあげると、力強くうなずいた。

「うん、そうだね。ほんとに、僕は駄だ目めだ」

　私の懸け念ねんは杞き憂ゆうだったようだ。この男の良いところは、馬鹿なりに切り替えが早く、くよくよしないところだろう。

「……由宇にちゃんと謝らなきゃ。ちゃんと伝えなきゃ」

　闘真は何かを決意したように立ち上がると、客間の襖ふすまを開けた。
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　由宇はうなだれてソファにすわっている。自分のしていることが間違っているらしいと気づいたものの、どこがどう間違っているのか解わからずに途方にくれているのか。

　闘真は声をかけるのを少しだけ躊ちゆう躇ちよしていたが、努めて明るい口く調ちようで話しかけた。

「ああ、由宇。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだね」

　いきなりこれか。この男に任せたのはやはり間違いだったかもしれない。私の優れた分ぶん析せき力をもってしても、彼の言動を予測するのは困難だった。

「闘真か。君の奇遇がどの程度のものを指しているか解らないが、同じ家にいる以上、部屋数かずと私達の行動パターンから一時間以内に会う可能性は37パーセントだ。奇遇と言うには無理がある」

　どんよりとした空気をまとった由宇の返答に、闘真は喉のどをつまらせる。

「そ、そうだね。ああ、由宇！　その制服どうしたの。見違えるようだよ！」

　大だい根こん役者になら転てん職しよくできるであろう台詞せりふを恥ずかしげもなく吐き、闘真は場を取り繕つくろおうとした。

「今け朝さから着ている」

「そうだっけ？　ちょっとぼんやりしていたから気づかなかったよ」

　坂さか上がみ闘真限定で信しん憑ぴよう性せいのある言い訳にも、由宇は力なく首を振る。

「そ、それに制服だってよく似に合あってるよ。すごく女の子っぽいって言うか」

「似合ってる。これがか？」

　由ゆ宇うはスカートの端はしをつまむと、自じ嘲ちよう的に笑った。

「なんの風の吹きまわしか知らないが、噓うそなどつかなくていい。このようなもの、私とはもっとも縁えん遠どおいところにあるものだ。格かつ好こうだけまねたところで、私が女らしくなるはずもない」

「う……」

　下へ手たなごまかしはきかないと悟さとったのだろう。闘とう真まも意気消しよう沈ちんしうなだれた。しかし次に顔を上げたときは、それでも少しはまともな表情になっていた。腹をくくったか。

「由宇、あの、無理に女の子らしくする必要なんてないんだよ」

「しろと言ったのは君だ」

「ごめん、そんなつもりじゃなかったんだ。その、僕だって、男らしいとは言い難いし、由宇に頼られるようなところなんてどこにもない」

「うん、あいにくそれを否定する材料は私にはない」

「僕に由宇をどうこう言う資格なんてなかったっていうか、だから、由宇も僕みたいな奴やつに女の子らしくないって言われたくらいで、気にしないで」

　由宇が少しだけ笑った。

「……そう悲ひ観かんするものでもないぞ。君にも男らしい部分はある」

「え？　僕にそんなところあった？」

「統計から分ぶん析せきするに、君の男だん性せい器きは同年代の男性と比べ12パーセン……」

「わーっそれ以上言っちゃダメ！　っていうか言わないでっ！」

　闘真は慌あわてて由宇の口をふさいだ。由宇の言葉が恥ずかしいというより、その先を聞く勇気がないのだろう。

　最後まで言わせてもらえなかった由宇は、不満そうな顔で闘真を見た。

　恐る恐る闘真は手を離す。由宇の口から出た言葉は先ほどの続きではなかった。

「……だが少し安心した」

「なにが？」

「君も男らしくないという密ひそかな不安とコンプレックスを抱えていたのだな」

　闘真はこわばっていた体から力を抜くと、優しく由宇に微ほほ笑ええんだ。

「うん、僕だけじゃない。誰だって自分が他の人達と比べてどう思うか気になってるんじゃないかな。それは普通のことなんだと思う」

「普通か、そうか普通なのか」

　由宇は満足そうに何度かうなずくと、満足したように口元にかすかな笑みを浮かべた。




　　　　12




　闘真は脱だつ衣い所じよの扉を開けた。あいかわらず真ん中に衣類の山ができている。下着だけはかろうじて、衣服の間に隠かくされているのが進歩といえば進歩か。

　しかしそれを見ても、闘とう真まは昨夜のように奇き声せいをあげることもない。優しい表情で抱えると、脱衣籠かごを開けた。

「あいかわらずここにいるの？」

「うるさい」

「あとで持っていくから」

　闘真は体を流すと湯ゆ船ぶねにつかった。由ゆ宇うにつけられた傷がしみるのか軽く顔をしかめたが、薬のおかげかほとんど治っている。

　がらりと脱だつ衣い所じよの扉が開いたのはそのときだ。

「よろこべ、闘真」

　峰みね島しま由宇は突然現れると、躊ちゆう躇ちよなく浴室のドアも開けた。

「え？　あ？　由宇？」

　闘真は慌あわてて身を隠そうとするものの、狭い湯船の中そんな場所があるはずもなく、タオルを握って体を縮ませるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「いい物を見つけたぞ。これだ！」

　由宇はおかまいなしに浴室に入り、闘真に向かって一冊の本を突き付ける。そこには「男子のココロエ☆ココロイキ☆」と書かれた漫画本が握られていた。

「喜べ。もう男らしくないと嘆なげく必要はないぞ。これで君の男らしくない部分を改善できる。さっそく実践しよう。まずは『明日のための男子その一』。男子たるもの、日頃から乾かん布ぷ摩ま擦さつで心身共ともに鍛きたえよ！　うむ、裸なのはちょうどいい。では行くぞ」

　由宇は闘真を湯船から引っこ抜くと、そのままずるずると引きずっていった。

「お願い、由宇！　ちょっと待って！　せめて服くらい着させてーっ！」

　闘真の情なさけない叫び声が、風ふ呂ろ場に響ひびいた。




　　　　終




　その後の詳しいことは、私のセンサーの認にん知ち外がいなので解わからない。

　まさか外に出るわけにもゆかぬ二人なので、二階の部屋であれやこれや、常識外のことが行われたであろうことは想像に難くない。再び彼らが脱衣場に戻ってきたとき、私のカメラに映ったのはボロボロに疲れはてた闘真と、満足げな由宇だった。

　そのあと由宇は憑つき物が落ちたように暗号解かい析せきにのりだしたので、何が起こったのかは不問にした。その場に居合わせることができなかったことを残念だなどと思ってなどいない。決してない。

　この先、峰島由宇が常識を学び社会性を身につけ、坂さか上がみ闘真に安あん寧ねいの日々がもたらされるのは、簡単なことでないだろう。だが私は二人の関係が安定することを望んでやまない。峰みね島しま由ゆ宇うに健全な精神が発育し、感情に左右されず、冷静に対処できるようになることを、心の底から願わずにいられない。

　もちろん、それは、私の目的の迅じん速そくな達成のためである。人に情じようを持ったためではない。決してない。

　ただし理解不ふ能のうな思し考こうパターンの変へん異いは認めなければなるまい。

　人間の感情というアルゴリズムが、私にどのような影えい響きようをあたえているのか、私自身予よ測そく不可能なのだから。
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　　　　プロローグ




　汗が目に入った。

　しかし目をつぶることも汗をぬぐうことも許されなかった。

「くそっ」

　すでに狙そ撃げき準備の段階に入っている。双そう眼がん鏡きようの中には人ひと質じちを楯たてにした犯人という、絵に描いたような情景があった。拳けん銃じゆうを人質のこめかみに押しつけたまま動こうとしない。時々、意味不明な叫び声をあげ、そのたびに人質の顔も恐怖に歪ゆがむ。何を言っているのか判別できない。典てん型けい的な錯さく乱らん状態だった。

　──少しは落ち着けよ。

　心の中で、犯人に向かってつぶやくが、たとえ声に出していても犯人の耳に届くことはない。萩はぎ原わらがいるのは犯人が立て籠こもった雑ざつ居きよビルの斜め前に位置するビルの屋上。だが斜め前といってもその間には約２００メートルの距離がある。

　その端たん正せいな横顔を撫なでる風が安定することはない。今日は風が強かった。おまけにビルの谷間では遮しや蔽へい物ぶつも多く、複雑さは数段跳はね上がる。悪条件が見事にそろった状況だった。

　萩原誠まことは小さく毒づいた後、隣となりの相あい棒ぼうに注意を払う。気配で解わかる。このような悪条件下かでも心こころ一ひとつ乱していない。きっといつものように微び動どうだにしていないのだろう。「石せき像ぞう」という彼のあだ名は、今日も盤ばん石じやくだ。

　立て籠もり犯を狙う狙撃班は二人一班。それが三班用よう意いされていた。号ごう令れいと同時に三班の狙撃手が一いつ斉せいに撃うつ。誰の弾たまが犯人の命を奪ったか、誰にも悟さとらせないためだ。マスコミや犯人の関係者だけでなく、狙撃手本ほん人にんにも。

「風。右、13センチ」

　萩原がつぶやく。風の動きを読んでは、微び調整するよう隣の相棒の狙撃手に伝える。

　狙撃手の仕事が撃つことなら、萩原は対象物と周囲の動きを読むと同時に、司し令れい部からの指示を伝えるのが仕事だった。

　状況の把握にたけ、風の読みがうまい萩原は、訓練でももっぱら狙撃手の相あい方かただった。そして常に組んできたのはＳＡＴ（警視庁特とく殊しゆ急きゆう襲しゆう部隊）でもトップの狙撃手である石像の蔵くら本もとだ。

　しかし今日は訓練ではない。萩原にとって、初めての実戦だった。

『狙撃構かまえ』

「狙撃構え」

　司令部から通達があった。萩原は声に出して復ふく唱しようし、同時に蔵本に伝えた。蔵本がそっと動く。通信機のスイッチを入れたのだ。狙そ撃げき直前までは、雑ざつ多たに情報が入る通信機を切っていることが多い。そのための連絡員、萩はぎ原わらがいる。

　狙撃準備は最後の段階に入った。司し令れい部の判断は正しい。犯人の挙きよ動どうは時間の経過とともに怪しくなり、もういつ人ひと質じちを殺してもおかしくない。

　ただ嫌なしこりが胸にこびりつき、萩原の中に別の不安を抱かせる。

　──なんだ、これは？

　こめかみのあたりがうずく。周囲の気配と時間の流れが変わる。あの危険信号だ。何かが起こる。何か起きてはならないことが起こってしまう。

『撃うて』

「撃つなっ！」

　狙撃の号ごう令れいがかかると同時に、萩原も叫んでいた。そのあとのことはあまりにもいっぺんに起こった。

　犯人が足元のコードにつまずいてよろけた。直後、窓ガラスに二つの蜘く蛛もの巣す状じようの穴が開いた。狙撃の弾だん丸がんが貫かん通つうしたためだ。しかし貫通した弾たまはよろけて姿勢を崩した犯人には当たらず、背後の花か瓶びんに当たり、派は手でに水と破片を撒まき散らした。

　一瞬の出来事だったが、萩原にはすべてがスローモーションのようだった。

　犯人は呆ぼう然ぜんとし、そしてすぐに狙撃されたと知って逆ぎやく上じようし人質のこめかみに拳けん銃じゆうを押しつける。引き金に力をかけた指の震えと、人質の涙の一いつ滴てきがすべり落ちる様よう子すまで、双そう眼がん鏡きようごしにはっきりと見えた。

「左３、撃てっ！」

　同時に銃声が一発、萩原の隣となりから響ひびく。

　双眼鏡の中で犯人は弾はじかれたように吹っ飛んで倒れ、動かなくなった。待機していた警官達たちが、ドアを蹴け破やぶり入ってくる。犯人の脈を確かめ、小さく首を横に振るのを確認すると、萩原は双眼鏡を下ろした。

　しばらく、二人とも黙っていた。

　先に我に返った萩原は、かたわらに立つ相あい方かたに笑みとも悲しみともつかない曖あい昧まいな表情を浮かべて、言った。

「命令違い反はんだ。ボスに怒られっかな？」

　だが萩原に返されたのは、恐怖とも畏い怖ふともつかぬ強こわ張ばった表情だった。

「これで、三度目か。おまえ……いったいなんなんだ？」

　答えを求めていないことは、その目つきから解わかった。




　　　　１・日常




「♪ヘイ、ボーイ、ドゥーユーウォナトゥルース？　ヘイ、ボーイ、ドゥーユーウォナイット♪」

　曲のラストにあわせて、マイクを高々と上げて、ポーズをとると、室内からいっせいに拍手と嬌きよう声せいと笑い声が上がった。

「萩はぎ原わら君、サイコー！　もう超カッコイイイ」

「振り付け、どうやって覚えたわけ？」

　カラオケボックスの中は喧けん騒そうと酒と油っぽい食べ物の匂においと、七人の男女でいっぱいだった。

　もっとも酒も食べ物もない一人カラオケなんて、この世で最低最悪に侘わびしく寂しいものだろうから（唯ゆい一いつ対抗できるのは、一人で焼肉屋に入って手て酌じやくでビール飲んで自分のためにハラミ焼いてる状況くらいだろうか）これで正解。

　俺の曲が終わると、この合コンの主催者でもある、お調子者の村むら上かみがタンバリン持って立ち上がった。

「さあ、俺様の出番です」

　キャーキャーと女の子達が手を叩たたいて喜ぶ。でも怪しげなイントロが流れると、その空気はしぼんでいった。

「ええ、この曲なにー？」

　画面には「マイ・ウェイ」とあった。一ひと昔むかしどころか半世紀くらい前の洋楽で、オヤジが歌う定てい番ばんソング。ウケを狙うにしてもちょっと厳きびしい。俺が知ってるのは、俺の親父おやじが酔うと良く歌い、姉あね貴きだけでなく母かあさんからまで「おじさんくさいからやめてよ」と文句を言われていたからだ。

「俺じゃないよ？」

「入れたの誰？」

「私でもないわ」

　皆が顔を見合わせる。

「誰だよ、番号押し間違えたのー」

「とばしちゃお、はい、演えん奏そう停止。村上は罰として一回とばし～」

　その合間を見計らって、俺は立ち上がった。

「ごめん、俺、もうそろそろ行くわ」

「えー」

　ブーイングは主に三人の女の子からあがった。

「萩原さん、帰っちゃうの？　まだ十時よ？」

「なんだよ、つきあい悪いな」

　タンバリンを持ったままの村むら上かみに、ちょっと大おお目めに計算した飲み代を払いながら、

「明日、早番なんだよ」

　と謝った。

　別に嫌だから帰りたいわけじゃない。右から二番目の子は好みだったし、向こうもかなり俺を気に入ってるのは解わかったが、友達の村上も彼女狙ねらいなのは明白。ジャマしちゃ悪い。別に高校時代の友人と合コンの女を争うほど困っているわけじゃなし、早番なのは本当だ。出勤時間は朝六時。今から帰っても四時間しか寝られない。

「ほんとに萩はぎ原わら君、帰っちゃうのお？」

「ごめん、警備会社に遅刻は厳げん禁きん」

「ユルそうに見えて、あんがい、カタいんだね～」

「こいつ、こう見えて、もと警察官だったんだぜ」

「うそ？　ほんと？　ドラマみたいじゃん！　ね、ね、銃とか撃うったことある？」

「警察学校でちょこっとだけね。すぐ辞やめちゃったから」

　面めん倒どうなので、いつもの答えを返しながら、コートを羽は織おった。

「こいつ、根こん性じようないから、一年も続かなかったんだよ。で、今は警備会社の社員」

　酔ってることと俺のルックスが女の子の人気を独占してる妬ねたみをさしひいても、その村上の言いようにはちょっとムっとして、思わず言い返したくなった。

　──違う。聞いて驚け、日本が誇る特とく殊しゆ部隊、ＳＡＴに選抜されたんだ。ＳＡＴの隊員は名簿抹まつ消しようされるから、対外的には辞めたことにしてただけ。根性ナシどころか、映画みたいな訓練、一年も受けたんだ。そのとき身に付けたワザの一つも披ひ露ろうしたら、見てくれだけじゃないって解ったここの女の子なんか全員イチコロだ。半年前のサラ金立て籠こもり事件の狙そ撃げき事件だって、俺が……。

　バカだ。俺は。自動的にあのことも思い出してしまった。

「どうした？　萩原」

「あ、いや、そうだよな、やっぱ帰らない、終電までいるよ」

「キャー、そうこなくっちゃあ」

「ねえ、萩原君、これ一緒に歌おうよ、ミカ側、歌える？」

「まかせなさい」

　そうだ。別に明日、十分や二十分、遅刻したからってどうということじゃない。寝ね不足で勤務したってどうってこともない。あの頃とは違う。

「俺、梅サワー追加ねー」

　ウーロンハイを飲み干して、カラアゲを一つ、口に放り込んだ。




　　　　２・終電




　そして三時間後。俺は終電に揺られ、ぼんやりと電車の窓から外の景色を見ていた。

　いつもと同じ、流れていく看かん板ばんと街灯と車の明かりと、窓に映るちょっと疲れた自分の顔。ふと左右を見れば、右にも左にも、同じように疲れたサラリーマンやＯＬ達。この人達も、ほんの十分前までは、俺と同じように同どう僚りようや友人とバカ騒ぎしていたのかもしれない。じゃあね、バイバイ、お疲れ、また明日、そう言って知った顔と別れた瞬間、素す顔がおに戻る。それが、いまこの電車の窓に映っている顔。

　さっきまでのカラオケボックスの喧けん騒そうが一週間前のことみたいに感じた。

　かわりに、あの事件のことが昨日の事のようによみがえってきた。

　──どうして命令を無視した？

　──予感がしたからです。

　──またおまえの予感か。

　ボスは（警けい視しである上じよう司しを俺達はこう呼んでた。理由は単純、名前が石いし原はらだからだ）、ため息をついて、書類を机の上に投げ出した。ボスにしては珍しく、芝しば居いがかった動作だった。

　──三度目だな。二度あることは三度あり、なおかつ悪いことにおまえの場合は、三度目の正直だ。

　何が言いたいのかは解わかった。投げ出された書類は俺の訓くん練れん記録。

　俺は過去の訓練で二度、明らかな命令違い反はんをした。普通、そんなことをしたら即そつ刻こくクビだ。だが俺はそうならなかった。理由は簡単、結果的に俺の行動が事故を回避したから。

　最初は市街地における人ひと質じち救出作戦の訓練中。

　訓練場には専用の八階建ての古いビルがあった。俺達Ｂ班は、裏の非常階段から突入する予定だったが、その階段を三階まで登ったところでとてつもなく嫌な予感がして、足が動かなくなった。俺はその時、最前列にいた。突入する予定のドアは五階、残り二十秒。一気に駆け上らなければならないのに、俺は途中で足をとめた。インカムを通して、どうしたという声が聞こえたが、無視した。もう一度、インカム越しに、今度は怒ど声せいが聞こえた。その瞬間、轟ごう音おんとともに、上から古い鉄骨が落ちてきた。俺達がいるはずだった五階の非常階段めがけて。

　誰かの陰いん謀ぼうやテロなどであるはずもなく、それは単なる事故だった。

　二回目も同じ訓練中だった。今度は二人一組での尾び行こう訓練。

　対象が雑ざつ踏とうを抜け、脇わき道みちに入ろうとした瞬間、俺は大声で叫んでしまった。危ない、逃げろと。まわり中に聞こえるのくらい大きな声で。尾行の対象だけでなく誰もが足を止めた。脇道の奥から大爆発が起こったのはその直後。プロパンガスの事故だった。

　噓うそみたいだが、本当の話だ。これもやっぱり陰謀でもテロでもなく、単なる事故だった。

　どれも念ねん入いりに調査が行われ（なんたって本職だ）、鉄骨の崩ほう壊かいもガス爆発も完かん璧ぺきに偶然、俺とは無関係、完全な事故だと証明され、俺は仲間から「ミスター・シックスセンス」とか「エスパー君」とか、芸もなければひねりもないあだ名で呼ばれた。だが、そのときはまだ、そんなシャレですむ程度だった。

　けど、あの立て籠こもり事件はシャレにならなかった。あれは訓練なんかじゃない。何が起こっても、たとえ事故でも、事故でした、じゃすまされない。人ひと質じちは二人死に、重じゆう軽けい傷しようが三人で、犯人は銃じゆう殺さつされた。それが全国のお茶の間にテレビで生なま中継。狙そ撃げきの窓はテレビカメラの死し角かくになって（それも考こう慮りよしたうえでの作戦立りつ案あんだから当然なのだが）犯はん人にん狙撃の瞬間が映らなかったからいいようなものの、もしあれの一部始し終じゆうが──最初の二発が偶ぐう発はつ的てき事故で外れ、二秒遅れた三発目が当たったことが放送されていれば、もっと大おお騒さわぎになり、様々な物ぶつ議ぎをかもしていただろう。

　命令違い反はんだったが結果的にお咎とがめなしだった。だが、明らかに、俺の居い場所はなくなった。

　──蔵くら本もとはおまえを信用していた。誰よりも高く評価していた。だからおまえの指示に従った。

　あのときのボスは、なんともいえない複雑な表情をしていた。

　──だが、もうおまえとは組みたくないそうだ。

　──解わかりました。

　もっともだと思った。怒りも悲しみも湧わいてこなかった。俺だって、俺みたいなヤツと仕事なんかしたくない。

　そう、俺だって、俺みたいなヤツと仕事なんかしたくない。

　だから俺は、警察を辞やめた。







　電車のアナウンスが駅名を告げ、窓ガラスに映る自分の顔に、見み慣なれた駅が重なった。

　電車が止まると同時に、昔のことを考えるのをやめ、改札を抜けた。酔い覚ましのつもりでなんとなく遠回りをして、家に明日のパンがなかったことを思い出し、目についたコンビニに入る。

「いらっしゃいませ！」

　適当に惣そう菜ざいパンをカゴに放り込んで、ついでに言い訳するみたいに野菜ジュースもカゴに放り込んだ。

　その流れで牛乳を買おうとしたら、隣となりの棚のおまけのついたペットボトルが目に入る。ペプシはあまり好きじゃないが、スターウォーズのフィギュアがついていたので、Ｒ２Ｄ２っぽいオーラを出しているボトルを三本入れる。

　飲み足りないのでついでにビールも入れて、マセラティの新型が表紙になってる車くるま雑誌があったので、それもカゴに入れてレジに行った。

　そういえば、そろそろ車が欲しい。当然マセラティなど買えるはずもないが、服を切り詰めればゴルフかプジョーの中ちゆう古こあたりならどうにかなりそうかなと、計算しつつ、普段はただ通りすぎていた月つき極ぎめ駐車場を横よこ目めで見ながら家いえ路じについた。

　駅から遠い上に日当たりも悪いワンルームマンション。つうかアパート。

　部屋に帰ると、牛乳を冷蔵庫に入れビールをあけて、テレビをつけて、昨日の残りのポテチを食べながら、

「出て来い、Ｒ２Ｄ２」

　と独り言をつぶやきつつ、袋を開ける。

「アナキン……いらねえ。ハンソロ……似てねえ」

　最後の一個。せめてヨーダかジャバあたりが入っててくれないものか。

「……誰こいつ……しらねえ」

　よく解わからないフィギュアをベッドの壁に放り投げた。誰がミスター・シックスセンスだ。誰がエスパー君だ。俺の勘かんほどあてにならねえものはない。

　携帯にメールが来た。村むら上かみは惨ざん敗ぱいしたらしい。送っていくのに成功したものの、帰り際に聞かれたのは自分のではなく俺のケータイ番号だったそうだ。ご愁しゆう傷しよう様さま。

　村上、俺も惨敗だ。三人買って三人とも野や郎ろうだった。という、わけの解らん返事を出したら、このホモ野郎とだけ返ってきた。どうよ。

　つい買ってしまう食しよく玩がんのたぐいの置き場はテレビの上。置いたらつけっ放しのテレビが目に入る。深夜のバラエティ番組やってて、胸の大きい女の子と最近たまに見るお笑いタレントが掛け合いをしていた。面白いというより、彼らも大変なんだろうなとか、そんなことを考えながらも笑ってしまった。

　さらに、テレビの下に置きっぱなしだったレンタルビデオの返却日が明日だったのを発見し、慌あわてて観る。シリーズモノの二作目で、タルい場面は適当に飛ばしながら見た。まあまあ面白いってとこか。

　節制する必要もないし、突然のコールで呼び出されることもない。

　自由に週末の約束もできるから、疎そ遠えんになってた友達と、また連絡をとれるようになったのもいいことだ。彼女だって作れる。俺の携帯聞いてきたなら、つきあってみようかな。今日のあの子はけっこういい感じだった。村上がはっきりフラれたあとならいいだろう。

　今日も一日が終わる。特にこれといってたいした変化もなく。平へい凡ぼんな日常。これはこれで悪くない。

「とりあえずフロ入って寝よ」

　と思ったら、新聞配達の音が聞こえた。

「もう朝あさ風ぶ呂ろか」

　時計は午前四時半。会社まで一時間。徹てつ夜や決定。




　　　　３・勧誘




　睡すい魔まと闘いながら、監かん視しモニターに張り付く一日が終わった。まだ夕方早い時間だったが、さすがに眠い、今日は素直に家に帰ろうと思ったところに携帯が鳴った。知らない電話番号だったので、昨日の彼女に村むら上かみが私欲を捨て、俺の電話番号を教えてくれたのかと期待して、

「はい、萩はぎ原わらです」

　と気取った声でとったら、

『石いし原はらだ。久しぶりだな、元気か』

　ボスの懐なつかしい声がした。

　そっから先は急きゆう展開。ボス、石原さんからの用件は、俺と話がしたい人がいるから、会ってくれないかというものだった。

　元もと上じよう司しを通じてアポがくるあたり、どうにも怪しいのは解わかっていたが、現げん役えき時代だけでなく、その後もなにくれと世話になった人だったので、無む下げに断るわけにもいかず、会うだけは会うと返事をした。

　今までの人生で、こんなにあからさまにヤバそうな呼び出しを受けたのは二回目だ。一度目は警察学校時代、ＳＡＴ配属の引き抜きがきまった時。あの時も、いきなり呼び出しをうけて、妙みようにがらんとした白っぽい部屋に通された。

　今回も同じ、指定された場所は小こ奇ぎ麗れいだがよく解らない会社がたくさん入っているテナントビルの一室。ほんの六畳程度の狭い部屋で、四し方ほうを壁に囲まれていて、安っぽいスチールの机とパイプ椅い子すに、俺はデジャビュを感じた。

　こういう場所で、かわいい女の子がお茶を出してくれる展開は望めない。いきなりスーツの男が入ってきて、やあ、よく来てくれたね、萩原誠まこと君……と思ったところで部屋のドアが開く。

「やあ、よく来てくれたね、萩原誠君」

　セリフは予想通りだが、人にん相そうは予想といささか違った。入ってきたのは若い、どうみても二十代の茶ちや髪ぱつの若い男だった。

　ダークスーツを着て、ネクタイをきちんとしめているにもかかわらず、どことなく軽そうな雰ふん囲い気きが漂う。髪の色のせいだけではない。立ち振る舞いや声の感じが、若いセールスマンっぽいのだ。それもインチキ商品の。

「僕は八や代しろ一はじめ。こういうものです」

　といって、名前以外、なんにも書いてない名刺を差し出した。ナメてんのか。もともとなかった好こう感度が一気にダウン、マイナスへ。

「ＡＤＥＭの方が私になんの用ですか？」

　相手のペースに巻き込まれて怒るのもアホらしいので、こちらは大人おとなの対応をしてやったら、

「なんだ、知ってたんだ。じゃあ、こっちを」

　ＡＤＥＭナントカカントカ室、第二秘ひ書しよ官かんとか、どういう役職かまったく意味不明の肩書きの名刺を出してきた。

「石いし原はらさんから、簡単なことは聞いてきました」

　徹てつ夜や明あけで眠いし、ビデオも返さなくちゃいけないし、早く帰りたいから、とっとと本題に入る。

「例の狙そ撃げき事件で、俺に聞きたいことがあるとか」

　半年も経たってんのに今いま更さらなんなんだよ、と言いたいのをこらえて、一応丁てい寧ねい語ごで答える。ＡＤＥＭと警察庁は仲が悪い。というかＡＤＥＭと仲のいい組織は日本にない。嫌われる理由は簡単。特とつ権けんと秘密主義だ。

　国際法におけるナントカ、ＡＤＥＭ・ＵＮ国際規き約やくに基づく権けん限げんにおいてどうの、そんなこんなで、しまいには超ちよう法規的措そ置ちとくる。公安よりタチが悪い。

　自分達の手て柄がらが、遺い産さん犯罪と解わかった瞬間、横から搔かっ攫さらわれて、手柄を横取りされるのは譲じよう歩ほするとしても、その後、事件がどうなったのか、解決したのか犯人は捕まったのか、動機、被害者の安あん否ぴ、そういったものすべてが秘密裏りに処理されてしまう。最初から事件を地じ道みちに調査していたものにとって、それはやりきれない感情をうむ。

　俺は幸い、ＡＤＥＭとかかわることはなかったが、当然のことながらいい感情なぞ持ち合わせていない。

「調査には民間人として協力しますけど」

　民間人として、のところにアクセントを置きながら、

「何か新しい展開でもあったんですか？」

　と聞いた。

「いや、ある事件の調査をしていたら、別件であの時の犯人につながってね」

「十万も出せば誰でも買えるトカレフが、峰みね島しまの遺産だとでも？」

　なかば揶や揄ゆするような俺の言い方にも、茶ちや髪ぱつはインチキセールスマンっぽい笑顔を絶やさない。

「結論から言えば、無関係。あの男が借金に走ったわけは、研究資金のためだった。発明好きのオッサンのナレの果て。捜査としては無む駄だ足あしだったけど、僕ぼく的てきには当たりだった」

「当たりって？」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うよ。君をＡＤＥＭにスカウトしたい」

　俺が答えたのは、悔くやしいことに二秒くらい間があいてしまったあとだと思う。でもできる限り平静を装って答えた。

「ＡＤＥＭが慢まん性せい的な人ひと手で不足ってのは、本当なんですね。俺みたいなＳＡＴの落ちこぼれを、ＬＣ部隊に勧かん誘ゆうですか？」

　茶ちや髪ぱつはやっぱり笑顔を崩さない。

「いや、ＬＣ部隊じゃない、ＡＤＥＭだ。もちろんＬＣ部隊はＡＤＥＭの管かん轄かつだが、君の能力を一兵士として使うのは惜おしい。訓練された人間は貴き重ちようだから、完全な非ひ戦闘員てわけにはいかないだろうけど、僕個人は分析官アナリストとしてきて欲しいと思っている」

「話が見えません」

「あの事件の検けん証しようをしたのは二ヶ月前だ。遺い産さん犯罪としての調査は完了。完全にシロ。だが、我々は一つ気にかかるものを見つけた。公表されてない、一発だけ遅れた発はつ砲ぽう音おん。犯人の命を奪い、人ひと質じちの女の子の命を助けた、瞬しゆん時じの判断。そこからは君の記録を調べさせてもらった」

　沈ちん黙もくが降りた。茶髪からも笑顔が消えた。次にくる質問はなんとなく予想がついた。

「狙そ撃げきの時だけど……。撃うつなと君は判断した。その根こん拠きよを教えてくれないか？」

　やっぱりそれか。何百回聞きかれただろう。もううんざりだった。俺が教えて欲しいくらいだ。予感がするんだ。そういうときだけ、なんとなくヤバい感じがして、頭の奥のあたりで何かがうずいて、こめかみとおでこの交差するあたりが熱くなる。でもこんな感覚、説明したって説明にもなりゃしない。

「……報告書に書いてあるとおりです」

　それ以上、俺が答えそうにないのを知ると茶髪は、テーブルの上で手を組んで、俺のほうに軽く身を乗り出した。笑顔が消えている。いや笑顔は残っているけど別もんだ。こめかみとおでこの交差するあたりがわずかだけど熱くなる。

「なんとなく、そんな気がした、か。訓練の時も？　鉄骨崩ほう落らくもガス爆発も、君には予想できてた？」

「ＡＤＥＭは超能力の研究でも始めたんですか？　六十年代のアメリカやソ連じゃあるまいし」

　なるべく冗じよう談だんめかして軽く返してみたつもりだが、ちょっと顔はひきつってたと思う。

　体中に電でん極きよくをつけられて、白はく衣いの博士達たちに囲まれるというありがちな絵が頭に浮かんだ。これが自衛隊なら笑い飛ばす。ＣＩＡでもあまり怖くない。しかし、ＡＤＥＭの場合、笑えない。マジでありそうだ。やってそうだ。なんたってマッドサイエンティストの発明品の専せん売ばい特とつ許きよ屋や。

「やってるっていったら？」

「え？」

「そして君はその被ひ検けん体たいに選ばれたとしたら？」

　俺の顔は完全に硬直。頭の中では白い博士達が手袋をして手術台、俺を改造人間にするレトロな映像が……。

「あはは、うそうそ。冗談だよ、やだなあ」

　茶髪は軽く手を振ると、さっきまでのマジメな顔を一瞬で吹き飛ばし、もとのインチキセールスマンに戻った。

　決めた。こいつの笑顔も真ま顔がおも、もう二度と信用しない。

「大丈夫だよ、超能力とかそんなんじゃないから。あんがいかわいいね、萩はぎ原わら君」

「男に言われても嬉うれしくありません」

「さて、話を戻そう。例の立て籠こもり事件。あの君の判断は、予よ知ち能力でもなんでもない。心理、行動、状況、様々な事じ象しようを分ぶん析せきすれば、充分に予想できる事象の範はん囲い内だった。現にうちにも、君と同じ判断をした人間がいる。もっとも君の判断より三分早かったけどね」

「三分？　三秒じゃなくて？」

「うん、三分。それから三分間の犯人の行動を、すべて予測して、ピタリと一致した。どの狙そ撃げき班はんが撃うつかまで。つまり、君のことまで」

　噓うそつけ、と思った。あれは完全に偶発的な事故。三秒前なら、優れた分析官アナリストなら可能かもしれない。でも三分はあり得ない。

「ああ、気にしないで。うちにいる分析官はちょっと人間離れしているというか、普通じゃないから」

「僕には超能力にしか聞こえません」

　なんか、スネた子供みたいだったので、慌あわてて付け足した。

「でもまあ、予知能力機があっても驚きません。メイドイン峰みね島しまなら」

「あはは、言いえて妙みようだな」

　茶ちや髪ぱつはふっと不ふ思し議ぎな表情をして、またすぐにインチキセールスマンの笑顔に戻った。椅い子すから立ち上がり、机のまわりをゆっくりと歩き始める。尋じん問もんのテクニックと同じ。これからなにか大事なことを言おうとしているらしい。

「さて、もし同じ状況で、他の経験豊かな誰か、ＳＡＳでもグリーンベレーでもなんでもいい、特とく殊しゆ部隊歴れき二十年の歴れき戦せんのツワモノが、君と同じ判断をし、理由を問われたとして──その時一ひと言こと、経験則そくから来る勘かんだ、と言ったらどうだろう。皆、感心こそすれ、誰も疑わないさ。君はどう？」

　と後ろから肩を叩たたかれた。

「そうですね、まあ納なつ得とくすると思います」

　これはうちの分析官も太たい鼓こ判ばんを押したことだけど、と茶髪はまたゆっくりと歩き出す。

「肝かん心じんなのは、君の勘が、超能力でもなんでもなく、君きみ個人に備わったれっきとした能力だってこと。だが残念ながら君には実績がない。さらにもっと残念なのは、君が君自身を信じてないってことだ」

　茶髪は喋しやべっている間、ずっと歩いている。落ち着きがない。俺の気持ちも落ち着かせてくれない。

「君は、観察力、洞どう察さつ力、そういったものに優れている。特に、アドレナリンが大量に分ぶん泌ぴされるような状況だとその能力が顕けん著ちよになる。ひらたく言えばすごく勘かんがいいってことだけど、科学的に証明できる範囲内。うちの分析官アナリストいわく、それは視力の差みたいなものらしい。視力０・０２の人間と４・０の人間じゃ、見える世界がまるで違う。でも視力は眼球の水すい晶しよう体たいの収しゆう縮しゆくの差だと、科学的に解わかっているから、誰も不ふ思し議ぎがらないだけ」

　だからね、と、茶ちや髪ぱつはここで思わせぶりに言葉を切り、一ひと呼こ吸きゆう置いてから言った。

「君が人より未来がよく見えるからといって、誇りこそすれ、それをコンプレックスだなんて感じることないよ」

　さすがにこの芝しば居いがかった言い方にはムカっときた。人を勝かつ手てに分析して人を勝手に評価して、人の気持ちを勝手に決めつけて、その上、偉そうに見み下くだす感じの説教じみたこの言い方。

「……コンプレックスなんて、いつ誰が言いました？」

「あれ？　だからＳＡＴを辞やめたんじゃないの？」

　ひるみもしない。今度はズバリときた。

　本格的に腹がたって、俺は完全に黙った。

「あ、なんとなくそう思ったんだけど、違った？　これは失礼」

　確かく信しん犯はん的な行動だとしても、どうしてこの茶髪は俺の神経を逆さかなでするようなことばかり言うのだろう。俺をスカウトしたいんじゃないのか。それともまず怒らせて正常な判断力を鈍らせる気か。俺は訓練の時の尋じん問もんの教本の真ん中へんのページを思い出しながら、それにしたってあからさますぎるだろうと思い、作戦というより、こいつの個人的な性格だろうと判断した。

　結論。もうこの茶髪とは話したくない。

　俺の態度から察したのだろう。茶髪は話はおしまいとでもいうように、パンと手を打った。

「とにかく、ＡＤＥＭは君をスカウトしたい。雇こ用よう条件や詳しい話をしてあげたいところだけど、うちは知っての通り秘密が多くてね。ここから先は、ある程てい度ど君の意思を確認してからにしたいと思ってる。考えておいて。返事は一週間後に」

「今、ここで答えは出てます。答えはノーです。興味ありません」

「まあ、とにかく一週間後に。今日はありがとう。寝てないのに悪いね」

　茶髪はにこやかにドアを開け、またなれなれしく俺の肩を叩たたいた。俺はどうもと言って会え釈しやくもせずエレベーターに乗り込んだ。







　家に帰った。

　床には帰りにドカ買いしたペプシのオマケフィギュアが散乱している。

　レイア姫、アナキン、オビワン（新）、ルーク・スカイウォーカー、ダース・ティラナス、オビワン（旧）、アミダラ王女（あの変な髪かみ形がたヴァージョン）、アナキン、メイス・ウィンドゥ、パルパティーン、アナキン……以下微び妙みようキャラがリフレイン。最後の一個がかろうじてダース・モール。
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「ヨーダもジャバもダースベイダーも入ってねえ。Ｃ３ＰＯとＲ２Ｄ２なんて影も形もねえ。ホントに作ってんのかよ！　二十本も買っちまったペプシを俺にどうしろと？」

　誰が生まれつき勘かんがいいだって？　秀ひいでたれっきとした能力だって？　そんなもんねえよ。食しよく玩がん一つ、まともに当てられないのに。

　連続五十時間起きていたのでさすがに眠い。メシを食うのも面めん倒どうなので、カロリーメイトをペプシで無理やり喉のどに流し込んで、布ふ団とんかぶってフテ寝した。

　眠りに落ちる間ま際ぎわ、ふと浮かんだ。

　──きっと明日もこうなんだろうな。あさっても、しあさっても。

　では、あの男の誘いにのるか。答えはノーだ。もうあんな思いはしたくないのだ。




　　　　４・夜風




　一週間後。同じように早番を終え、会社を出たら、目の前に茶ちや髪ぱつがいた。男にストーキングされるのは嬉うれしくない。

「あからさまに嫌そうな顔をするね」

　ニコニコと茶髪が近づいてくる。煙たがられてこれほど嬉しそうにする男も珍しい。

「気持ちは変わった？」

「変わりません」

　即そく答とうするが茶ちや髪ぱつの笑みは崩れない。

「どう、お酒でも？　仕事の後の酒は格別じゃない」

　断ろうと思った。なのになぜかいつのまにか、茶髪はどのような魔法を使ったのか、俺は一緒にバーのカウンターに座っていた。峰みね島しまの遺い産さんを使ったんじゃないかって思えるほど、巧みな話術と誘ゆう導どう。最初に抱いた印いん象しようは正しい。茶髪はインチキ商品セールスマンだ。

　二杯くらいは当たり障さわりない話で時間が過ぎた。拍子抜ぬけするくらい、特に気を遣つかわず、腹も立たず、適当な会話で時間が過ぎてた。

「なんで警官になったの？」

　茶髪、八や代しろは何気なく聞いてきた。ＳＡＴの面接の時もされた質問だ。正直に答えようかどうか迷ってるうちに口が開いた。

「オヤジが警察官で、小さいころから武道をやらされてたんですよ俺」

　噓うそをついても仕方ないので、本当のことを話す。茶髪は珍しく神しん妙みように聞いているのか、うんうんとうなずいている。酔って揺れてるだけかもしれないが。

「でも俺、俳優になりたくて。学生時代はこう見えても演劇部だったんですよ。それなりに認めてくれる人もいた。それにほら、顔いいし」

「ちょっと童どう顔がんだけどね」

　にこやかな表情で、ぐさっと痛いところをついてくる。こいつは笑って人を殺すタイプだ。間違いない。

「そこから先は、よくあるフツーの、進路をめぐる親子喧げん嘩かです。警官だった親父おやじはそんなナンパなもん許さないと大おお喧嘩。まあプロダクションもきまってて、家を出て行くつもりだったんです。でも、おまえみたいなハンパなヤツに警官なんかつとまりっこないって言われてカチンときて、警察学校を卒業して、二年やってやるって思ったんです。それで辞やめて好きなことやろうかなって。今思えば、若いですよね」

「お父とうさんは？」

「ガンで死にました。警察学校んときに。発見から三ヶ月、あっという間でした」

　配属先さきが決まったと言ったとき、親父は嬉うれしそうに笑った。病院のベッドの上で、見る影もなくやせていたが。最後の親孝こう行こうになったかな。ふとそんなことを考えた。不ふ思し議ぎだ。いままで考えたこともなかった。

「警察、辞めたくなかった？」

「別に。もう辞めちゃいましたから」

　そう。辞めてしまった。いまさらどうこう言ってもしかたがない。茶髪はカランとウィスキーのグラスを揺らして、話題を切り替える。

「訓練、キツくなかった？」

「いえ。ＳＡＴの訓練は、面白かったし、楽しかったんで。楽しいって不ふ謹きん慎しんですか？」

「まさか。どこの国の特とく殊しゆ部隊だって、そうだよ。やってることが好きで、仲間がいい奴やつらで、日々の糧かてとして納なつ得とくしてるから、キツい仕事も続けられる。サラリーマンとおんなじ」

　そう言って笑う。軽けい薄はくな笑い方だ。ただ、今までとはなんか違って見えた。酔ってきたのかな。

「僕は別に、特殊部隊が特別な人間だとは思ってない。誰にだって得え手て不ふ得え手てがあって、自分の中に能力を発見してしまったら、活かしたいと思う。そして評価されたいと思う。結果、安全で誰にも恨うらまれない、誇れる仕事であれば理想的だけど、そんな仕事ないんじゃないの？　医者だって弁べん護ご士しだって、恨みは買うときゃ買うし。ＡＤＥＭは恨みを買いっぱなしだしね。ったくやってらんないよ。って、ごめん、今の忘れて」

　はははと笑っている。笑い事じゃない気もするけど、この人が言うとそれでいいような気もする。

「萩はぎ原わら君の場合、能力に問題はない。それどころか実戦に一番必要な素そ質しつが備わってる。ある種の機き敏びんさ、臨りん機き応おう変へんさ。機き転てんをきかせて無む駄だな危険と戦いをできる限り避ける、これが一番クレバーなやり方。だから君の危険回かい避ひ能力はすばらしいの一言。しかしえてして、そういうものは正面から闘うことをよしとする軍隊型の規き律りつ第一の組織では浮いてしまうし、煙たがられるし……しまいには居い場所がなくなる──理り不ふ尽じんだね」

　ふいをつかれた言葉だった。何かが心に響ひびいた。

「そんなに褒ほめられると、なにかのマルチ商法にでもひっかかってるみたいです」

　だから俺は、はぐらかすような、ごまかすような返事しかできなかった。

　茶ちや髪ぱつはただ、アハハといつもの軽い笑いを浮かべて、ウィスキーを飲んでた。







　帰りは車で送ってもらうことになった。

「お酒飲んだんじゃないですか？」

「ダイジョーブ、ノンアルコールだから」

　みえみえの噓うそをつく。ノンアルコールのウィスキーなんてあるもんか。シートベルトをしっかりしめて横よこ目めに見ていると、酔ってるんだか酔ってないんだかよく解わからない運転をしている。

「すごい車ですね。ＡＤＥＭのですか？」

　見るからに高級そうなスモーク張りのベンツ。ヤクザ一歩手て前まえだ。

「ん、まあね。今日はお仕事だから。だから大丈夫。特とつ権けんって奴やつでスピード違反しようが、よっぱらい運転しようがおとがめなし」

「職しよつ権けん乱用ですよ」

「若いねえ。職しよつ権けんってのは乱用するためにあるんだよ」

　平気で問題発言をする。酔ってるけど、しらふでも同じことを言いそうだ。反論しようとして、真ま面じ目めな表情にぶつかった。ただ目め線せんは前方や俺のほうを見ていない。歩道側がわだった。俺もつられて目をやると、女の人が明らかにガラの悪い連れん中ちゆうにからまれてた。ちなみに女の人は四十代後半くらい、ちょっと化粧が濃くて水みず商売っぽい雰ふん囲い気きの美人のおばさん。

「よし、萩はぎ原わら君、君の採用試験だ」

「まるで俺が入りたがってるみたいに言わないでください」

「細かいことは気にしない。さあ、降りて降りて」

　降りることに異を唱となえるつもりはない。それに正直、今日はこの茶ちや髪ぱつ、八や代しろのことをいろいろと見直した。

「萩原君、君の危険信号センサーは？」

「ピクリともしません」

「オッケーだね」

　二人で車を降りた。

「おい、そこのチンピラ。お嬢じようさんから手を離しな」

　微び妙みようすぎる啖たん呵かを切ったのは八代だった。







　ヤクザ達は場ば慣なれもしていたし、ケンカ慣れもしていた。こういう状況で先にものを言うのは、格かく闘とう術の訓練ではなく度ど胸きようだ。

「うおらぁ！」

　気の弱い人ならそれだけで失しつ神しんしてしまいそうなドスのきいた声で、ヤクザの一人が殴なぐりかかってきた。手には鉄パイプ。

　ただあいにく俺にも度胸はあった。お互いに度胸というアドバンテージがある場合、次にものを言うのは、積み重ねた格闘術の訓練だ。あいにくヤクザ達にそれはなかった。何度か鉄パイプをかわすと、相手の顔面にパンチを放り込む。うん、いいのが入った。鼻の下の人にん中ちゆう、これで昏こん倒とうする。……って、うっわあ、頑がん丈じよう。よろけながらもまだ勢いよく向かってくる（微び妙みような年ねん齢れいのお嬢さんはいち早く逃がした）。

　鉄パイプヤクザの他に三人、俺に向かってきた。茶髪には二人。計六対二だが、それでも軽い軽い、と、その慢まん心しんが俺に油ゆ断だんを呼んだか、それとも体が鈍なまったのか、

「つうっ！」

　背後の鉄パイプ攻撃から俺をかばった八代さんが痛そうに右の手首を押さえた。それでも状況はひっくり返らず、六人のヤクザ達は明らかな劣れつ勢せいを悟さとると、

「ちくしょう」

　短い捨て台詞ぜりふを残し、逃げ去った。

「うーん、できれば、おぼえてろよ、って言って欲しかったな」

　八や代しろさんは手首を押さえながらも、笑顔で軽かる口くちを叩たたいている。そんな状態だからか、俺の口から出た言葉は怪け我がの心配ではなく、別の事こと柄がらだった。

「今度は俺が質問していいですか？」

「もちろん」

「ＡＤＥＭには何年？」

「五年目かな。大学出て、そのまま」

「なんでＡＤＥＭに入ったんですか？」

「公務員がよかったんだけど、受かったのがＡＤＥＭだけ」

　笑いながら傷の手当てを自分でする。手伝おうとすると、かっこわるいからと言って手をひっこめた。

「噂うわさはいろいろ聞きますが、ほとんど極ごく秘ひ扱い。功こう績せきは隠かくされ、表おもてに出るのは叩かれるときだけ。危険な仕事で、見返りも少ない。そんなタイプの組織でしょう」

「大当たり」

「嫌になったりしないんですか？」

　にやっと笑う。いままでの笑い方とまるで別の笑い方。子供っぽい笑い方だ。

「答えを聞いたら笑うよ」

「笑いますから教えてください」

「正義のヒーローに憧れてた」

　二人の間を、まだ冷たい春の風が通り抜けた。

「自己犠ぎ牲せいと献けん身しん。そういうことができる人間に憧れていた」

　意い外がいな言葉だった。笑っていいよ、と八代さんが笑った。だが俺は笑えなかった。そして意外な言葉が口をついた。

「……俺もです」

　そのとき、脳のう裏りをよぎったのは親父おやじの姿。出世とは無む縁えんの警察官だったが、俺が小さい頃、人命救助で表ひよう彰しようされたことがある。詳しいことは何も覚えていない。ただ子供心に自分の親父がすごく誇らしく思えた。テレビの中のヒーローと、親父が、重なって見えたのだ。

「俺も、憧れてた……」

　ほとんど風に流されそうな俺のつぶやきに、八代さんは優しく微ほほ笑えんだ。今まで見た軽けい薄はくそうなどの笑顔とも違った。

「君ならなれるよ。歯車の一つでしかないかもしれないけど。かっこよくないかもしれないけど」

「……」

「少なくとも君は、あのときの人ひと質じちの女の子の命を、確実に救ったんだよ。君がいなければあの子は死んでた」

　このタイミングでそれを言うのはずるい。胸に響ひびく。ずるすぎる。だから、素直な答えを返せなかった。

「でも、俺は……。でも、俺は、今の生活に満足してます」

「そう、それならいいんだ」

　拍子抜ぬけするほど、八や代しろさんはあっさりと引き下がる。

　それがちょっと寂しかった。







「ここに住んでるんですか？」

　想像よりずっと豪ごう華かなマンションが目の前にそびえ立っている。セキュリティもしっかりしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「悪いね逆に送ってもらっちゃって。右手さえ怪け我がしてなければ、君を送ってあげたんだけど」

　照れくさそうに八代さんが助手席から車を降りた。高級な都会のマンション、地下駐車場には豪華な外車がズラリと並んでいる。うちの近所の野ざらし月つき極ぎめ駐車場とは別世界。

「よかったらちょっとあがっていく？　お礼にコーヒーでも入れるから」

　コーヒーよりもマンションに惹ひかれて、俺は八代さんのあとに続いた。

「あの、もしかして資産家の息子むすこ、とか？」

「まさか。自じ前まえだよ」

　さらっと答える。ＡＤＥＭの給料は予想よりずっと高給ってことなのか。ＳＡＴ時代は赤せき貧ひんだった。命を天てん秤びんにかけてるのに、割にあわねえと愚ぐ痴ちるのは俺だけじゃなかった。

　高級感たっぷりの大理石のロビーを抜けて、三十六階までエレベーターで昇る。一番奥おくの扉にたどり着くと、八代さんはカード式の鍵かぎを取り出して俺を中に招いた。

　もしかしたらベランダからガラス割って中に侵しん入にゆうして、我が家にようこそってオチもこの人の場合あるかもしれないと思ったが、見事に裏切られた。本当に自分の部屋だったらしい。

　中に入ると、違う驚きが待っていた。

「たいしたものもないけど、あがって」

　社交辞じ令れいとして使われる言葉は、いまの状況においてのみ真実だった。部屋には本当に何もなかった。

　必要最さい低てい限げんのものしかない。広い２ＬＤＫにはテレビと、ソファと観かん葉よう植物、それにステレオがあって古いレコードと何枚かのＣＤがつまれてる。目につくのはそれだけだ。

「適当なところに座って」

「何もないんですね」

「僕は褒ほめられてるのかな、けなされてるのかな」

「いえ、別にそんな、たいして意味はないです。見たままの感想を言っただけです」

　ソファに座る。どこを見渡しても何もない。ただ生活臭しゆうはしっかりと根付いていて、昨日きのう今日引っ越したばかりという状況でもなさそうだ。

「ここに引っ越して二年かな」

　俺の心情を見抜いたように説明する。軽けい薄はくな笑顔はいつも通り。それがなにかとんでもないものに見えた。

「ゲームとか、やんないんですか？　雑誌読んだりとか」

「やらないね」

「最近の曲とか」

「興味ないし」

「カラオケなんて……」

「ＡＤＥＭじゃ無む縁えんだよ」

「映画のビデオとか、見ないんですか」

「毎日がジェームスボンドみたいなものだから、なんて、そこまでかっこよくないけど、まあ似たようなものだからね」

「彼女は？」

「ノーコメント。あはは、白状すれば、仕事が忙しくて」

　時計が時を刻む。壁にかかっているのはそれだけ。グラビアアイドルはもちろん、映画や車のポスターはおろか、カレンダーもない。

　何も言えなくなった。八や代しろさんも何も喋しやべらない。二人の間に沈ちん黙もくが生まれたのは、初めてのことだ。ずっとどちらかが喋ってた。

「そんなに必要なものかな？」

　その言葉は重く、心の底に落ちた。

「あ、最後の、彼女は別だね。できれば欲しい。でも、危険にさらすことになるかもしれないし、家庭を持つ勇気はまだないかな」

　家庭のことまで考えている。見た目以上に、真ま面じ目めに考えている。きっと俺よりも先のことを見ているんだろう。

　いい香りのするコーヒーが俺の前に運ばれてきた。スタバで躊ちゆう躇ちよなくキャラメルマキアート、ウィズホイップとか頼める俺でも、ここで砂糖とミルク下さいというのははばかられた。

　俺がブラックでも思いのほかおいしいコーヒーをすすっていると（きっと最高級なんだろう）、八代さんがゆっくり会話を再開する。

「さっきの質問に答えるなら、そうだね、僕も言われるまで深く考えたことなかったけど」

　一口コーヒーを飲んでから、言った。

「そう、うん、明日死ぬかもしれない、そんな生活をしているだろう、そうすると、いらないものとそうでないものがはっきり解わかってくるんだよ。人間、一番やっかいなのは執しゆう着ちやくだ。それもあんがい、くだらないものに執着していたりする。本当はなくても生きていけるのにね。金は墓場に持っていけないってよく言われるけど、お金だけじゃない。大事なものも、思い出の品も、家も、肩書きも、自分が作り上げたものも、極きよく論ろんすれば愛情だって持ってはいけない」

　言っていることはシビアだが、寂しいことだとは思わなかった。ただ自分に厳きびしい生き方だ。その一いつ端たんはこの部屋を見れば解る。

「ＡＤＥＭにいれば、自然とそうなる。常に臨戦態勢DEFCON　2だから」

　そこまで話したあと、八代さんはこっちにしようかと、グラスを二つ持ってきた。

「たとえば、さ。ある規定が発令される。それが本部の破は棄きであれば、二十分以内に全ぜん重要データを削さく除じよの上、自分自身を決められた場所に移動させなくてはいけない。そんなとき、大事なのは普段の心がけ、自律性だ。大事なデータファイルがＰＣのどこに保存してあるのか解らない、自分の引き出しは書類がグチャグチャ、そんなんじゃとても対応できない。常に今から二十分後の爆ばく薬やくが後ろにあるみたいなものさ。と言ってもずっと気を張ってちゃ、いずれつぶれちゃうけどね」

　ウィスキーを喉のどへ緩やかに流し込む。何かを忘れるための飲み方ではなく、お酒の味を楽しむ飲み方だ。ＳＡＴ時代にそんな人間はいなかった。

「そこは経験則そくで、バランスを計るんだけど」

　八や代しろさんの軽そうな雰ふん囲い気き。しかしその裏にこんな表情を隠かくしてたなんて、いまのいままで、まるで気づかなかった。見事にだまされた。

「たとえば、君が、自分の部屋にいて、テレビを見ているとする。突然テロップが流れて、画面が切り替わって緊きん急きゆうのニュースになる。今から二十分後に、君の家の場所に爆ばく弾だんが落ちる。二十分で、本当に自分に大事なものだけ持ち出して、避ひ難なんしなくちゃいけないとしたら、どうする？」

「さあ。パっと思いつきませんね。なんだろう。買ったばかりのものかな。着替えて財さい布ふと携帯くらいしか持ってないんじゃないですか。慌あわてた挙あげ句くに」

「まあ、そんなもんだよね。人間は普段、無む駄だに囲まれて暮らしてる。否定はしない。なくても生きていける無駄なものこそ余よ裕ゆうであり、平和の象しよう徴ちようともいえるから。でも、僕らはさっきも言ったけど、常に今から二十分後の爆薬が後ろにあるみたいなもので、そういうふうに暮らしていると、無駄がなくなる。無駄がなくなるってことは、つまりは僕の部屋のように日常生活に潤うるおいがなくなって、ささやかで現代の日本の平和の象徴みたいな日々を失うことを意味するけど、同時に」

「同時に？」

「生きてるって実感できる」

　八や代しろさんの表情から笑みが消えた。残ったのは充実した男の顔だ。

「君も同じタイプの人間なんじゃないかな」

　俺に差し出したウィスキーの中の氷が、クリスタルのグラスの中で、キンと澄んだ音を奏かなでた。

　どうしてこの人は、こうも絶ぜつ妙みようのタイミングでずるい言葉を言うのだろう。




　　　　５・決意




　帰りのコンビニで、やっぱり買ってしまったペプシ四本。Ｃ３ＰＯとヨーダ、それにダースベイダーだ。シークレットのデス・スターまで出た。大だい金きん星ぼしのオンパレード。

　なのに高こう揚よう感かんはちっともなかった。あれほど欲しいと思っていたのに。

　自分の部屋に帰ると、中の物達は俺を他人みたいに出迎える。

　この半年で増えたもの。

　マクドナルドで買ったワールドカップ記念の時計。白。

　レンタルビデオでスピードを観たあと、キアヌ・リーブスを気取ってつけてたＧジーショック。黒。

　カラオケで歌うためだけに、たいして好きでもないのに買った流は行やりモノのＣＤ。三十枚以上。

　時間をつぶすためのゲーム。コンプリートしたのなんて数えるほど。

　付き合いで始めたスノーボード。本当はスキーのほうが好きだ。

　評判だからと買ってみたベストセラー小説。最初の数ページしか読んでない。

　気分で買ったモデルガン。たまにオートマティックの装そう塡てんの真ま似ね事をする。

　食しよく玩がんのフィギュアとかボトルキャップ。

　コンビニで点数を集めてもらえる昔のアニメの絵え皿ざら。

　壁には雑誌の付録の外車のカレンダー。

　街頭で配ってたうちわは、しまわれもせず一ひと冬ふゆ放置されたまま。

「なんか。なくても生きていけるもんばっかり。いや、いらねえもんばっかり」

　あの人の部屋を思い出した。何もない部屋。でも豊かな部屋。ものすごく陳ちん腐ぷな言い方をすれば、男の部屋って感じだった。

　子供の頃に憧れた大人おとなの男は、生活感のない部屋に住んでた。大人になってから、あれはセットだからと、作り事だからと思っていたが、そうじゃない。それにひきかえ、自分はどうだろう？

　発はつ泡ぽう酒しゆやコーヒーの空あき缶かん、ウーロン茶やミネラルウォーターのペットボトルが散乱してる。自分でコーヒーをいれるどころか、グラスやカップに移しかえて飲むことすらしなくなってた。

　──これが望んだ生活か？

　──これで生きてるって言えるのか？

　自じ問もん自じ答とうもばからしい。

「……夜中に大おお掃除したからって、文句言いうなよ」

　見えないアパートの隣りん人じんに聞こえない警けい告こくをすると、俺はいらないものを片かたっ端ぱしからゴミ袋に突っ込みはじめた。




　　　　６・真実




　あれから、不要なものは徹底的に捨てた。捨てるにはもったいないものは友人にあげるか、ネットオークションに出した。残りは全部業者にひきとってもらった。

　業者のトラックが帰った後の自分の部屋は、テレビとベッドと少しの日用品だけ。だがそれでもボロいアパートの部屋が、見違えるようになった。無む駄だを捨てた生活は思った以上に気持ちのいいものだった。

　ボス、元もと上じよう司しの石いし原はらさんに、決意を固めたことを報告した。喜んでくれたのが解わかって、俺もすごく嬉うれしくなった。

　そして三日後。決心した俺は、八や代しろさんの高級マンションの前に立っていた。

　朝っぱらから迷めい惑わくかな。でもそんなことを気にするような相手じゃなさそうだ。軽く見てるんじゃなくて、そういうことを許してくれる懐ふところの深さがありそうって意味で。

　それでも八代さんのマンションの入り口で、いきなり部屋番号のボタンを押すのは少し気が引けた。

　そしたらちょうどジョギング帰りの人がいたので、住人のふりしてオートロックをくぐりぬけた。目指すは三十六階、八代さんの部屋だ。

　勇気を出してインターホンを押すと、

「はあい、どなたあ？」

　スピーカーから寝ぼけた声が聞こえる。寝ていたのかな。相手をだますために寝ていたふりをしているのかも。敵の多いＡＤＥＭなら私生活の中でも、そのような工作は積み重ねていそうだ。

「萩はぎ原わらです。すみません、とつぜん訪ねて」

「え？　え？　萩原君？　なんでここに？」

「迷めい惑わくでしたか？」

「いや、そんなことはないけど」

「俺、決断したんです。それを聞いて欲しくて。ここで話すのもなんですから、入れてもらえませんか？」

「ごめん、ちょっと今、たてこんでて」

　やっぱり寝ぼけていたのは、偽ぎ装そうだった。

「そうですか。じゃあ出直します」

　少しばかり肩すかしだったけど、それでも出直して自分の決意を伝えよう。そう思って振り返ると、廊下のちょうど反対側、エレベーターのドアが開いてガラの悪い人間が四、五人降りてくるのが見えた。見覚えのある顔、一昨日おとといのヤクザだ。

「八や代しろさん、大変です！　あのときのヤクザが、いまエレベーターから降りてきました」

　インターホンに小声で叫ぶと、

「そ、それはヤバイね」

　あまりやばくなさそうな声が返ってくる。いや、やばそうだけど、身の危険に切せつ迫ぱくした声というより、浮気のばれた亭てい主しゆみたいなおどおどした感じだった。

「隠かくれないと。入れてください」

「ああ、その……」

「お願いします。二人とも危険です」

　ドアが文字通りしぶしぶと言った感じで開き、あわてて中に駆け込んだ。

「奴やつらどうやったか解わからないけど、八代さんの住まいを突き止めたんですよ。早く警察に連絡しましょう」

「ああ、いや。何事も警察に頼るのはよくないと思うな、僕ぅ」

「なに言ってるんですか!?　こうしている間も、ヤクザ達は……ここに……？」

　何か違い和わ感かんがあった。八代さんの態度も変だったが、それ以上にもっと何かが変だった。部屋の印いん象しようが何か違う。

「ああ、もしかしたら、もうヤクザさん達帰っちゃったかもね。もう出ても大丈夫じゃないかな？」

　寝ぼけたことを言っている人を押しのけて、部屋の中に踏み込んだ。

「な、な、な、なんですかこれはああああっ！」

　我ながら素すっ頓とん狂きような声だと思う。しかしそれもしかたない。

「どうして部屋の中に、こんなにいっぱい物があるんです！　ごちゃごちゃと物がいっぱい散らばってるんですか!?」

　お菓子の袋、ペットボトル、趣味の悪い座ざ布ぶ団とん、ＣＤ、雑誌、ゲーム機その他諸もろ々もろ。雑多な物であふれた部屋を見渡し、八代に食ってかかった。三日前に訪れたときとは何もかも違う光景がそこにあった。

「うーん、どうしてだろうね？」

　あはははと軽けい薄はく極まりない笑い方をする。

「……だましたんですね」

「なんのことかなあ？」

「物のない生活とかなんとか、全部噓うそだったんですね……」

「人聞きが悪いな。策さく略りやくと言ってくれよ」

「何が策略ですか！　この部屋、ちょっと物多すぎですよ！　僕の部屋が可か愛わいく見えてくる」

「いや、これには深いわけが……」

　この期ごに及んで、まだ言い訳をしようとする茶ちや髪ぱつ。

「俺の感動を返してください！　三日前の感動を返してください！」

「まあまあ」

　もう茶髪の言うことを聞いていてもしかたない。部屋には見み慣なれた物も多かった。

「ああっ、なんすか、この腕時計！　マックで売ってたヤツでしょ？」

「よく知ってるね」

「僕も持ってます……って、全色あるし！」

「いや、つい揃そろえちゃって」

「このＧジーショック、すげえミーハー」

「アハハ、君も観た？　かっこいいよね、キアヌ・リーブス。本当はオメガのスピードマスターが欲しかったんだけどさ、高いから」

「この本、結局、最後どうなるんですか？」

「最初の三ページで挫ざ折せつしちゃったから解わかんない」

「って、このＣＤ、二十歳さい過ぎてアイドルもないでしょ？」

「違うよ、カラオケ用。会社のつきあいで、もりあげなくちゃいけないときとか、あるじゃない、ねえ、解るだろ？」

「ＡＤＥＭはカラオケなんて無む縁えんだって」

「うちの司し令れいの持ち歌はマイ・ウェイだよ。歌われるたび、ウケ狙いなのかマジなのか微び妙みようで困るんだよねえ……」

「スノボー、サーフボード、ああもう、アークテリクスにバートン、クイックシルバーにリップカール！　なんすか、このミーハーブランドぶりは！」

「ミーハーだからって、品質が悪いわけじゃなし」

「この絵え皿ざら全種類？、何点集めたんすか？」

「いや、たまっちゃうんだよ、忙しいから、集めてるってわけでもなく」

「しっかりひきかえといてなに言ってもムダですっ！」

「それはだってほら、もらえるもんはもらっとかないと。それにお得意様だから、くれるんだよね」

「お得意様って、どんな食生活してるんですか？」

「だいたい三さん食しよくコンビニ」

「それじゃ俺のほうがまだマシですよっ」

　見渡せば見渡すほど、呆あきれるしかなかった。自分を一瞬でも自じ堕だ落らくな人間だと思ったのは大間違いだ。底辺と比べて自信を取り戻すのもどうかと思ったが。

「モデルガン？　なんでトカレフなんですか、ダサッ」

「ああ、萩はぎ原わら君、それは」

　壁に向かい怒りにまかせて引き金を引くと、慣れた衝しよう撃げきが腕に返ってきた。半年間忘わすれていた感覚だ。

「うわああああっ」

「はは、もう、エアガンなのに大おお袈げ裟さに驚いちゃって、やだなあ」

「エアガン？　んなわけないでしょっ！　エアガンから硝しよう煙えんたちのぼりますか？　コンクリの壁に穴があきますかっ！　どーみてもこれは本物でしょ」

「そういう見方もあるかな」

「そういう見方しかないですっ！　ＡＤＥＭもダサイ銃使つかって……え？　ちょっと待って。ＡＤＥＭがこんな銃使うわけ……」

「まあまあ、深く考えないで。これはよくできたエアガンだから」

「噓うそです！　だまされません……って、あああっ[image: びっくりさん]」

「どうしたの？」

「ヨーダとＣ３ＰＯ！　それにジャバとチューバッカもいる！　いったい何本買ったんですか？」

「ああ、それね、どうしてもＲ２Ｄ２だけが出ないんだよねぇ」

「俺もです。きっと入ってないんですよ。それで出るまで買わせる魂こん胆たんなんです。ええ、社会なんて会社なんてそんなもんですっ！　先生はママと、政府は火星人と、ＡＤＥＭは悪い人と裏でとっくにつながってるんです！　大人おとななんて、みんなみんな噓つきなんですよっ！　って、シークレット、何だったか知ってます？」

「え？　知らない」

「デス・スター」

「うそっ、それは欲しいよ！」

　いままでで一番目を輝かせている茶ちや髪ぱつに向かって、俺は一言。

「す、て、ま、し、た」

　茶髪ががっくりと肩を落とす。

　だがすぐに顔をあげ、ニヤリと笑った。例のインチキセールスマンの顔だ。

「でもね、萩原君。物は考えようだよ。君の趣味と僕の趣味、やっぱ似てない？　きっと気が合うよ、いや絶対」

「僕はここまで落ちぶれてませんっ！　もうだまされません！」

　しつこくドアのチャイムがなったのはそのときだ。ようやくそこで、ヤクザの存在を思い出す。忘れちゃいけない危険な存在だが、茶ちや髪ぱつの違う危険さの前に消し飛んでしまっていた。

「八や代しろさん！」

　緊きん張ちようした声で話しかけても、茶髪の困った顔は崩れることはなかった。いや、落ち着いているのか。もしかしたら、この状況でも対処する術すべを持っているのか。

「おおい、いないのか？」

　玄関のドアがあっさりと開いて、どかどかとヤクザ達が入ってくる。うかつだ。うっかり鍵かぎを閉め忘れた。

　入ってきた三日前のヤクザはじろりと茶髪を睨にらむと、

「おう、八代のダンナ、約束の金、払ってくれよ？」

「ああ、約束ってなんのことかなあ？」

　茶髪はそっぽを向いている。一目で解わかった。ごまかしている。

「冗じよう談だんはよせ。一昨日おとといちゃんと、やられ役のチンピラやっただろう？　まったくひでえよ。本気でなぐるんだもんなあ」

「やられ役のチンピラ？」

　聞き捨てならない言葉を繰り返す。

「おお、あのとき一緒にいたあんちゃんじゃねえか。血のりまで用意して怪け我がしたふりして、なかなか面白かったぜ。だがよ、あんた熱入れすぎだ。本気で殴なぐんなよ。うちのカミさん、横で見ててハラハラしたってよ」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってください。なんか、すっげー嫌な予感するんですけど」

　手でみんなの言葉を止めて、頭をまとめる。いや結論はでている。ただ信じたくないだけだ。

　茶髪の右手首を見た。あざ一つない。

「つまり、こういうこと？　俺が三日前だまされたのはこの部屋のことだけじゃなくて、ヤクザに絡まれたときからずっと？　あれは茶ちや番ばん？　ぜんぶ噓うそ？　すべてフィクション？」

「まあまあ萩はぎ原わら君。細かいことは気にしない」

「細かくなんかないですよっ！」

　テーブルを叩たたいた拍子に、上にのっていたＣ３ＰＯやチューバッカが倒れた。

「ああ、なんか取り込み中みたいだな。まあいいや。また来る」

　そう言ってヤクザ達はぞろぞろとまた部屋を出て行く。

「金、下のいつもの部屋にいるから。忘れずに届けてくれよ。あ、車代も忘れずにな」

　またしても聞き捨てならないことを言うヤクザさん達。

「いま下の階っていいました？　このビルに住んでるんですか？」

「ああ、知らなかったのか？　ここには……」

　そのとき銃声が鳴った。続けて何発も。部屋の中じゃない。外からだ。銃声に交じり、怒ど声せいが飛び交っていた。

「鉄てつ砲ぽう玉だまが飛び込んできやがったっ！　カツとギンがやられたっ！」

「ざあけんなあっ！　倍の命タマ取ってやる！」

　穏おだやかとはほど遠い会話が、高級マンション内のどこからか聞こえてくる。

「つまりここはヤクザな方々が大おお勢ぜい入居している、世間一般で言うヤクザビル？」

　茶ちや髪ぱつが答えないので、玄関先さきのヤクザさんが親切に答えてくれた。

「まあ、そうなんな。おまえも入居してみっか？　たまに今みたいに出入りとか鉄砲玉とかあるけどよ。そのぶん格かく安やすだから」

「アニキ、いまこのマンション満室ですぜ」

「ああ？　そうだったか。どうせ一人二人すぐに死んで、部屋空あくだろ。じゃあな、あんちゃん」

　まだ銃声の音が止まない部屋の外に、ヤクザさん達は来たときと同じように出て行った。物ぶつ騒そうな音はドアが閉まると綺き麗れいに消えた。

「ほら、すごい防音機能だろ？」

　いまここで殺人犯になるのを我慢して、俺は茶髪にいちおう確かめることにした。

「このマンション、格安だったんですね？」

「そうみたいだね」

「ＡＤＥＭの給料、本当はいくらですか？」

「やだなあ。そんな怖い顔しないでよ」

「いくらなんですかっ?!」

「うーん、そうだね、えーと。………………君より安いかも？」

「ふざけんなっ！」

　もう一秒もこんなところにいたくない。俺は背を向けると、玄関に向かった。

「いま外に出ると危険だよー。ヤクザの抗こう争そう始まってるから」

　茶髪がなんか叫んでるが、知ったことか。




　　　　７・結末




「だから危険だって言ったのに」

　病院のベッドで横たわる俺を見て、茶髪は何が嬉うれしいのかニコニコと、満面の笑みを浮かべている。いま体が動くなら、間違いなくぶん殴なぐってやるのに。

「銃じゆう弾だんの雨の中に飛び出すなんて無む茶ちやだよ。しかしあれだね。君の危機回かい避ひ能力の性能も、ちょっと怪しく思えてきたかな」

「頭に血が上っていたからです」

「なんで？」

「あなたのせいでしょう！　……いってえ」

　肩を押さえてうずくまった。昨日撃うたれたばかりの傷が痛んだ。あたりまえだ。

「はは。まあちょっと作戦失敗しちゃったけどね。じゃあとりあえずこれにサインして」

「なんですかこの書類？」

「ＡＤＥＭへの入社願がん書しよ。審査厳きびしいけど、大丈夫。僕が裏に手を回して、パスするようにするから」

「何がどう大丈夫なんですか？　俺はＡＤＥＭになんか絶対入りませんよ。ってなに勝手にリンゴむいてるんですか！」

「大丈夫。君にも分けてあげる」

[image: ]

「そういう問題じゃなく。ああメロンまで手をつけようとして！」

「まあまあ」

「何がまあまあなんですか。だいたい、あなたは……」

　それから俺の罵ば詈り雑ぞう言ごんがしばらく続いた。

　しかし、茶髪は馬ば耳じ東とう風ふうといった風ふ情ぜいで余よ裕ゆうでリンゴをウサギにむき終わると、どこか勝ち誇ったように、俺の前に三枚の書類を広げた。

「なんですか？　これ」

「一枚目は、君の会社から。クビだって。二枚目は、失業保険の書類。でもラッキーだね、解かい雇こだから失業保険は来月からおりるし。それで入院費払はらえるよ」

「三枚目は？」

「君は一番下のここにサインするだけでいい。書いてあることは一切読まなくていいから」

「いやですっ！」

「よかったね、次の就職先がきまってて。ほら、僕はメロン食べるから、遠えん慮りよしないでリンゴ食べなよ。人間、おなかが減ると怒りっぽくなるんだよ」

　そして茶ちや髪ぱつは、思い出したように、ポケットから、忘れてたけど、御お見み舞まい、と何かを取り出した。ベッドサイドに置かれたそれは、小さいボトルキャップ。

「あ……Ｒ２Ｄ２」

「八十三本目でやっとゲット。ちゃんと入ってた。君にあげるよ」

　そう言って、茶髪は右目をつむって見せた。

「僕達、うまくやっていけるよ。ね？」

　男にウィンクされてもキモイだけだが。




　　　　エピローグ──男の生き方、プライスレス。




　結局、俺はＡＤＥＭに入った。そうするしかなかった。

　会社はクビになった。プライベートな時間に自分からヤクザビルに出入りしてケガしていた人間を警備会社が雇えるわけがない。さらに俺は文もん無なしだった。貯金なんてほとんどなかったうえに、家か財ざい道具一式は全部売り払ってしまったあとだった。

　まあ、確かに俺はうまくハメられたんだと思う。でもあとで思いなおした。そこまで面めん倒どうくさいことをしてまで、八や代しろさんは俺をスカウトしたかったんだと。そう思って、なんとか自じ尊そん心しんをなだめた。別にＲ２Ｄ２につられたわけじゃない。

　そして今日も、俺はこの茶髪の上じよう司しにいいように使われてる。命の危機にも、たまにどころかよくさらされてる。俺の危険センサーは、いつもイエローゾーンとレッドゾーンの間をいったりきたり。

　だが今、ここを辞やめたいかと言われたら、俺はノーと答える。思った以上に給料も安いし休みもない。仕事内容も分析官アナリストなんてカッコいいもんじゃなく、正義のヒーローどころか、苦く情じよう処理係か便利屋みたいなことばっかりだが、それでも。

　ここには俺の居い場所がある。

　秘密が多くてとらえどころがなくて、実際働いてる俺もよく解わからないことだらけの職場だが、なぜか不ふ思し議ぎと居い心ごこ地ちがいい。

　規律が厳きびしくても型に無理やりはめられてる感じじゃない。外部とのしがらみが信じられないほど多くても、それに縛しばられている感じじゃない。その雰ふん囲い気きは、どこかこの茶ちや髪ぱつの上じよう司し──八や代しろの、つかみどころのないいいかげんさと真ま面じ目めさによく似ている。

　なにより、なんとなく、なんとなくだけど、生きてるって実感する。それは、危険な任務をやってるときではなくて、また物が増え始めたボロアパートでビールとポテチを食ってる時とか、職場でささいなことで怒ったり笑ったりしているときにだけれど。

　今日も俺は、グチを言いつつ、コンビニに寄って、月つき極ぎめ駐車場を横よこ目めで見ながら、家いえ路じに着く。

　きっと、明日もこうだろう。あさっても、しあさっても。

　──でも。

　これはまぎれもなく、俺が望んだ生活。

　生きてるって、実感できる生活だ。
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「まあ、奇き遇ぐうですわね」

　ホテル最上階のラウンジに、少しハスキーな女の声が響ひびいた。とくに大きな声ではないが、ラウンジにいたほとんどの人間は声を耳にした。正確には聞き耳をたてていた。なぜなら彼女──アリシア・新あら井いは注目に値する容よう姿しを持っていたからだ。

　一見地じ味みながらも、スーツとメガネでは隠かくし切れない芳ほう醇じゆんな色いろ香かが否いや応おうなく人ひと目めを集めてしまう。そんな彼女のヒールの音が奥のテーブルの前で止まった。

　そこで一人静かに食事していた男性は、テーブルの横に立つ女性に目をやる。

「君か。まさか同じホテルに泊まっていたとはな」

　伊だ達ては少し意い外がいそうな顔をして、アリシアを迎えた。

「あら、ご存じありませんでした？」

　アリシアも意外そうに答えながら、ウェイターがひいた椅い子すに自然な動作で座る。差し出されたメニューに軽く手をふって断り、彼と同じものをという注文をすませると、伊達に正面から向き合う。

「日本食でいいのか？」

「ええ。私の行動はあなたに筒つつ抜ぬけだと思ったけど？」

　アリシアはアメリカ国防情報局ＤＩＡがとある遺い産さん調査で送り込んできた諜ちよう報ほう員だ。昨日きのう入国したばかりのアリシアの行動を監かん視しする立場にあるＡＤＥＭに、彼女の情報が入っていないはずがなかった。たとえ峰みね島しま由ゆ宇うが坂さか上がみ闘とう真まと逃走している非常事じ態たいの最中だとしてもだ。

「このホテルは君が選択したのか？　それとも誰かの紹介か？」

「自分で。一応、運転手さんに報告してありますけど」

「八や代しろめ。報告を怠おこたったか」

　伊達は言葉とは裏うら腹はらに、特に腹をたてたふうでもなく味み噌そ汁しるの椀わんを口にする。

　アリシアの前に伊達と同じ朝食が置かれる。アリシアは礼れい儀ぎ正しく「いただきます」と口にしてから器き用ように箸はしで玉子焼きをつまみ、口に運んだ。

　この朝食も、このホテル同様、見た目も美しく内容もそれを裏切らない。

「なぜ朝から一人で？　ビジネスには見えないけど」

「俺はホテル暮らしだ」

「あら」

　言われてみれば、伊達の朝食は他のテーブルにあるお仕着せの和わ定食とは、器も内容も少し違った。長期滞たい在ざい客向けにアレンジされたもののようである。

　そこに何か事情があると感じたのか、アリシアはそれ以上追つい及きゆうするようなことはしなかった。

「奇き遇ぐうと言うには、語ご弊へいがあったかしら」

　話題を切り替え、窓の外を見て言う。

「狙そ撃げきの危険性や防犯設備を考えると、選ばれるホテルは限られてくるものね」

　伊だ達てはそれには応えずに、簡かん潔けつに問うた。

「君はこれから？」

「予定通り。私なりの調査を」

　アリシアも簡潔に応えると、そのまましばらく無言の朝食が続く。だが二人の間に気まずい空気はない。先に食べ始めていた伊達が先に箸はしを置くが、席は立たずにゆっくりと日本茶を飲む。何をしているわけでなくても、不ふ思し議ぎに落ち着いた空気が流れていた。

　アリシアが食べ終わると、伊達がすっと立ち上がり、簡単な挨あい拶さつをして朝食の席を去っていく。その後うしろ姿すがたを見送りながらアリシアは感心したようにつぶやいた。

「忙しいでしょうに。紳しん士しね。ミスター・伊達は」

　しかし、その青い目が、伊達が消えた出口向こうの廊下の床のあたりでとまった。

　食事が終わったアリシアは、問題の場所までつかつかと歩み寄り、足を止めて、床に目をやる。なぜかそこだけ水みず浸びたしになっていた。
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　雑ざつ多たな街並みを、アリシアは颯さつ爽そうと歩く。調査のためＡＤＥＭ本部を始め各地に出向き、最後に行き着いた街はどこか昔懐なつかしい風ふ情ぜいのある繁はん華か街がいだった。日は既に沈み、空は茜あかね色いろから夜の紫むらさきがかった闇やみへとグラデーションを描く。

　アリシアの足取りは軽い。颯爽としているのはいつものことだが、つねにまとっている緊きん張ちよう感が、心なしか緩んでいるように見えた。

「ふうん？」

　街を見渡す姿は調査というより、観光に来た人間に近い。しかしその場所にとりたてて観るようなものはない。ありふれた繁華街の光景である。アリシアの様よう子すを気にかけている人間なら、その様子をいぶかしんだだろう。

　どれだけ歩いただろうか。調査というより散さん策さくに近い繁華街巡めぐりをしていた足が唐とう突とつに止まった。

「はあ。しつこいわね、本当に」

　アリシアはうんざりした表情と声を隠かくそうともせず、一度だけ後ろを振り返る。

　直後、アリシアの手が一瞬、ぶれた。それを見とがめた人間が周囲にいたかどうか。まして同時にトラックの騒音にまぎれ濁にごった破裂音が響ひびき、同時に建物の陰で、あるはずのない大量の水が弾はじけたなど。瞬まばたき一つの間に起こった一連の出来事を関連づけて考える人間など皆かい無むだろう。

「ちょっと、あんた！」

　否。一つだけ、とがめる声が響いた。しかしどこからともなく聞こえた声の主ぬしの姿はどこにも見えない。

　かわりに奇き妙みような光景が繁はん華か街がいのど真ん中で起こった。

　路上の空中に不ふ思し議ぎな波は紋もんが広がる。波紋の形は人ひと型がたに区切られていた。さらに足早に歩き移動さえしている。

「街中で発はつ砲ぽうするなんて、どういう神経してんのよ！」

　不思議な人型の波紋が上から崩れ落ちる。それは水すい滴てきとなって地面に落ちて弾けた。こぼれた波紋の下から赤く染めた髪が現れ、さらに顔から首、上半身と続き、透明な波紋がすべて零こぼれ落ちるとそこに一人の人間──環たまきあきらの姿が現れた。

「あなたこそ、街中で遺い産さんを使用するなんて、どういうつもりかしら？」

　詰め寄ってきたあきらの言葉をさらりと受け流し、アリシアは余よ裕ゆう綽しやく々しやくに反撃の言葉を返す。しかしそれは彼女の手しゆ腕わんというよりは、あきらの落ち度の大きさ故だった。

「ほら」

　そう言ってアリシアが周りを見渡す。そこにはいきなり何もない空間から現れたあきらに驚いて、足を止めている人々の姿があった。

「いまの、目の錯さつ覚かく？　なにもないところから人が現れたように見えたんだけど」

「ねえ、おかしくない？　どうやったの？」

「あれなに？　映画の撮さつ影えい？」

　噂うわさする声があきらの耳にも届き、頭に昇った血が一気に引いた。己おのれの軽けい率そつさを呪のろい、後こう悔かいの二文字が脳のう裏りを駆け巡った。

「ああ、始し末まつ書だ」

　ただし後悔のあり方は、少々ずれていた。

「ほら、さっさと歩く」

　アリシアは頭を抱えるあきらの手を強ごう引いんに引っ張り、人ひと混ごみを分けていく。

「はーい、ごめんなさい。道を空あけてね」

　まだ正常な判断能力を取り戻していない野や次じ馬うま達の間を縫ぬって、アリシアは人混みを抜けると、あきらの手をひいてさっさと裏うら路地に姿を隠かくしてしまった。

　遅れて我に返った野次馬の何人かがアリシアとあきらを追って裏路地に入る。しかしそこにはもう誰もいなかった。
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　数分後、アリシアとあきらは少し離れた場所の喫茶店に腰を落ち着けていた。

　アリシアはコーヒーを飲みながら、どうしようどうしようを連れん呼こしつつ三つ目のチョコレートケーキをやけ食いするあきらを冷ややかに見ていた。

　あきらが一つ目のケーキを食べているときは、お互い無言だった。隠かくれるためとはいえ、とっさに入った喫茶店で向かい合う状況は、非常に気まずかった。昨日、ＡＤＥＭ本部の地下射しや撃げき場で命のやりとりをしたばかりだ。和なごやかな雰ふん囲い気きになど、なるはずもなかった。

　二つ目のケーキを食べているときも、まだお互い無視を決め込んでいた。沈ちん黙もくだけが二人の間にあった。しかしそのころから二人の間に、差さ異いが生まれる。冷たい態度が変わらないアリシアに対し、あきらの姿勢は徐々に落ち込んでいった。冷静になるにつれ先ほどの失しつ態たいの重大さが重くのしかかる。体から敵意に近い覇は気きも失うせた。失せないのはケーキを口に運ぶ速度くらいだ。

　三つ目のケーキに取りかかったとき、ついにアリシアの態度が変わった。ここにいることが、そして自分だけが敵意をむき出しにしていることが馬ば鹿か馬鹿しいと思ったのか、盛大なため息とともに全身から警けい戒かい心しんと敵意を解く。かわりにまとったのは、侮ぶ蔑べつに近いあきれた態度。

　あきらはアリシアの変化に気づかず、両肩を落としケーキを猛スピードで食しながら、どうしようを連呼する。アリシアはついに我慢できなくなり、口を開いた。

「いつまでうじうじしてるつもり？　情なさけない」

　あきらの手が止まり、アリシアを見る。その目に宿るのは敵てき愾がい心しん。しかしそれも一瞬のことだった。すぐにまた落ち込み、肩を落とし、ケーキを食べる。

「真しん治じさんに幻げん滅めつされる」

　気持ちのはりが失せたせいか、アリシアに食ってかかることもない。

「真治さん？　ああ、伊だ達て司し令れいのことね。大丈夫、なんとも思わないと思うわ」

「それはそれで、いやあ！」

　複雑な女おんな心ごころを露ろ呈ていし、あきらはもだえ苦しむ。その間に三つ目のケーキの皿が空からになった。

「ははあん。そういうこと」

　アリシアの表情に意地の悪いものが混じる。

「何よ。何が言いたいの？」

「がさつに見えても、あなたも女だってことに驚いているのよ」

「それどういう意味？　ここで戦いのゴングならしてもいいんだけど？」

　あきらの挑ちよう発はつは取り合わず、アリシアはケーキを指さす。

「太るわよ」

「太らない」

「よくこの状況で、ケーキなんて食べられるわね」

「いいじゃない。お腹なかすいたんだから。それに頭使ったから、糖とう分ぶんの補充は不ふ可か欠けつなの」

　はんっと鼻で笑うのがアリシアの返事だった。

「あなたが頭を使う？　いつからそんなに日本語って難しくなったのかしら。まだまだ私も勉強不足ね」

「あんたやっぱりケンカ売ってるでしょ？」

「まさか。ただ太ったらミスター伊だ達てに、ますます見向きされないって忠ちゆう告こくしたいだけ」

　あきらの体が硬直する。

「な、なんで真しん治じさ……伊達司し令れいの名前をすぐに出すのよ！」

「だって好きなんでしょ？」

　あきらが口を金魚のようにパクつかせている隙すきに、四皿目のケーキを奪い取るとあっさり口の中に放り込んでしまった。

「あら、意い外がいに美お味いしい」

　完全に気き勢せいをそがれたあきらは、ただ犬のように唸うなるしかなかった。







「まさか、あなたの大だい道どう芸げいにそんな使い方があるなんて」

　あきらが五皿目のケーキを食べていると、アリシアが唐とう突とつに言った。

「大道芸ってウィンディーネのこと？　あんた外人のくせに大道芸なんて言葉、よく知ってるわね」

　環たまきあきらが使用する遺い産さん、ウィンディーネ。水を自じ在ざいに操あやつるそれは、水の形状、水圧、屈くつ折せつ率りつに至るまで、広い範はん囲いで応用がきく峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産の一つだ。

「母の再さい婚こん相手がべらべらおしゃべりなのよ。英語もろくにできないんだから、私のほうが覚えるしかないじゃない」

　珍しくアリシア個人の情報を耳にしたあきらは、へえと素直に感心する。逆にアリシアは自分が口をすべらせたことに舌した打うちし、強ごう引いんに話題を切り替えてきた。

「それはともかく。あなたのウィンディーネ？　水圧や光の屈折率も操作できるのは予想してたけど。まさか体を水で覆おおって光の屈折率を操作し、擬ぎ似じ的な光学迷めい彩さいを作り出すとはね。正直、ちょっと見直したわ」

「あたしだっていろいろ考えてるのよ」

　気をよくしたあきらは少し態度をやわらげる。

「あら、あなたが考案した方法だったの？　意外ね」

　感心した顔を見せたのもつかの間、アリシアはすぐに頰ほお杖づえをついてため息一つこぼし、

「それにしても、あんなことに使用するなんて技術力の無む駄だ遣づかい。まったく」

　心底呆あきれた声を発する。

「うっさい！」

「それとあまり騒がないでくれる？　これ以上、観衆の注目を集めたいの？」

　五つ目のケーキを胃に収めようやく落ち着いたのか、あきらは対岸の取り澄ました女性を睨にらみつける。

「あたしの役目は、あんたが怪しいことしないように見張ること」

「その見張りが怪しいことして、いいのかしら？」

　ぐっと言葉につまるあきらだが、それでも負けじと睨みつけながら言った。

「今日調査でいろいろ回ったのは解わかるんだけどさあ。この街には何しに来たわけ？　なんかただぶらぶらしてるようにしか見えないんだけど」

「ここにきた理由はプライベート」

「ぷらいべーとお？　観光にくるにしちゃ、ちょっとしけたところじゃない？」

「だから観光目的ではないわ」

「じゃあ何、誰かに会うため？」

「あなたに答える義務はないでしょ」

「だってあんたの尾び行こう疲れる。ほとんど一日中歩きづめなんだもん」

「こう見えても、足で稼かせぐタイプなの」

「表面は取り澄ましていても、水面下でばたばたやってるんだ」

「あなたの表現、そこはかとなく悪意を感じるんだけど」

「別にぃ」

　カップを置くと、アリシアは冷たい眼まな差ざしをあきらに送った。

「ホテルでも尾行してたわね？　食事中も」

「ふ、ふーん」

「ミスター伊だ達てとの食事は、楽しかったわ」

　あきらは盛大にカップをひっくり返し、おかわりしたばかりのコーヒーを自分のズボンにぶちまける。

「あち、あちっ」

「ふふ。からかうと面白いわね、あなた」

　ウェイトレスがすぐにタオルを手に駆け寄ってきた。教育の行き届いた迅じん速そくな対応というより、奇き妙みような二人を注目していたからこそできた対応のようだ。

　一通り後あと始し末まつが終わりウェイトレスが去ると、アリシアは話の続きをする。

「安心して。ミスター伊達はセクシーな男性だと思うけど、私の好みじゃないから」

　あきらは疑ぎ惑わくを大盛りにした眼差しで、アリシアを睨ねめ付ける。

「本当に？　真しん治じさんを前にして好みじゃないなんて、信じらんない」

「プライベートでも始し終じゆう張りつめているような男が相手では、こっちが疲れてしまうでしょ。私はステディにするなら、もっと若くてかわいくて天てん真しん爛らん漫まんなほうが好き。それに彼、異い性せいには興味なさそうだし。ＡＤＥＭや遺い産さんのことで頭がいっぱいみたい。あら、これはあなたにとっていい情報とは言えないかもね」

「いいの。真治さんは仕事しているときが一番かっこいいんだから」

　誇らしげに胸をそらせるあきらに、アリシアは処置なしという顔をする。

「ま、いいや。あんたが若いツバメを囲いたいタイプだって聞いて少し安心した」

「What?　私は鳥を飼いたいなんて言ってないわよ？」

「あ、これは解わかんないんだ、ふふふん」

　勝ち誇るあきらは、それで気分が良くなったのかアリシアをさらに挑ちよう発はつする。

「いいのいいの、気にしないで」

「なに、どういう意味なの？　ツバメってスワローのこと？　どういう意味があるの？」

「あんたがいくつか知らないけどさあ、若くてかわいい男の子が好みなんて、ババアな発言だよねえ。年とし増まっぽいっていうか。もしかして見た目よりあんがい年くってる？　十八歳さい以下はやめときなねえ。日本でも犯罪だからさー」

「ありがとう……。だいたいどういう意味なのか飲み込めたわ」

「あ、それは良かったね。新しいボキャブラリーが一個増ふえてさ。でも意い外がいだねえ。渋い大人おとなの男より、若い天真爛漫な男の子がいいなんて。もしかしてファザコンとか？　ステップファザーなんでしょう？　ほら、反動でそうなるってのも、よくあるパターンじゃん」

　カラカラと笑うあきらを前に、アリシアの様よう子すが変わる。正確には彼女の手にしたコーヒーカップにほんのわずかな微び振動が生まれていた。

　それに気づいたあきらが、

「あれ？　もしかして地じ雷らい踏んだ？　ご、ごめん、ちょっとばかし、複雑な家庭の事情に立ち入りすぎた……ような気がする……」

　と慌あわてて謝るも、時は既に遅かった。

「たかが言葉一つで、人をそこまでからかって喜べるなんて。あなたって……本当に子供」

　そう言って、アリシアはジャケットを脱ぐ。すわ、このままここで銃じゆう撃げき戦かと身構えたあきらだが、アリシアの行動は戦闘の予よ備び動作ではなかった。しかし、別の意味での戦いの予備動作であった。

　ジャケットを脱いだアリシアは、体の線が浮き彫りになるシャツのボタンをさらに一つはずし、大きい胸をつきだすようにしながら、足を組みなおした。ひっつめにしていた髪をほどくと、無ぶ粋すいなメガネをはずし、最後はトドメとばかりに、まるでシャンプーの宣伝のモデルのように、ブロンドの髪を大おお袈げ裟さにかきあげる。

[image: ]

　店中からため息がもれ、アリシアを賞しよう賛さんする声がそこかしこから聞こえた。

「すげー、モデルかな？」

「見て、あの人、ちょー綺き麗れい」

「絶対、有名人だよ」

　携帯のカメラでアリシアを撮とろうとする客達に、さすがにあきらが慌あわてて小声でつめよる。

「ちょっと、あんた、自分の立場忘れてなに目立ってんのよ？」

「別に問題ないわよ。素人しろうとのカメラに映るくらい、何も。人から見られるのなんて慣れてるし」

　人々の注視にアリシアは悠ゆう然ぜんと構えて、さらに足を組みなおした。スカートの下から伸びる太ももが男性陣じんの注目度どをさらに押し上げる。

「横にいる人はマネージャーかなんかかな？」

「髪の色が派は手でだけど、そうなんじゃない？」

　耳に入る客の会話に、アリシアはクスクスと笑う。

「ほら、あなたはマネージャーですって」

「よけいなお世話よ！」

　注目を浴びることを注意した十秒後にもかかわらず、あきらは怒ど鳴なってしまった。

「私は事実を言っただけ。人に嚙かみ付く前に、自分の女性としての魅み力りよくを、もっと磨く努力をしたらいかが？　髪はボサボサ、化粧ッけはない、尾び行こうのための普段着ぎのつもりかもしれないけど、はっきり言ってセンスゼロ。伊だ達て司し令れいはおろか、今のあなたをいいっていう男性なんて、よほどの物好きかゲイだけね」

「そ、そこまで言わなくたっていいでしょ!?」

「言ってあげてるの。あなた子供なのよ。好きな人の周りでただ騒いでいるだけで、アピールのしかた一つ知らない。ハイスクールの生徒だって、あなたの十倍は色気があるわ。ここでの観衆の注目度どがすべてを証明している。違って？」

「あったまきた！」

　テーブルを破壊しかねない勢いで叩たたきあきらは立ち上がると、アリシアに指先をつきつける。

「なによ、ちょっと自分が美人で胸がでかくて体に凹おう凸とつあるからってその態度！　あたし達はエロ雑誌のカバーガールが生業なりわいってわけじゃないんだからね！　生業の意味、解わかる？　解んなくても教えないけど！　とにかく、あたし達はあたし達のフィールドで決着つけようじゃないのさ！」

　衆しゆう人じん注視の中でのどうどうとした宣せん戦せん布ふ告こくだった。

「ちょっと大人おとな気げなかったかしら」

　釣つりはいらないと男おとこ前まえなしぐさでウェイトレスに五千円札を出し、出口に向かって歩いていくあきらの後ろ姿を見て、アリシアは多少後こう悔かいする。

「ほら、なにぐずぐずしてんの！」

　怒ど鳴なり散らすあきらを放っておくわけにもいかず、重たい腰を上げた。
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　かくしてＡＤＥＭのアドバンスＬＣ部隊の精せい鋭えいと、アメリカ国防情報局ＤＩＡから派は遣けんされた諜ちよう報ほう員は廃はいビルのロビーで対たい峙じする。

　あきらは好戦的な表情で、アリシアは頭痛に悩んでいるような表情で、相手の顔を見る。

「ねえ、本当にやるの？」

　気乗りしない声はアリシアのものだ。

「やる。絶対にやる」

　対しやる気に満ちた声はあきらのものだ。宣戦布告とばかりに、指先をアリシアに突き付けた。

「場所的には文句ないはずだからね。防ぼう音おん設備の整った廃ビルなんて、なかなかないんだから」

「まあ、場所的には問題ないけど……」

　問題があったほうがよかった。そのまま勝負なしになったほうが遙かにましだ。アリシアの口く調ちようは如によ実じつにそう物語っていたが、あきらの用意した場所は完かん璧ぺきだった。

「あのう、ちょっと、お嬢じようさん方？」

　そこに第三者の声が、混じった。

「重大な問題が発生したって聞いたから、来てみれば……」

　おそるおそる相手の顔色をうかがいつつ、言葉を選ぶのは突然呼び出されたＡＤＥＭの秘書官、八や代しろ一はじめだ。

「マジでやるつもり？　へたすれば超ちよう大おお事ごとだし、それにほら、僕いま、けっこう忙しいんだけど……」

「審判に発言権はない」

　ぶつぶつ言う八代の言葉を、あきらはばっさり切り捨てる。

「発言権のない審判って、なに？」

　自分の存在意義を見いだせない八代は、ただただ哀かなしみと途と方ほうに暮れるばかりだ。

「うるさいなあ、八代っちは。ただそこで公平に勝負の行方ゆくえを見届ければいいの。環たまきあきらは華か麗れいに鮮やかに勝ちましたって言えばいいの！　解わかった？」

「解ったって言いたくない気持ち、解ってくれないかな？」

　最大限の譲じよう歩ほを提案するが、一ひと睨にらみで却きやつ下かされた。

「あきらめなさい、運転手。私はもうあきらめたから」

　アリシアの眼まな差ざしは同類を哀あわれむそれだ。この一瞬だけ、アリシアと八代は深い共感を抱いた。

「まあ、それに私のせいでもあるのよ。少し反省しているわ。彼女だけを責めないでちょうだい」

「へえ？」

　アリシアらしからぬ物言いに興味をひかれた八代は遠えん慮りよなく聞いてみる。

「原因はなんなの？」

「子供じみた言い争い。どうでもいいことだったんだけど、気がついたらこうなってたわ」

「もしかして、ウィンディーネの手の内をみるために、あきら君を怒らせた？」

「まさか。そこまでアンフェアじゃない」

　と言って、アリシアは笑う。

「ほんとに行きがかり上、なりゆきってやつよ」

　アリシアの笑顔は自然で、八代はその言葉を素直に信じることにした。もっとも、行きがかりとなりゆきで、毎回こんなことになっては、上じよう司しとして心臓と首がいくつあっても足りない。しかし救いはありそうだ。アリシアはすでに冷静ないつもの彼女に戻っている。あきらだけがいきり立っていても勝負がそう大変な方向に流れることはないだろう。

「ちょっとそこ、なにゴチャゴチャ言ってんの？　さっさと、始めるよ！」

　あきらが手のひらをこぶしで叩たたく。

「どうぞ」

　どうでもよさげにアリシアが手のひらを振る。

「あ、じゃあ。始め？」

　八や代しろが気の抜けた開始の合図をする。

　かくして、あきらVSアリシアの第２ラウンドが始まった。







　あきらは始まると同時に階段を駆け上っていく。アリシアの射しや撃げき能力を警けい戒かいし、なおかつ己おのれのウィンディーネを最大限に生かす戦せん略りやくに出た。水の形状と光の屈くつ折せつ率りつを自由自在に操あやつるウィンディーネは、光ファイバーカメラのような使い方もできる。複数の管くだ状じようのカメラを自じ在ざいに展開できるあきらは、入り組んだ地形、狭い建物内で大きな力を発はつ揮きする。

　以前あきらのウィンディーネの力を見ているアリシアはそれを解わかっているにもかかわらず、あきらの動向を黙って見逃した。

「追わないの？」

　八代が問うと、アリシアは肩をすくませ、

「どうして？　好こう都つ合ごうなのに」

　と謎なぞの言葉を残す。しかしそれを八代が問うことはない。フェア精神からではなく、直後にとったアリシアの行動を見て、意図に気づいたからだ。

　アリシアは回れ右をすると、出口に向かってすたすたと歩いていく。

「つきあってられないわ」

　玄関の扉を開けようとした、アリシアは不ふ可か解かいな顔をした。

「ドアが、開かない!?」

　扉は押しても引いても、ピクリともしなかった。

「はっはー。外に出ようとしてるんでしょ。無む駄だ無駄。鍵かぎをウィンディーネで無理やりねじ曲げたから、開かないよ」

　どこからか勝ち誇ったあきらの声が聞こえてくる。

「味なまねするじゃない」

　こめかみに血管を浮かび上がらせながらも、アリシアは二ふた呼吸で落ち着きを取り戻し、腕を伸ばす。その手にはいつのまにか銃が一いつ丁ちよう握られていた。

「どこから出すんだろう？」

　八代の疑問は黙もく殺さつされ、アリシアは無む造ぞう作さに扉に銃を向けた。ためらいのない銃声が八発続つづいた。しかし扉の表面に傷こそ残るが、破壊するまでには至らない。

「運転手、この施設はなんなの？」

「ああ、八年前に立ち消えになったとある組織の残ざん骸がい。なぜか対テロ処理がされたね。百億おく以上の税金が無む駄だ遣づかいされたって、当時は、非難囂ごう囂ごうだったなあ」

「テロ対策がされた建物？」

　アリシアは窓に向かって銃を撃うつ。しかしガラスが割れることはなかった。さらに何度か銃声。どれもが無む駄だに終わった。どこからともなく聞こえてくるあきらの笑い声が、アリシアを苛いら立だたせる。

「無駄だと思うよ。可か塑そ性せいの爆ばく弾だんを鍵かぎ穴あなに入れて爆発させれば、なんとかなるかもしれないけど」

「かそせい？　聞いたことない日本語ね」

「つまりプラスチック爆弾」

　八や代しろの翻ほん訳やくに、アリシアの表情がますます険しくなる。銃は手品のようにどこからでも出せるが、さすがに爆弾は無理のようだ。

　苛立ったアリシアの耳に、さらに苛立たせる声が届く。

「しっぽ巻いて逃げようたって無駄だからね。屋上の鍵だけは残しておいたから。逃げるならそこからにするんだね。無事、屋上にたどりつけるんなら」

　あきらの哄こう笑しように、冷静だと思われていたアリシアが切れた。

　力一いつ杯ぱい扉を蹴け飛とばし、表ひよう記きするのもはばかれる罵ば詈り雑ぞう言ごんを英語で延々と吐き捨て続ける。一通り言い終えると、表情が急に冷めたものになった。

「なんかこめかみの血管が切れる音が聞こえたんだけど」

　幻げん聴ちようには思えない音を耳にした八代は、しかし幻聴だと信じたい一いち縷るの望みを持ってアリシアの様よう子すをうかがう。

「いいでしょ、あきら。あなたの望み通り、殺し合いに応じましょう」

　有ゆう言げん実行とばかりに、両手に銃を二に丁ちよう構える。

「アリシアさん？　あの、それはゴム弾だんかペイント弾だよね？」

　八代の質問にアリシアはにっこり微ほほ笑えむ。なぜか見る者の背せ筋すじを凍らせる微笑みだ。

「もちろん」

「うわあ、噓うそつきだぁ」

　頭をかかえる八代におかまいなしに、アリシアは頭上の換気口こうに銃を向け引き金を引く。直後、換気口の格こう子しに穴が空あき、水が弾はじけた。

「こそこそと」

　あきらが換気口を利用してウィンディーネでアリシアの様子を探っていた。だがほとんど無音に近いウィンディーネのそれに気づくアリシアの技量に、八代は素直に舌を巻いた。

　八代としては、まだ全ぜん貌ぼうを見せないアリシアの能力を垣間かいま見るチャンスという思おも惑わくもあった。いや、本当はそれですむ問題ではないのだが、そのような理り屈くつをつけてやらないことには、あまりにもさびしい。

　一方あきらのほうも、直情的だが、遺い産さんを使うセンスは八代も一いち目もく置いている。ウィンディーネという応用力の広い遺い産さん技術の能力をいかんなく発はつ揮きしている。水の屈くつ折せつ率りつを操作した擬ぎ似じ的光学迷めい彩さいなど、報告を聞いて思わず感心したものだ。ただそのような部下の能力が始し末まつ書しよという形で耳に届くのが、少しばかりむなしいだけで。

「まあいっか。今回は始末書や苦情処しよ理り報告じゃなくて、この目で直じかに見届けさせてもらおう」

　そう無理やり自分を納なつ得とくさせると、

「さて、本気でやりあったら、どっちが上かな？」

　階段に消えたアリシアの背中を見送って、八や代しろは一人つぶやいた。




　　　　５




　アリシアはゆっくりとした歩調で階段を上がっていく。ヒールの音も思い切り響ひびかせ、戦いの場という趣おもむきがない。

　ただ途と中ちゆう何度か、目に残ざん像ぞうしか残さない早はや業わざであらぬ方向に銃を向け引き金を引いた。そこでは例外なく水が弾はじけた。ことごとくあきらのウィンディーネを撃げき退たいしていく。

「貯水タンクは生きている、と思った方がよさそうね」

　あきらが建物内に入るとき、大量の水を持ち込んだ様よう子すはない。ならば、建物にあるものを利用していると見るのが妥当なところだ。水は無む尽じん蔵ぞうと言わないまでも、潤じゆん沢たくにあると思ったほうがよさそうだ。

「ああ、あきら君……」

　アリシアの背後で、八代が頭をかかえている。ウィンディーネの弱点の一つは、不ふ純じゆん物ぶつが混じる水しかない場合の、著いちじるしい能力の低下だった。だがそれも、水の中の不純物を一気に食い尽くすバクテリアの力で、水の純度を上げることに成功した。リニアエクスプレスの中で峰みね島しま由ゆ宇うにウィンディーネを破られた経験から学び、ヴァージョンアップされた大事な技術は、しかしこんな状況で初はつ披ひ露ろうされてしまう。

　潤沢な水を利用し、さらにウィンディーネから伸ばされた水の触しよく手しゆは監かん視し用だけのものではない。ときに水すい弾だんとして発射され、アリシアを狙う。紙かみ一ひと重えで回避し壁に当たった水弾は、例外なくコンクリートに穴を開けている。

「ウィンディーネ、思ったよりもやっかいね」

　コンクリートの穴を見て、唇をなめた。思ったよりもやりがいがある。遊びのつもりだったアリシアのテンションのギアが一つ跳ね上がった。

　さらに第二第三の水弾が続けざまに発射される。ほとんど無音に近いそれを、アリシアはどのような手段で察さつ知ちするのか、床を蹴けり、体を回転させ回避していく。さらに回避するだけにとどまらず、水弾の元であるウィンディーネの水流に銃じゆう弾だんを撃うち込み破裂させ、水の弾だん丸がんを止めるという荒あら技わざまでやってのけた。

　着地から立ち上がると同時に、髪の乱れを片手で直す。その仕し草ぐさどれ一つを取っても、落ち着き払ったものだった。

「もっと正面から挑いどんでくる性格だと思ったけど」

　違い和わ感かんがアリシアの眉み間けんにしわを作った。あきらの性格は短い期間の中でも充じゆう分ぶん理解できるほど単純な思し考こうルーチンだ。ただ単純と愚おろかは違う。そこをはき違えては痛い目に遭あう。

「どこかで侮あなどっていたかしらね」

　アリシアはどこか楽しそうに小さく笑った。







　最上階を前にして、またどこからかあきらの声が響ひびいた。だが今度は一瞬、その赤い髪が壁の間を見え隠かくれする。

「やっとここまできたね！」

　それだけ言うと、あきらはすぐに奥の部屋に入り込んでしまう。

　あからさまな誘いに苦く笑しようしつつも、アリシアはあきらの誘いに乗ることにした。何をたくらんでいるのか楽しみだという思いもある。

　ウィンディーネを使った多た彩さいな攻撃や攪かく乱らんは、彼女なりのフェア精神なのだろう。どれも危険なものではあったが、勝負を決めるためのものではない。

　そして最後の最後であきらは姿を見せた。つまり、去った先にある部屋がこれまで見せてきた手の内の集しゆう大たい成せいであると明言し、誘っている。なんとも彼女らしいフェアな勝負方法だ。

　対しアリシアはほとんど手の内を見せていない。回避と上の階を目指すことに集中した結果だ。そのことについてあきらはどう思っているのか、正直まだ解わからない。

「やりにくい相手ね」

　つい先ほど見せたあきらの晴れやかな表情は、そのことに微み塵じんも不満を抱いていないことがみてとれた。気持ちいいくらいまっすぐな性格をしている。

　横には屋上に続く階段が見えた。

　だがアリシアは屋上に続く階段を無視して、あきらの待つ部屋に入る。これは彼女に対する最低限の礼れい儀ぎだ。あきらも来ると信じているだろう。微塵の疑いもないその気持ちを、アリシアは裏切れなかった。

「まったくセンチメンタルな気持ちにさせる国だこと」

　苦く笑しようを交え、アリシアは部屋に足を踏み入れる。やや無む造ぞう作さとも言える動作は彼女の油ゆ断だんか、それとも自信の表れか。しかしいずれにせよ、一歩踏み入れた空間を目の当たりにして、それらの感情は吹き飛んだ。

　アリシアは一瞬、目を疑った。

　何十人、あるいは百に届く数のあきらの姿がそこにあった。ウィンディーネの水の形状と光の屈くつ折せつ率りつを操あやつれる能力の集しゆう大たい成せいだ。板いた状じようの水の壁が何枚も迷めい路ろのように部屋を覆おおい尽くしている。水の屈折率を操作し鏡のような効果をもたらしながら。

　遊園地等などにあるミラーハウスと同じ、鏡のトリックだ。さらにウィンディーネの限界なのか、あきらの意図するところなのか、鏡と化した水の幕は完全に光を反射せず、うっすらと向こう側を透すけて見せている。ミラーハウスにはない鏡と半はん透明による二重の奥行き感が、さらに視覚を混乱させた。

「さあ、最後の勝負だからね」

　何十ものあきらがアリシアを指さす。

「これで私に勝てるつもり？」

　挑ちよう発はつに挑発で返す。それを涼しく受け流し、あきらはさらに追い打ちをかける。

「あんたのこと、だいたい解わかったよ。銃はめちゃめちゃうまいし、目はいいんだろうなって思ってたけど、でもあんた、それ以上に耳がいいでしょう？」

「さあ？」

「だからほんとうに些さ細さいなウィンディーネの音も聞き分けて、場所を察さつ知ちできる。違うかな？」

　アリシアは笑う。肯こう定ていを意味する笑みだ。

「だったら、この鏡のトリックがどれだけ無意味か解って？」

　視覚を混乱させても、聴覚がある。聴覚があれば、あきらの居い場所はすぐに知れる。事実、アリシアはあきらが部屋のどこにいるのか既に見けん当とうをつけていた。薄い板状の水では、以前のように銃じゆう弾だんを止めることもできない。一発でかたがつく。

「私に勝ちたかったら無音で来ることね。あきら」

「それは無理」

　あきらはあっけらかんと答える。それがアリシアには不ふ可か解かいだ。

「でもこういうのはどう？」

「こういうのはどう？」

「いうのはどう？」

「のはどう？」

「どう？」

　あきらの声がこだました。

「知ってる？　水って空気より音の伝わる速さが４・４倍速いって」

　またもこだまするあきらの声。

「さらにそこにウィンディーネで細さい工くすれば、この通り」

　複雑に反はん響きようし合う音が重なり合い、発生源を不確定にする。

「侮あなどっていたようね」

　アリシアの額ひたいに汗が浮かぶ。あきらの能力は高く評価していたつもりだった。アリシアが知る優秀な戦闘員の十じつ指しにいれていたくらいだ。しかしそれでもなお過か小しよう評価だった。

「だから後こう悔かいしても遅いって」

「いいえ、とても嬉うれしいわ」

　アリシアが両手を腰の後ろに回すと、そこから二に丁ちようの銃が現れる。さらにアリシアの構えは奇き妙みようなものだった。左手は大きく先に伸ばし、右手は逆に大きく引いている。まるで弓矢を構えるように二丁の銃を構えた。

「気をつけなさい。この構えは少々、危険よ」

「いーねー。そうこなくちゃ。さしずめ映画かゲームのラストバトルって感じね」

「あなたは塔とうの最上階で待ち受けるボスキャラってところかしら？」

「ちょっとそれって、あたしが悪者ってこと？」

　あきらの声は絶えず、こだまして捕らえにくい。

「ええ、そして最後に負けるのよっ！」

　最初に動いたのは、アリシアだった。







　アリシアが動いた。

　同時にいくつもの銃声があきらの耳に届く。弾だん丸がんを四し方ほう八はつ方ぽうに無秩序に撃うっている。一見、そのように見える。しかしそれをあきらは、

「さすが」

　と感かん嘆たんの声で賞しよう賛さんした。

「あたしの目をつぶしにきたってわけね」

　いまや室内全体を覆おおっていると言っても過か言ごんではないウィンディーネの水流は、同時にあきらの目にもなる。しかし屈くつ折せつ率りつの操作を鏡に割さいているため、室内の大部分の水は目の代だい役やくにはならない。さらに、映像の乱らん反射でアリシアの姿も多た重じゆうに映り、あきら自じ身しん混乱しかねないという危険。自分の策にはまるほど愚おろかなことはない。

　しかし唯ゆい一いつ鏡きよう面めんの影えい響きようを受けない視点がある。鏡に対して視点を水平──縦に取れば、鏡面を見なくてすむ、つまり天井から見下ろす、あるいは床から見上げる視点のみが、この映像が乱舞する部屋の中で、唯一影響をまぬがれる場所である。

　アリシアの射しや撃げきは、天井に位置させたカメラを狙そ撃げきするものだった。同時に周辺の水の壁も打ち抜く。波は紋もんが広がった水の壁は虚きよ像ぞうを映す能力をなくした。

　しかしそれらはあきらの予想の範はん疇ちゆうだ。

　アリシアは波紋の広がった水の壁を突破し、あきらの方へ向かってくる。音を攪かく乱らんしても、およその見けん当とうはつけていたのだろう。それでもわずかにずれているのは、ウィンディーネによる音の攪かく乱らんの成果か、あるいはアリシアになんらかの策があってのことか。

　あきらの表情にも緊きん張ちようが走る。

　あと一いつ手て、あきらは策を練っている。アリシアの行動は予測通り。いまのところはあきらの術じゆつ中ちゆうにはまっているように見える。あきらのウィンディーネの仕掛けの突破は、さらにアリシアが自分の術中に足を踏み入れていることを意味した。

　しかしアリシアが近づくにつれ、不安が湧わき上がる。アリシアが見せた弓を引くような奇き妙みような構え。あきらがまだ一手隠かくし持っているように、アリシアもまだ射しや撃げき能力の全ぜん貌ぼうを見せていない。

　わずか数秒の思し考こう。アリシアが目前に迫った。







　アリシアはさらに強く地面を蹴けった。予想どおり、ウィンディーネの作った鏡の壁は脆もろい。ちょっとした抵抗はあるものの、勢いよくぶつかれば水の壁は破れた。さらに弾だん丸がんの威い力りよくを乗せれば、アリシアの疾しつ走そうを止めることなどできない。

　壁を次々と破り、アリシアはあきらがいると見けん当とうをつけた場所に向かう。その足に迷いはない。

　さらに一枚、水の壁を破る。破った先に、半はん透明のあきらの姿がある。また鏡が映した虚きよ像ぞうだ。アリシアは銃を撃うった。波は紋もんが広がり、鏡の力を失う。

　視し覚かくは瞬しゆん時じに周辺の状況を把握する。

　──おかしい。

　アリシアの脳のう裏りに疑問が湧わく。あきらの姿がない。もう見えてもいいころだ。決して広いとはいえない部屋の中でおよそ見当はずれの場所に向かったなど、あるはずもない。

　アリシアの中で警けい戒かい心しんが跳ね上がった。

　何かある。

　あきらの策はこれだけに終わらない。







　あきらの口が笑みの形になる。ほんの数メートル目の前で、とまどいを見せているアリシアがいる。正確には波紋が広がった水の壁かべ越ごしのため細かい表情までは読めない、しかし気配から、アリシアの感情を感じることができた。

　そう、あきらはアリシアの目の前にいた。アリシアが最後に撃った虚像が映っていると思っていた水の壁。しかしそれこそは本物のあきらだった。ステルス迷めい彩さいの応用、完全に光を屈くつ折せつさせ透とう過かさせるのではなく、半分だけ行う。水の壁に包まれたあきらの姿はそうして半透明になり、半透明に映るあきらは虚像という先せん入にゆう観かんを植え付けられたアリシアに、目の前の本物を偽にせ物ものと判断させてしまう。

　アリシアの撃うった銃じゆう弾だんは、水圧で殺す。銃弾を通さないぎりぎりの厚さの水の壁を、わずか弾だん丸がん一発分の範はん囲いに、神かみ業わざの域でウィンディーネで作り上げた。

　あとは高圧の水流をアリシアに向けて放つだけ。ダイヤモンドさえ切断する水圧を、気き絶ぜつする程度に抑え、発射すれば勝負は終わる。

　アリシアはまだ気づいていない。

　あきらは高こう水すい圧あつ弾だんの発射準備をする。あと一秒で決着がつく。

　そのときアリシアが奇き妙みような行動に出た。

　銃を構える。先ほど見せた弓を構える姿勢に似ている。しかし、銃口はまるで見けん当とう違いの方向に向いている。

　虚きよ像ぞうに映った別のあきらを狙ったか。しかしその可能性をあきらはすぐに否定した。ウィンディーネの機能を多た岐きに展開することには限界が来ている。高水圧弾の準備ですでに、あきらの虚像は全部消えていた。

　壁も崩ほう壊かいする。残るはあきらとアリシアの間にある高水圧の壁だけだ。しかし壁が崩れ落ちる前にあきらの最後の一いつ手ては発射される。切り替えの速さはこれ以上にないほど、完かん璧ぺきでスムーズに行われた。

　だからアリシアが気づいても遅い。

　そのはずだった。しかしまるで見当違いの方向に水平に構えられた二に丁ちようの拳けん銃じゆうが、あきらの不安を誘う。しかし、一発では突とつ破ぱ不可能な壁が二人の間にある。弾丸が曲がらない限りあきらを仕し留とめるのは無理だ。

　──何をするつもりなの？

　スローモーションのようにアリシアの引き金にかかる指が引き絞しぼられるのが見える。コンマ一秒アリシアが速い。しかし意味のない速さだ。あさっての方向に弾丸が発射されたあと、あきらが発射した水弾がアリシアを撃つ。
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　なのに不安が消えない。なぜか胸の奥に敗北感が広がる。この期ごに及んでなにを弱気になっているのか。

　──違う。

　弱気ではない。小さい頃から培つちかった戦士の勘かんが、理り屈くつを抜きにした未来像を描く。

　──あたしが負ける？　またしても？

　歯がみする。極きよく限げん状態の中での思し考こうは、これ以上にないほど高速化され世界をスローモーションに変える。負けるという思考が、あきらの頭を埋め尽くす。

　パンッっと何かが弾はじける音が、最後に耳に届いた。
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「はいはーい、そこまで～」

　パンパンと、柏かしわ手でみたいに手を叩たたきながら、緊きん張ちよう感かんを一気に亜あ空間へおいやる間の抜けた声が響ひびき渡った。

　突然の、そしてあまりに場にそぐわない気の抜けた台詞せりふに、あきらとアリシアの動きが一瞬止まった。壁を形成していた水が、一いつ斉せいに床に広がる。あきらとアリシアを隔へだてるものはなくなった。しかし二人の視線は、お互いにない。部屋の出入り口に立つ一人の男に向けられていた。

「はーい、お嬢じようさん方。そこまでそこまで」

　手をぱんぱん叩きながら入ってきたのは八や代しろだ。緊張感皆かい無むの声にいつものへらへらとした笑顔。完全に興きようをそがれた戦いの最中の二人は、一気に脱だつ力りよくする。

「ちょっと二人とも、暴れすぎー。苦く情じようと通報の電話がダブルで警察に届いちゃったらしいから。はい撤てつ収しゆう、撤収。速やかに～」

　にこやかな笑顔が、ずかずかと入ってくる。

　最後に聞いた破裂音おんのようなものは、八代が手を叩く音だったのだろうか。いいところだったのに。アリシアが何をしてくるか知りたかったのに。まだ戦いの余よ韻いんがさめやらないあきらは、ぼんやりとそんなことを考えながら茶ちや髪ぱつの上じよう司しに文もん句くを言う。

「八や代しろっち、なんであんたはいつもそうなの？」

「いつもそうって何が？」

　あきらはあきらめたように手を振る。

「いい。何を言っても無む駄だな気がしてきた」

「遠回しに馬鹿にされてる気がするなあ」

　不満を口にする八代が一つの視線に気づいた。視線の方向を向くと、険しい顔をしたアリシアの顔がある。

「やだなあ。そんな怖い顔しないでよ。美人が台だい無なしじゃないか」

　おどけた八代の口く調ちようには乗らず、一拍の間を置いてアリシアは問うた。

「運転手、あなたの名前は？」

「え？　何度も自己紹しよう介かいしたはずなんだけど。覚えておいてよ」

　少しポーズをつけ、前髪をかきあげて右手をさしだす。

「八代一はじめ。あらためてよろしく」

「八代っち、一つ良いこと教えてあげる。自分じゃニヒルにきめたつもりかもしれないけど、ぜんぜんダメだよ」

「えっ、いけてない？」

「いけてない」

　八代とあきらのやりとりを黙ってみていたアリシアは、

「ヤシロ……。そう。気づいておくべきだったわ。ちょっとうかつ」

　ぽつりとつぶやいた。
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「なんであそこで八代っちは止めるかなあ」

　何度同じ愚ぐ痴ちを繰り返しても、あきらの不平不ふ満まんが収まることはなかった。

「今回の勝負はドロー。あるいはノーカウントね」

　横に並んで歩いているのはアリシアだ。

「ああ、もう。ノーカンノーカン。あんなマヌケなケチついたもん、勝負だなんて言いたくない」

　あきらが腕を振り回して叫ぶため、繁はん華か街がいでは少々目立つ。それでなくても二人は注目されやすい容よう姿しをしていた。すでに時間は八時を回り、繁華街は会社帰りのサラリーマンの姿であふれていた。

「で、どこまでついていけばいいの？」

「いいから黙ってついて来なさいって。ほら、もうすぐだから。適度な運動のあとはエネルギーを摂せつ取しゆしないとね」

「あれを適度な運動と断言するあたり、あなたってある意味すごい」

　それから五分も歩くと、一件の居い酒ざか屋やにたどり着いた。表おもて路地からやや奥まった場所にあるその店は、看かん板ばんも店も古くて小さい。のれんも少しくたびれている。しかし繁はん盛じようしているのは中から聞こえてくる人のにぎわう声で、充分に察することができた。

「ここ、ここ。最近見つけた、あたしのお気に入り」

　あきらが振り返ると、アリシアがぼんやりと店を眺ながめている。どこか放心した感じにあきらは不安になった。

「どうしたの、ぼんやりして。この店、気に入らない？　たしかに見てくれは悪いけど、美お味いいんだから。だいたい日本で美味しいもの食べようって思ったら、小こ綺ぎ麗れいなところより……」

「ここよ」

「あ、何が？」

「私がこようと思っていたところ」

「え、どういうこと？」

　あきらはまだアリシアの言おうとしていることが把握できず目を白黒させる。

「だから、私がプライベートで来ようと思ってたところ」

「え、この店なの？　ちょっとできすぎじゃない？」

「いいえ。別にこの店って意味じゃない。ただ、日本の古こ風ふうな居酒屋に来てみたかったの」

「なんでまた？　あ、いいや。ここで立ち話もなんだし、腰こし落ち着けてからじっくり聞くよ」

　中なか々なか開かない入り口の扉に悪あく戦せん苦く闘とうしながら、ようやく中にはいる。

「おっちゃん、ビール二つ」

　あきらはのれんをくぐるやいなや、アリシアの意思も聞かず飲み物を決めてしまう。そのままずかずかと店の奥に進むと、空あいたテーブルに勝手に腰を落ち着けた。

「で、どうして日本の居酒屋に興味なんてもったの？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな言い回しは、好ましかった。だからだろうか、めったに自分のことを話さないアリシアだが、このときばかりはすんなりと口が開いた。

「私の母親の再さい婚こん相手が日本人だって言ったわね？」

「アリシア・新あら井いだもんね。そっか、どこも日本人ぽくないって思ったら、再婚で変わった姓せいなんだ」

「そう。別に新しいダディが好きになれなかったわけじゃないけれど、一つだけ我慢ならないことがあったのよ」

「なに？」

「アメリカの料理はまずい。アメリカ人は料理のしかたをしらないってね」

「あはは、イギリスのほうが酷ひどいよ」

「それは遠回しな同意と受け取っていいのかしら？　だいたい、魚を生で食べたり、なんでも混ぜて油で揚げるなんていただけない」

「スシやテンプラだって、アメリカで人気あるじゃん？」

「珍しいから食べてるだけよ。あんなもの。一回食べたけど、まずくてどうしようもなかった」

「そりゃ、板いた前まえさんかネタがよくなかったんだよ」

「愛あい国こく心しんあふれる擁よう護ごをどうも。でも私の意見は変わらないわ」

「お父とうさんも同じこと言ってなかった？」

「ええ。二言目にはね。もううんざり」

　本当にうんざりした表情のアリシアがおかしく、あきらは口元をほころばせる。

「で、なんで居い酒ざか屋やなの？」

「アメリカ人は、牛をこれだけ食べてるくせに牛の食べ方を知らないって」

　そこで初めてあきらは、すべてに合点がてんがいったというようにポンと手を打つ。

「ああ。もしかしてお父さん、モツ好きだった？」

　アリシアは無言の肯こう定ていをする。

「あはは、それは解わかるなあ。モツの煮込みは、ちょっとやみつきになるよ。お酒にも合うし」

　あきらは破は顔がんする。

「ビール、お待たせしました」

　大ジョッキを持って女将おかみがやってきたので一時、話は中断された。

「また酔った勢いでケンカしないでくださいね」

　笑顔だが、女将のあきらを見る目は笑っていない。

「あはは、やだなあ。あのときだけだから」

「どうだか」

　女将は疑いの眼まな差ざしであきらを見る。

「あなた、酒しゆ乱らんなの？」

「違うって。あのときはたまたまだよ、たまたま」

「どうかしらね」

　アリシアは疑ぎ惑わくの眼差しであきらを見る。

「で、あんたは居酒屋にモツを食べにきたと」

「でも内ない臓ぞうよ？」

「だから美う味まいんだって。あ、お刺身盛もり合わせと、海え老びと貝柱のかきあげ、それとモツ煮に込こみ二つ」

　しばらくして運ばれてきたモツを口にしたアリシアの顔は見み物ものだった。

「どう、美お味いしいでしょう？」

「ま、まあ、そうね」

「え、なに？　よく聞こえない」

「悪くないって言ってるのよ」

「素直じゃないなあ」

　七しち味み唐とう辛がら子しをこのスパイスかけてもいけるよと、アリシアの皿にふりかけながら、あきらはどこかしんみりした口く調ちようで言った。

「さっきはさ、ステップファザーとかファザコンとか、無神経なこと言って、悪かったよ。いいお父とうさんだったんだね。牛のことにしたって、日本のいいとこ、解わかって欲しかっただけなんだよ」

「そんなの、解ってる」

「はは。じゃあ、帰国したら仲直りだ」

　アリシアの返事はなかった。

「ごめん、あたし、またよけいなこと言っちゃった？」

　アリシアは首を横にふり、あきらが七味をかけたモツを黙って食べる。この手の沈ちん黙もくに耐えられない性た質ちのあきらは、慌あわてて話題を探し話し始めた。

「まあね、オヤジっていってもいろいろだね。うちは血はつながってたけど、ロクでもないオヤジだったよ。戦争大好きでさ。この平和な日本に生まれたってのに、何を好すき好んでか世界中で傭よう兵へい生活。日本で金かね稼かせいだら、また行っちゃうんだな。ママは呆あきれ果てて小さい頃ころ出て行っちゃった」

「あなたを置いて？」

「ううん。一緒にこいってすごい言われたけど、ママにはもう新しいダンナがいたから。なんかあたしまでついていったら、オヤジを二人で見捨てるみたいで可哀想かわいそうに思ってさ。子供だったんだね。オヤジはあたしをつれて世界中いろんなとこに行った。ほとんど戦場だったけど」

　アリシアはやはり黙ったままだ。あきらも何か言葉を期待していたわけではないのか、そのまま話し続ける。

「十六のときに、あっさり死んじゃった。あっけなかったなあ。それであたしは、フランスの外人部ぶ隊たいに入ったってわけ」

「ああ、あなたの英語がフランス語訛なまりなのはそういうこと」

「……まあ、こんな商売してるんだし、あたしもろくでもないオヤジの血をひいてるんだと思うよ」

「でもそれならあなたのお父様は優秀だったのね。あなたの戦闘での気き転てんの速さは、正直、感心した」

「……ありがと」

「サシミとテンプラも、ダディとあなたの言うとおり、美お味いしいわ。テンプラに入っているこのハーブは何かしら」

「ハーブ？　ああ、三つ葉のこと？　確かにこれの新鮮なのはアメリカじゃないかなあ。かきあげに入ってるのとないのとじゃ大違いだよね。なんだ、あんたけっこう日本の味、わかるじゃん！」

　あきらは自分の頰ほおを両手で思いきり叩たたくと、豪ごう快かいな声を張り上げる。

「ごめん、辛しん気き臭くさい話も、ビールも、もうやめやめ。飲もう！　今夜はとことん飲もう！」

「どういう論ろん理りでそういう帰結になるのかよく解わからないけど」

「飲めればいいの飲めれば！　あんたももちろん付き合うんだからね」

　アリシアはお手上げというゼスチャーをするが、拒絶を意味するものではなかった。

「おっちゃーん！　焼しよう酎ちゆう持ってきて！　いつものやつ！」

　すぐに二人の前に、焼酎のびんとグラスが二つとポットがのったお盆ぼんが運ばれてくる。

　お湯ゆ割わりをつくるあきらの様よう子すを興味津しん々しんに見ていたアリシアは、差し出されたグラスを持ち、

「まあ、いい香り」

　と、微ほほ笑えむ。

「でしょー、でしょー？　焼酎ってそこらのワインなんかよりよほど……」

　だが、一ひと口くち飲んだアリシアの様子がおかしい。かたまったまま、無色透とう明めいのコップの中をじっと見つめている。

「ねえ、これ……なに？」

「だから焼酎だけど。口に合わなかった？」

「ショーチューの原料はなに？」

「え？　これはそば焼酎だから、そばじゃないかな？」

　アリシアの様子がおかしい。

「そば……。さきに言っておくべきだ……ったわ」

　その言葉を最後にアリシアは椅い子すごと倒れて、気を失った。
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　アリシアが目を開けると、見覚えのない天井があった。

　ふらつく体に活を入れ、上体を起こす。シーツがこぼれた。自分の体にかけられていたと判断するまで数秒の間が空あく。

「ここは？」

　生活感のない部屋だ。何もかも真新しく使用された形けい跡せきはほとんどない。

「あたしの部屋」

　振り返れば、あきらが椅い子すに座ってアリシアを見ていた。耳についているヘッドホンのコードはそのままあきらの正面にあるテレビに繫つながっている。寝ているアリシアへの配はい慮りよだろうか。テレビモニターの中では目まぐるしく何かが動いていた。

「迷めい惑わくかけたみたいね」

「別に。でも、まさかそばアレルギーだとは思わなかった。日本が嫌いな理由はそれ？」

「違うわ。でも日本が油ゆ断だんならない国なのは確か。本国では、日本ほどそばなんてあふれてないから」

　説明しながら部屋を観察する。あきらが前に座っているテレビの周辺だけは、大だい小しよう様々なものが四し散さんして生活感にあふれている。それが生活感のない部屋の中で奇き妙みようなコントラストを作り、異い彩さいを放っていた。

「あ、くそっ。もう少しで新記録だったんだけどな」

　そう言ってあきらは手に握っていたコントローラーを放り出し、ヘッドホンを外す。テレビには GAME OVER の文字があった。

「ゲーム？」

　性能の進化で映画のＣＧに肉にく薄はくする映像が、リアルタイムに目まぐるしく動き回る。

「ああ、知ってる？　四世代目の最新ゲーム機なんだけど。あれ、アメリカじゃまだ未発売？」

「まだ未発売だけど、知ってるわ」

　あきらの目がいままでになく輝いている。小こ憎にくらしいまでに生き生きとしていた。

「どう、すごいでしょ」

　映像のリアルさのことを言っているのだろう。アリシアはうんざりした面おも持もちのまま、それを隠かくすことなく言葉にも乗せる。

「日本人の娯ご楽らくって理解しがたいわね。数億レベルのスパコンの性能を、たかだか数万のおもちゃに押し込めるなんて。なんて偏へん執しつ的なの」

「あんた絶対日本人に偏へん見けん持ってるでしょ？」

「ごく一般的な視点よ」

「それを言うなら、あんたの国だって負けじとゲーム機作ってるじゃない」

「あんなのなんでも一番にならないと気が済まない金持ちの道どう楽らく。偏執的思想の前にかなうはずないでしょう。輸出規制の危険性があるくらいの性能、ゲーム機に押し込めないで欲しいわ。軍事転てん用ようの危険性で無む駄だに目を光らせなきゃならないんだから」

「あ、あ、そうなの？」

　それでもアリシアが、どんな形にせよゲームに興味がないわけではないと解わかったあきらは、いそいそと新しいゲームをセットする。

「じゃあ、これ知ってる？　けっこうリアルなシミュレーションゲームなんだけど。ネットワークに対応しててね、世界の裏側にいる人間とでもリアルタイムに対戦できるんだ。かなり熱くなるよ」

　アリシアはこめかみを押さえて、知っているとうなずく。

「なんだ、あんがいゲーム好きなんじゃない」

　無理やり仲間に引き込もうとするあきらの言葉を、アリシアは冷たくはねのける。

「違う。そのゲームも一時期、ＤＩＡでは問題になったの。そのゲームの流出元もと知ってる？　イスラエルで極ごく秘ひ裏りに開発された軍ぐん用よう戦闘シミュレーションよ。それがどこからどう流れて一いつ介かいのゲーム会社にたどり着いたんだか」

「ぐ、軍用シミュレーションだったんだ。へえ、どおりでリアルすぎると思った」

「差し押さえて発売中止なんてしたらかえって騒ぎを大きくするから、データのリアルな部分は差し替えさせたわ。……無む駄だだったけど」

「なんで？」

「差し替えたはずのデータが、発売直後にネットに流れたの。開発元の馬鹿な社員がね、馬鹿をしでかしたわけ」

「ご、ご愁しゆう傷しよう様さま」

「なにがご愁傷様よ。あなたもちゃっかり差し替えデータ入れてるでしょう？」

「だってそっちのほうが面白いし……」

　そう言って、あきらは手早くボタンを押していく。その操作の手て際ぎわよさから、そうとうやりこんでいるのがうかがえた。

「ほら、ここに国と名前が出てくる。これみんな世界中からインターネットで同じゲームに接続してるんだ」

　熱心に説明するあきらは、アリシアの表情がますます不ふ機き嫌げんになっていくのに気づかない。

「んー、今日もいないなあ。こてんぱんにしすぎたかな」

　あきらの独り言が気になったのか、珍しくアリシアが質問した。

「誰がいないの？」

「アメリカから接続してたダブルＡってハンドルネームのユーザーなんだけどね。いつもあたしに対戦を挑いどんできてさ。まあ、いいカモだったんだけどね。弱いくせにやたらと挑んできて。ほんっと上じよう達たつしない奴やつでさ。ヘタクソもここまでくれば立りつ派ぱかなって」

　あははーと笑うあきらの横で、アリシアの表情が不機嫌から険けん悪あくに変わる。

「あきら。ちなみにあなたのハンドルネームは？」

「ＤＲ。フランス語で赤い悪あく魔まの略」

「Le Diable Rouge……赤い悪魔。そう……、あきら、あなただったの」

　こめかみに容よう赦しやなく押しつけられた銃口を感じ取り、あきらは背中に冷たい汗を流した。

「あのう、アリシアさん？」

「連想ゲームの時間よ。私のイニシャルは？」

「アリシア・新あら井い。イニシャルＡＡ。ダブルＡ」

「ご名答。先ほどは、お褒ほめいただいてありがとう。まさかリアルに海を越えてやってきて、ヴァーチャルの腕前を直じかに褒めていただけるなんて、思ってもみなかったわ」

「ああ、つまりこういうことなのか」

　あきらはぽんと手を打つ。

「あんたは日本に来る前から、あたしにこてんぱんにされる運命だったんだ」

　それからしばらく、あきらの部屋から言い争う声と騒ぎの音が途と絶だえることはなかった。
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　疲ひ弊へいしたあきらは床で大の字になりながら、壁により掛かって座っているアリシアを見た。

「でも、あんたがゲームやるなんて意い外がいだね」

「イメージじゃない？」

　アリシアは答えるのも面めん倒どうそうにしている。まだ肩で息をしていた。

「うん。好きそうに見えない」

「そうね、それほど好きじゃないわ」

「じゃあ、なんで」

「公平だからかしら。リアルな世界じゃ、私は不公平すぎる」

　そこにどのような想いが込められているのか、あきらは予想するしかできなかった。今日一日、アリシアと接し確かに常じよう人じん離ばなれした何かは感じ取った。しかしそれはアリシアの一部でしかない。それで彼女を解わかった気になるつもりはなかった。

　フランスの外人部隊に所属していたあきらは、生死を共にした仲間でさえ越えられない壁を、時に感じることがあった。

　だからアリシアの想いには踏み込まない。彼女の言う不公平がなんなのか問わない。

　ただ笑って、

「また対戦しようよ。手て加か減げんしてやるから」

　それだけ言った。

　アリシアはほんの少しあきらを不ふ思し議ぎそうに見ていたが、

「ふん」

　と鼻を一度鳴らしただけだった。

　アリシアらしからぬ子供っぽい態度がおかしくてあきらは笑った。そっぽを向いていたアリシアも、つられておかしくなったのか笑い声をこぼす。

「私も言い過ぎたわ」

　アリシアが唐とう突とつに言った。

「なんのこと？　っていうかどれのこと？」

「ミスター・伊だ達てだけど、解わからないわよ。亡くなった奥様はあなたと似ても似つかないタイプだったみたいでも、同じタイプを選ぶとも限らないし」

「んー。でもね、亡くなった奥さんに操みさおをたててる真しん治じさんも好きだし、実はそこは複雑。あたしじゃ真治さんとつりあわないってのはよく解ってるし……ね」

　口をとがらせて、椅い子すの上で器き用ように転がる。転がったまま、窓から夜空を見た。空気が澄んでいるのか、瞬またたく星がよく見えた。じっと空を見つめていたあきらは、目をこすって一度だけ鼻をぐすんとならした。

「昼間言ったこと、取り消すわ」

　黙っていたアリシアが消えそうな声でつぶやく。まるで聞こえて欲しくないとでも言うように。

「なにが？」

「耳ざといのね」

「だからなにが？」

「あなたにも可か愛わいらしい一面があったのね」

　あきらはポカンとした顔でアリシアの顔を見ていたが、すぐにチェシャ猫のように笑う。

「なに？　いまごろあたしの魅み力りよくに気がついた？」

「ほんの一瞬よ。星が瞬くより儚はかない魅力。あたしでないと気づかないんじゃない？」

　あきらは再び口をとがらせるが、すぐに屈くつ託たくなく笑う。

「ごめんなさい」

　なのに、なぜかアリシアは謝った。

「なんで謝るの？」

「……私、きっとあなたを裏切るわ」

　消え入りそうなアリシアの声。

　しかし、あきらの笑顔は消えなかった。

「大丈夫」

　それどころか、さらに笑顔が深まる。

「あたしが裏切らせない」

　笑顔が眩まぶしいとでもいうように、アリシアが目を細める。

「面めん倒どうな監かん視しがついたものね」

「そっ、あたし、しつこいよ」

「もう充分解ってるわよ」

「じゃあ遠えん慮りよなく、明日からもひっついて回るからよろしく」

　あきらはまっすぐに、右手をアリシアに差し出した。

「それに恥ずかしげもなく、そんなことをする。さっきの八や代しろもそう。日本人って、もっとシャイなんじゃないの？」

「だって恥ずかしくなんかないもん」

「ＡＤＥＭは変わり者の集団なのね」

「そっちほどじゃないよ」

　あきらの右手はまだ宙ぶらりんのままだ。しかしあきらの右手も笑顔も揺るがない。

「……まあ、変わり者同士お似に合あいかしら」

　なかばあきれたように、しかしどこか遠慮がちに、アリシアが右手を差し出すと、すぐにあきらがその手をしっかりとつかまえた。

「ほら、ね」

　アリシアの手を握ったあきらが屈くつ託たくなく笑う。少ししてアリシアも、あきらと同じように、微ほほ笑えんだ。
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　　　　プロローグ




　闇やみに葬ほうむられる事件がある。

　真目まなめ家が管理する奨しよう励れい都市《希望》で起こった事件もその一つだ。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺い産さんを狙う組織と、それを守る真目麻ま耶や。対たい遺産犯罪組織ＡＤＥＭ。遺産で変へん異いしてしまったかつては人であった怪かい物ぶつ。遺産をよく知る少女、峰島由ゆ宇う。そして禍まが神がみの血を受け継ぐ坂さか上がみ闘とう真ま。

　一つ間違えれば万まん単位の犠ぎ牲せいが出た事件であった。しかし事件の全ぜん貌ぼうのほとんどは一般に知られることなく、真目家が得意とする情報操そう作さによって湾わん曲きよくした形で人々に伝えられた。

　これから語られる物語は、闇に葬られた一連の事件の中でも、さらに奥にしまわれた出来事だ。当とう事じ者しや以外、知ることを許されず、当事者さえも口を固くつぐみ決して語ろうとはしない。

　闇の中でさえなお暗い忌いまわしい事件だった。
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「うん、ここで飲む紅茶はいつも美び味みだ。ＮＣＴで飲むものとは、ひと味違う」

　一時間後に重大な作戦を控えた麻耶と由宇は《希望》ビルの中にある、特別にしつらえられた部屋の中で、インドから送られてきたばかりのファーストフラッシュの味と香りを楽しんでいた。

「やはり茶ちや葉ばが違うのだろうか」

「確かに今年のファーストフラッシュは、どこも出来が良いようですわね。ジュンパナもリッシーハットもキャッスルトンも。けれど、入れ方も大きな差さ異いになりますわ。怜れいに紅茶を淹いれさせたら、右に出る者はいないでしょう」

　麻耶は自分のことのように自慢げだった。

「おそれいります。しかし麻耶様のお点たてになるお茶の足下にもおよびません」

　怜の態度はどこまでも折り目正しい。一礼をするときはまるで分ぶん度ど器きで測ったように、寸すん分ぶんたがわず正確である。

「ありがとう怜。お世せ辞じでも嬉うれしいわ」

　麻耶は怜に向かい花のように微ほほ笑えんでから、紅茶を口にする。そのため麻耶は、怜と麻耶のやりとりを見ていた由ゆ宇うの表情が変化するのを見逃してしまった。

「……麻ま耶や。君に聞きたいことがある」

　それに気づいたのは、由宇に少し暗い声で呼びかけられたときだ。声こわ色いろは暗いだけでなく、さきほどまでどこかにあった気軽さは消え、真剣さを漂わせていた。一時間後に控えている球体を取り出す計画のことについてだろうか。直前になって何か不安要よう素そが見つかったのだろうか。今からほぼ一時間後に行われる作戦は、由宇と麻耶だけではない。大おお勢ぜいの命がかかった失敗は許されない作戦だ。

「なんでしょうか？」

　麻耶は姿し勢せいを正すと、由宇の次の言葉を待った。由宇の視線が、紅茶の中と麻耶の顔の間を何度も行ったり来たりする。珍しくためらう由宇の態度に、麻耶の緊きん張ちよう感かんはますます高まった。

「いや、今、こんな状況で言うべきことではないのだろう……やめておく」

「いいえ。どんな些さ細さいなことでもおっしゃってください」

「だが……」

「この期ごにおよんで、何を言いますの？　私達の間に、隠かくし事は無用ですわ。由宇さん」

　引こうとする由宇に麻耶が詰め寄る。由宇はそれでもためらっていたが、麻耶の真剣なまなざしにおされたのか、ややあって重い口を開いた。

「そうか……。では聞こう」

「ええ、なんですの？」

　麻耶は身を乗り出して、どのような事態にも対処できるよう心の準備をし、由宇の次の言葉を待つ。だが、由宇から発せられた言葉はあまりにも想そう定てい外がいであった。

「……麻耶、君は料理というものができるか？」

「は？」

　麻耶の目が点になった。
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　奇き妙みような沈ちん黙もくは一分ほど続いた。一時間しかない休憩時間の六十分の一が、無む駄だに消費された。空からになったティーカップに紅茶を注つぐ怜れいだけは、いつも通りだ。

「あの、もう一度おっしゃっていただけますか？」

　これ以上無駄に時間を浪費させまいと決意したのか、麻耶はようやく問い返すことに成功した。

「意味がよくわかり……、熱っ！」

　それでも思し考こうが半なかば止まっているのは、紅茶をこぼしたことからうかがいしれる。怜は黙って真っ白のナプキンを麻ま耶やに差し出し、自分はテーブルを拭ふき、紅茶を淹いれなおす。

「それほど難なん解かいな日本語を使用した覚えはないぞ？」

　やや乱暴に置いた由ゆ宇うのカップから紅茶が飛び散る。それも黙って怜れいが拭いた。

「君に料理ができるのか否か聞いただけだ」

「え、ええ。まあ、それは解わかりますけれど、あの、どうしていきなり料理なのです？」

「先ほど君は、怜からお茶を点たてるのが上う手まいと言われていたようだが」

「それは半分は怜のお世せ辞じよ。私はお茶のお免めん状じようを持ってはいるけれど、あくまでたしなみの一つとしてですもの」

「……あ、う、たしなみというのは、女のたしなみというものか？」

「お茶を点てることに男性も女性も関係ありませんけれど」

　いまだに麻耶は、由宇の言わんとしていることがさっぱり解らない。

「しかし、とにかく君は、お茶は淹れられるのだな。お茶を淹れるということは料理の一いつ環かんではないのか？」

「ええ、そう言えなくもないかもしれませんわね」

「やはり料理の一環なのだな。そうか。私はその……料理という分野に、卓たく越えつした能力を発はつ揮きする機会に恵まれないというか、料理という分野に己おのれの未知の領りよう域いきを残していることを許しているというか、その……」

　ようやく由宇の言わんとしていることが解った麻耶は、

「平たく言うと、料理が苦にが手てですのね」

　と言って、くすりと笑った。

「うるさいっ！」

　その麻耶の様よう子すを見て、由宇は顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。テーブルを激しく叩たたいた拍ひよう子しに、またカップの紅茶がこぼれ、やはり黙って怜が拭いた。

　麻耶はその様子を不ふ思し議ぎに思った。料理ができるかどうかなど、気にするような性格にはとても見えない。何がそこまで由宇を追いつめているのか。

「で、どうなのだ？　先ほど君は、お茶はたしなみと言ったな。では料理はどうなのだ？　やはりあれも淑しゆく女じよのたしなみではないのか？」

　麻耶はどう答えようか思し案あんした。正直言って、生まれてこのかた、料理とは無む縁えんだった。台所など、倉の奥ほどに縁がない。真目まなめ家の令れい嬢じようともなれば、別段おかしなことではない。麻耶がどう答えたものか思案していると、

「由宇様は、なぜ料理のことをお気になされるのです？」

　二人の会話の間に、珍しく怜が割り込んできた。

「何か理由があると感じられましたが、いかがですか？」

「ふん」

　由ゆ宇うは鼻を鳴らすと不ふ機き嫌げんを露あらわにする。

「私に女らしくなれとほざいた不ふ届とどき者がいる。むろん根こん拠きよのない不当な評価だ。私は充分に女らしい」

　足を組んでふんぞり返って、胸をそらし、自信たっぷりに言ってのけた。その根拠こそどこにあるのかと麻ま耶やは問いたくなったが、思いのほか自分よりふくよかだった胸を前に、一瞬ひるんでしまう。

　答えがないのを肯こう定ていと受け取ったか、由宇は、

「私はその男の言うことなど、たいして気にはしていない。だがしかし、そんなことを言われれば私だって女だ。少しは傷つく。そのような気持ちを思い知らせ……いや、理解させ、前ぜん言げんを撤てつ回かいさせ、無神経な勘かん違ちがいを改めさせたい。なに、簡単だ。首の一つもねじればいい」

　麻耶も怜れいもあえて黙っている。口を挟んではいけない雰ふん囲い気きがあった。

「しかし、しかしだ。どうもそのような手段で撤回させても釈しやく然ぜんとしないものは残る」

「多少は自覚があるようで安心しました」

　ぼそっとつぶやいた麻耶を由宇がじろりと睨にらむ。

「なにがだ？」

「いえ。先を続けてください。とても興味深いお話ですわ」

　由宇の弱点を見つけたとばかりに、麻耶の態度に余よ裕ゆうが戻ってきた。

「話を続けるぞ。もう少し平和的に前言を撤回させるなら、私の女らしさを見せつけるのが一番だろうと思うのだ。どうだ？」

「まあ、そうですわね。それで、あなたにそのようなことを言った命知らずさんは、どこのどなたですか？」

　まだまだ余裕の麻耶は紅茶が美お味いしいと、優ゆう雅がにカップを口に運んだ。しかし、

「君の馬鹿兄あに貴き以外に、誰がいる？」

　という由宇の言葉で、麻耶は飲みかけた紅茶を吹いてしまった。真目まなめ麻耶の人生の中で生まれて初めて、いや、二回目の醜しゆう態たいである。

「兄にいさんは馬鹿じゃ！　……いえ、あの、闘とう真まがそんなことを!?」

　狼ろう狽ばいしまくる麻耶の横で、怜はこぼれた紅茶を静かに拭ふいた。二人の会話は続く。

「そうだ。あのような危き機き的てき状況でも女らしさにこだわるなど、よほど執しゆう着ちやくした想いなのだろう」

「執着ですって？」

「弧こ石せき島とうでの事件のときだ。あの男は、命の危機にさらされている非常事じ態たいにもかかわらず、女らしさにこだわった。それを執着と言わずしてなんと言う。執着、固こ執しつ、いやそんな言葉では生なま易やさしい。妄もう執しゆうといってもいい。命を秤はかりにかけてもなお重い。闘真にとって女らしさとは、どうやらそれほどのものらしい」

　麻ま耶やが喉のどを鳴らす。しかしすぐに気を取り直し、表情に自信をみなぎらせた。

「あなたはどうか知りませんが、私は真目まなめ家の令れい嬢じようとして恥ずかしくない教育を受けています。女らしさには自信がありますわ」

「そうか。そうだな。いや、真目家の娘ともなれば、あたりまえのことか……」

　由ゆ宇うは少しばかりうらやましそうに麻耶を見た。

「ではもちろん君は、女らしさの象しよう徴ちようである料理もできるのだな」

「え？」

「できるのだろう？」

「も、もちろんですわー」

　生まれてこの方キッチンになど入ったことのない麻耶は、きっぱりと断言した。







「料理なんて簡単ですわ。できて当然です。淑しゆく女じよとしての当然のたしなみです。もちろん、闘とう真まに女らしくなれと言われるような醜しゆう態たいをさらすなんて、もってのほかですわ」

　普段の由宇なら、卓たく越えつした洞どう察さつ力で麻耶の薄っぺらい噓うそなど瞬しゆん時じに見み抜ぬいただろう。しかしいまの由宇は動どう揺ようしていた。どこか自分と同じ匂においを感じる同年代の少女から、自分も料理が苦にが手てだという言葉を期待していたのに、見事に裏切られた。その落らく胆たんは大きい。

「め、目玉焼きなんかもできる……のか？」

　由宇の持つティーカップとソーサーがカチャカチャと音を鳴らす。ものすごい動揺っぷりだが、自分の噓を取り繕つくろうのに必死の麻耶は、気づきもしなかった。

「と、とと当然です。目玉焼きなんて、お料理の基礎中の基礎ですわ。お料理は目玉焼きに始まり、目玉焼きで終わるのです。目玉焼きなくしてお料理は語れません」

「そうか、ずいぶん頼もしい言葉だ。さすがは真目家の娘だな。今ばかりは、君を少し見直した。では、一つ教えてくれないか。目玉焼きの極ごく意いとはなんだ？」

　由宇は真しん摯しな態度で聞いてきた。引くに引けなくなった麻耶は、適当なことを言い繕つくろう。

「そんなもの、フライパンに卵を入れるだけです」

「それだけか？」

「それだけですわ」

　瞬またたく間に由宇の眉み間けんにしわが寄った。

「甘いっ！　それが目玉焼きの極意だというのか？　それが間違っているのは私でも解わかるぞ。今の君の発言は、紅茶を淹いれることを、茶ちや葉ばの上にお湯を注そそぐだけと言うのと同じことだぞ？　そのような物言い、料理を甘く見ている、いや、なにも知らないのだな。まあ、お嬢じよう様ならしかたがないか」

　麻耶のとってつけたメッキは十秒と持たなかった。

　だがそこでおめおめとやられる麻ま耶やではなかった。

「な、失礼な。普通の会話だからそう言ったまでです。誰が料理の手順を事こと細こまかに説明しますの？　そのほうがよほどおかしいですわ」

　めげずに必死にメッキを補充し続ける。

「では、君はできるのだな？」

　疑いの眼まな差ざしで、由ゆ宇うは麻耶を見た。麻耶は目をそらし、

「できますわ！」

　あくまでも噓うそを吐つき通した。
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　はたして二人がキッチンに立ったのは、五分後のことだ。

　いつのまにか用意されたフライパンと卵、油などがキッチンに二人分用意してある。さながらテレビ番組の料理対決のようなありさまだが、作るものはあくまでも目玉焼きである。

　対戦者二人は緊きん張ちようの面おも持もちでそれぞれの所しよ定てい位置に着く。

　料理の経験がない麻耶は、何をどうしていいのかまるで解わからなかった。途と方ほうに暮れる横で由宇が慣れた手つきで卵を手に取る。

「ふむ。この卵の大きさと重さでは、およそ77カロリー、タンパク質６グラム、脂し質しつ５・３グラム、水分31グラムと言ったところか」

　手の中で卵を転がし、由宇は先せん制せい攻撃を仕掛けた。しかし麻耶も負けてはいなかった。一度はひるむが、すぐに気持ちを立て直すとフライパンを手に取る。

「この調理器き具ぐは、フィスラー製ですのね。ドイツで百五十年以上の伝統を誇る、信頼性の高いメーカーです。ちなみに日本の代理店は東京都品しな川がわにあります」

　柄えに刻こく印いんされている文字から、麻耶はメーカーの詳しよう細さいをすらすらと口にする。今度は由宇がひるむ番だった。しかしすぐに不ふ敵てきな笑みを浮かべ、麻耶を見つめる。

「やるな。相手にとって不足はない」

「望むところですわ」

　火花を散らす背後で怜れいが気づかれないように嘆たん息そくする。メーカーの詳細も卵の成分も、目玉焼きを作るには、あまり、いやむしろほとんど関係ないとは、決して口にしない。ただ時計を見て、時間を気にしている。一時間しかない貴き重ちような休憩時間は、すでに三分の一が浪ろう費ひされようとしていた。

「では、さっそく始めるとしましょう」

　麻耶が料理に取りかかろうとすると、横からあざける笑い声が高らかに響ひびいた。

「はーはっはっはっ、語るに落ちたな、麻耶！　どんなにたくみに偽ぎ装そうを施ほどこしていようが、料理のイロハを知らないことなど、この私が見抜けないでか」

「な、なんですって！」

「甘い。他の人間ならいざ知らず、この私を騙だまし通せるものか。君は決定的なミスを犯した」

　由ゆ宇うは麻ま耶やに人差し指を突き付け、大だい上段に振りかざす。

「君はエプロンの装備を忘れている。料理が戦いならば、エプロンはさながら料理の戦闘服ふく。そのエプロンを忘れるとは、戦場に丸まる腰ごしで突っ立っている愚おろか者と一緒だ」

「くっ！　た、たまたま忘れただけですわ」

「そういうことにしておいてやろう。戦場でたまたま武器を忘れたなどと通じるものではないが、私は慈じ悲ひ深い」

　歯がみする麻耶の横をすり抜け、怜れいに問う。

「怜、エプロンはどこだ？」

「こちらに」

　怜がさした壁にはエプロンがハンガーに掛けてあった。しかし、そこで由宇は一瞬、戸と惑まどってしまう。エプロンの種類が豊富なのだ。本格的なものから家庭的なものまで、さながらエプロンの展示会のごとく陳ちん列れつしてあった。用意したのは怜だ。たんに好みのものを使えばいいだろうという配はい慮りよだったのだが、結果として由宇を苦しめる羽は目めとなった。

「わ、私はこれを使おう」

　由宇はフリルのついた可か愛わいらしいエプロンを手に取る。以前ＮＣＴ研究所であたえられたものと、そっくりなものを選択した。

「ふ、ふふふふ、うふふふふふ」

　笑い声はついさきほどまで茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていた麻耶から聞こえてきた。由宇が振り返ると、哀あわれみの眼まな差ざしとぶつかった。

「何がおかしい」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくを感じさせる麻耶の笑い方に、由宇は警けい戒かい心しんを高める。

「いえ、由宇さんも可愛らしいところがおありなのね」

「こ、これはだ……」

「エプロンを戦闘服と言っておきながら、選ばれるのがそれですか。ふふふふ」

　麻耶は優ゆう雅がな足取りでエプロン棚の前に立つと、その一つを手に取る。

「由宇さん、エプロンが戦闘服なら、最高の装そう備びを選ぶのではなくて？」

　麻耶が選んだのは、真目まなめ家の料理長が着る本格的なコックの服だ。背の高いコック帽ぼうまでついている。

「エプロンの最高装そう備びとは何か。これを知っていたら、とてもそんな軽けい装そうをお選びにはなりませんわ。エプロンはさながら料理の戦闘服。そのエプロンがそんなひらひらでは、戦場に竹やりで突っ立っている愚おろか者と一緒ですわ」

　着こなしだけは一流の麻ま耶やは完全武ぶ装そうを完了すると、びしっと人差し指を突き付ける。

「ふふ、この勝負、私が勝ったも同然ですわね！」

「ははは、何を言う、まだ勝負は始まったばかりだ！」

　不ぶ気き味みな笑い声二つに挟まれ、怜れいは微び動どうだにしない。ただ心なしかその目はいつもより冷たかった。







　そして二人は目玉焼き勝負を開始する。

　スタートダッシュが速かったのは由ゆ宇うだ。以前ＮＣＴ研究所の地下で、三十個の卵をついやし目玉焼きの練習をしている。仕上がりの出で来き不ふ出来はあるが、一いち応おう目玉焼きの手順は知っていた。フライパンを熱し、バターを落とし、卵を別の器に割り入れてから、フライパンにそっと移す。手に迷いはなかった。

　対し、不利なのは麻耶だ。生まれてから一度もキッチンなどに立ったことなどない麻耶は、卵を手に取り見比べては、横よこ目めで由宇の手順を盗み見ていた。それでもどうしていいか解わからず、卵を次々と手にとってはケースに戻すという、不ふ毛もうな作業を繰り返していた。

　順当に進めば、由宇の勝利で終わるはずだ。

　しかしこのときの由宇はすべてが正常ではなかった。思し考こうのネジが数十本抜けていた。麻耶の途と方ほうに暮れ卵を手に取る姿が、卵を手て際ぎわよく厳げん選せんしているように見えたのである。

　──まさか、これほどとは。

　何がこれほどなのかよく解らないつぶやきを漏らし、由宇は思し案あんする。同じ調理法で味に差が出るとするなら、それは食材だ。自分はその吟ぎん味みを怠おこたった。最初の、しかし非常に大事なステップを自分は誤ってしまった。だが、麻耶の前でおめおめとやり直すわけにはいかない。卵はすでにフライパンの上で、ジュウジュウと音をたてている。

　──普通の目玉焼きではかなわない。

　そう判断した由宇は、新たな味付けをめざし、調ちよう味み料の棚を物ぶつ色しよくし始めた。

　対し麻耶は由宇の手順を真ま似ねていた。だが、横目で盗み見る不自由さの中である。

　麻耶は最初にバターをフライパンに放り込むが、時は既に遅し、フライパンを熱しすぎていた。バターはあっという間に焦こげつき、油の役目を放ほう棄きする。

　さらに卵を割ろうとして、四個をぐしゃりとつぶしてしまった。その度に卵まみれになった手を拭ふき、

「この卵は駄だ目めです」

　とのたまっていたが、結果としてそれは由宇の勘かん違ちがいを補強する結果となった。

　さらに由宇が目玉焼きでは決して入れない調味料を入れているのを見て、麻耶は焦った。

　──まさか目玉焼きに砂糖とタバスコとターメリックを入れるなんて。

　対たい抗こう意識を燃やした麻ま耶やは、同じように調ちよう味み料を手に取る。しかし、同じものを入れては負けてしまう。一いちか八ばちかの大おお勝負に出た。

　──味と見た目め以外に、料理に大事なものは……そう、栄養ですわ！

　麻耶は思いつくままに栄養のありそうなものを入れ始めた。砂糖に対抗しジャムとオリゴ糖とうを、タバスコに対抗し黒くろ酢ずを、ターメリックに対抗しプロテインを目め分ぶん量りようで放り込んだ。

　麻耶の様よう子すを見て、由ゆ宇うの戻りかけた自信が再び揺らいだ。そもそも自信を持っていること自体間ま違ちがいなのだが。負けじと由宇もさらによけいなものを追加する。

　──麻耶の意図は見抜いた。栄養に着ちやく目もくしているな。そちらが栄養なら……私は健康に気を遣つかってみせよう。
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　よけいな部分でよけいな洞どう察さつ力りよくを見せる由宇。取り出したのは、キッチンの隅すみにあった救急セットだ。中にあった錠じよう剤ざいを次々と放り込む。風か邪ぜ薬ぐすりや頭痛薬、なぜか目薬までいれていた。胃腸薬だけ入らなかったのは不ふ思し議ぎという以外になかった。

　やがて、キッチンに異い臭しゆうが立ちこめてきた。怜れいはあらかじめ用意していたマスクをつけ、二人の様よう子すを見守る。止めるという不ふ毛もうな行為はハナからする気はなかった。

　簡単に言うと、二人の目玉焼き対決は昏こん迷めいしていた。







　試食用に怜れいの前に出されたのは、異い臭しゆうを放つ二つの物体だ。二人の料理を見て目玉焼きを連想するのは、至し難なんの業だった。皿の上にあるより、産業廃はい棄き物ぶつに混じっているほうが自然に見える。

　──麻ま耶や様と由ゆ宇う様は、私に死ねとおっしゃるのですか？
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　だが、怜はその言葉は口には出さず、

「そもそも、なぜご自分で試食なされないのですか？」

　もっともな疑問にすりかえた。だが、怜の口く調ちようは、麻耶がかつて聞いたことがないほど厳きびしかった。

「あ、ええと。もう、食べ飽きているから」

「そ、そうだ。私もＮＣＴで調理したとき、嫌と言うほど食した。さ、遠えん慮りよなく食べてくれ」

　怜はしばらく二枚の皿の上の、二つの物体を交互に見た。どう調理したら卵の白しろ身みがヘドロのような緑になるのか知りたかった。何を混ぜたら黄き身みが毒々しい紫むらさき色に染まるのか解明したかった。しかし目下、解決しなければならないのは、じっと見守る二人の少女の視線だ。

「では」

　怜は箸はしで由宇の作った目玉焼きをつまもうとして、表面の硬さに弾はじかれた。しかたなくナイフとフォークで切り刻み、一口分の大きさをやっと作る。

　しばらく咀そ嚼しやくしている怜れいの様よう子すを由ゆ宇うがじっと見ていた。美お味いしいともまずいとも言わない。表情に変化がない。

「なるほど」

　何がなるほどなのか、怜は次に麻ま耶やの自じ称しよう目玉焼きを手に取る。由宇のそれとは異なり、異い様ように軟らかく、なおかつ滑ぬめった。まるで箸はしで生きたウナギをつかむかのようだ。

「ふむ」

　それでもなんとか口にした怜は、同じようにしばらく咀嚼する。やはり表情に変化はない。

「で、どうなのだ？」

「私のほうが美味しかったわよね？」

　詰め寄る二人に怜は、

「試しに食されてみてはいかがですか？」

　と告げた。

　由宇と麻耶は顔を見合わせた。怜の様よう子すを見るに、見た目と臭においほどまずいものではないらしい。暗あん黙もくの休戦協きよう定ていが交わされた。

「うん。やはり自分で作ったものは自分で食さねば」

「そうですわね」

　二人の少女は自分達の作った物体を、四し苦く八はつ苦くしながらも口に運んだ。

　直後に防音処しよ理りを突き抜けて響ひびいた悲鳴が二つ。キッチンの流しに駆け込む少女の姿が二つあった。

　その後ろで二人に見られないよう、怜は舌に張ってあった保護フィルムをはがし、喉のどの奥に仕込んであった袋を取り出す。中には食したはずの二つの目玉焼きだ。

「こんなところで八はち陣じん家のスキルが役に立つとは思いませんでした」

　本来は毒から身を守る手段だ。いや、この場合も用途としては間違っていない。

　怜は目にもとまらぬ速さで、ゴミ箱の奥に入れ証しよう拠こ隠いん滅めつを図る。由宇と麻耶が憔しよう悴すいした顔で振り返ったときには、いつものクールな怜の姿がそこにあった。
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　惨ざん敗ぱいし消しよう沈ちんする二人の少女は、

「料理とはこうも難なん解かいなものなのか」

「侮あなどってましたわ」

　顔を見合わせ力なく笑った。

「食べられたものではなかった」

「ええ、私のほうも」

　対立していた二人が、お互い己おのれの非を認め許しあう。人として美しい姿がそこにあった。

「待て、おかしいぞ」

　しかし由ゆ宇うは疑問を抱き、疑いの眼まな差ざしで怜れいを見る。

「なぜ、あの料理を食べて怜はなんともないのだ？　自分で言うのもなんだが、あれ以下の料理はなかなかないぞ。泥どろ水みずをすすっていたほうがましだ」

「そういえば、おかしいですわね。怜は感情こそあまり外には出しませんが、あれを食して平然としていられるほど無神経ではないはずです」

　疑いの眼差しは二つに増えた。しかしこの中で一番冷れい静せいなのは考えるまでもなく怜である。

「さて、麻ま耶や様、由宇様。次に闘とう真ま様にお会いしたとき、自信をもって女らしさを示すことができますか？」

「うっ！」

「あっ！」

　快かい心しんの一いち撃げきを与え、追及をかわす。

「それは、いや、そうなのだが」

「女らしさって、そんな……」

　がっくりとうなだれて意気消しよう沈ちんする二人の間に、怜が何かを置いた。

「どうぞ、これをお使いください」

　怜の置いた物を二人は不ふ思し議ぎそうに見る。

「これはなんですの？」

「材質は発はつ泡ぽうスチロールのようだが。ふむ１２５グラムといったところか。中は空くう洞どうで別の物が入っているな」

　二人の反応を見て、怜は満足げにうなずく。もう自分に対する追及の矛ほこ先さきは完全にかわした。

「これはカップラーメンというものです。調理方法は簡単です。蓋ふたを開け熱湯を注そそぎ、三分待つだけです」

　怜は実践してみせる。カップラーメンを作っているとは思えない優ゆう雅がな動作だ。ほどなくして二人の前にできあがったカップラーメンが置かれる。

「どうぞ召し上がってみてください」

　恐る恐る二人はカップラーメンを手に取った。

「本当にこれは食べ物ですの？」

　麻耶は箸はしで麵めんをすくうが、しばらく口に入れるのをためらっていた。しかし由宇が口に運んだのを見て、対たい抗こう意識で思い切って口に入れる。目をつむり食する姿は、苦にがい薬を飲む子供と変わりない。

「んっ！」

「これは……」

　由ゆ宇うと麻ま耶やは同時に驚いて、まじまじとカップラーメンを見る。

「なかなか美お味いしいではないか」

「ええ、美味しいですわ」

　つい先ほど食べたのが料理というのもはばかられる物体。さらに二人ともインスタント食品を食べたのは生まれて初めてだった。このような条件下では、どんな料理でも美味しいと言うだろう。

「インスタント食品の技術は、日本が世界一です。フリーズドライ技術の進歩のたまものです」

　怜れいが味の土ど台だいを補強した。

「すばらしいですわ」

「これなら、できそうな気がする」

　二人は怜の言葉通りに実践する。さすがに湯を入れて三分待つだけでは失敗のしようがない。ほどなくできあがったカップラーメンに二人は飛びついた。

「自分で調理したとは思えないくらいに、美味しいですわ！」

　麻耶の自じ画が自じ賛さんに怜は眉まゆ一つ動かさない。ましてカップラーメンは調理したというほどのものではないなどとは、口が裂けても言わない。

「なにを。私が作ったカップラーメンのほうが美び味みだ」

　由宇の手前味み噌そにも怜は眉一つ動かさない。まして誰が作っても味に差さ異いはないなどとは、口が裂けても言わない。

「これなら、闘とう真まも納なつ得とくするはずです」

「決してまずいとは言わせないぞ」

　闘真の食生活を考えればすでに食べ飽きている可能性が大だが、怜は水を差すような真ま似ねはしない。

「まあ、よくみたら、これはうちの系けい列れつ会社の食品ではありませんか！　まったく峰みね島しまの遺い産さんも変な物ばかり作ってないで、このように気の利いたものでも発明すればいいのに」

　気分が軽くなったのか、麻耶が挑ちよう発はつ的なことを言った。

「なんだと？　それは聞き捨てならないな」

　ピクリとこめかみを震わせる由宇を尻しり目めに、麻耶は嬉き々きとしてやきそばの湯きりに挑ちよう戦せんしている。

「こうしてソースをからめて……。ふふ、できましたわ！　見て、和わ洋よう中ちゆう、色々な種類があります。これだけ味のバリエーションがあれば、フルコースを闘真にごちそうするのも夢ではありません」

　カップラーメンのフルコースを喜ぶのは、おそらく世界中でこの二人だけだろう。しかし不ふ毛もうな料理対決に終しゆう止し符ふを打ちたい怜は、あえて指し摘てきしない。たとえ二人が勘かん違ちがいしたままでも、被害が及ぶのは闘とう真まただ一人だ。

「待て。これには重大な欠点がある」

　だが由ゆ宇うは、喜ぶ麻ま耶やをいさめ厳きびしい声を出した。

「な、なんですの？」

「現実を見るんだ。ここにある料理の種類はラーメンにスパゲティ、そば、うどん、そして焼きそばだ。つまりすべては麵めん類るい。さすがに闘真と言えども、すべてが麵類では辟へき易えきするのではないか？」

　由宇のもっともな指し摘てきに、麻耶はハっとする。冷や汗の雫しずくが、床で弾はじけた。

「言われてみれば、その通りですわ。危うく大きな過ちを犯すところでした」

　麻耶は表情を引き締め、怜れいを見る。

「怜、なんとかならないのですか？　これでは栄養に偏かたよりが出ます」

　重々しく言ってのけるが、内容は混じりけのない他た力りき本ほん願がんだ。

「ぬかりはありません」

　怜はどこまでも用意周しゆう到とうであった。この数十分の展開は、すべて想そう定ていの範はん囲い内だ。

「おまかせください。電子レンジを使う方法です」
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「でんしれんじ……ですか。それはなんですの？」

　問い返してから麻耶はしまったという顔で、由宇を見る。すでにそこには不ふ敵てきな笑みを浮かべた由宇が、さげすみの眼まな差ざしで麻耶を見ていた。

「ふっ。語るに落ちたな真目まなめ麻耶」

　すでに底辺の底の底をうろつく二人にこれ以上落ちる場所などないのだが、熾し烈れつな底辺争あらそいの前では、大だい同どう小しよう異い、五ご十じつ歩ぽ百ひやつ歩ぽ、ドングリの背せい比くらべ、目くそ鼻くそを笑うなどの格かく言げんは意味をなさないらしい。

「電子レンジという名から想像もできないのか？　思し考こうの停止はもっとも許されない罪ざい悪あくの一つだぞ」

　くっと下した唇を嚙かみ悔くやしがる麻耶相あい手てに、由宇はますます優ゆう越えつ感かんを増ぞう長ちようさせる。

「で、ではあなたにはでんしれんじが、何か解わかりますの？」

「ふふ、ひらがなのような発音をしている時点で、君の負けだ。でんしれんじではない。電子レンジだ。では料理の才能が微み塵じんもない君に説明してやろう」

　大だい上段に構える由宇に、麻耶は対抗する術すべを持っていない。いまはじっと耐え、反撃の機会をうかがう。

「電子とは電子機器の略りやく称しよう。レンジは射しや程てい距離。つまり精せい密みつに長さを測る機械だ。考えても見るんだ。料理において長さを測るのがどれほど大事なものか。野菜や肉を切るときに、１ミクロンの狂いもなく切れたらどれほどのメリットがあるか。いいか、料理は科学だ。科学ならば正確さが要求される。同じ実験で同じ結果を出すには、つねに同じ状況を用意できなければならない。料理もそうだ。同じ美お味いしさを出すには、食材に狂いがあってはならない。同じものを用意できなければ、同じ美味しさが再現できるはずもない」

　なにも言い返すことのできない麻ま耶やは、しかしたった一つ見つけた矛む盾じゆん点を指し摘てきした。

「そ、そんなのおかしいですわ。なぜ、お料理の道具に、射しや程てい距離なんて物ぶつ騒そうな単語がつきますの？　距離なら length でいいではありませんか！」

「それこそ愚ぐ問もん。君が料理をまるで理解していない証しよう拠こだ。言ったではないか。料理とはすなわち戦いであると！」

　由ゆ宇うの言葉が麻耶の胸に深く突き刺さる。

「た、戦い……」

　ぐらりとよろけた麻耶は、かろうじてキッチンカウンターに手をついて上半身を支える。

「戦いの中で距離を測るのだ。射程距離という言葉が使われても、なんら不ふ思し議ぎではないだろう」

「わ、私が浅はかでした。確かにそう考えればすべてのつじつまは綺き麗れいにあいます」

　うなだれる麻耶にさしのべられた手があった。麻耶が顔をあげると、そこには笑顔の由宇がいる。

「自分の非ひを認めるのは勇気がいる。私は正直、君を侮あなどっていた。その勇気は賞しよう賛さんに値する」

「……由宇さん」

　真目まなめ家と峰みね島しまという宿しゆく敵てきの垣かき根ねを越え、一つの友情が芽め生ばえようとしていた。

　が。

「水を差すようで申し訳ありませんが、電子レンジの意味はまるで違います」

　手に手を取り合おうとした麻耶と由宇の手が止まった。見れば表情を何一つ変えない怜れいが、いつものように静かに立っている。

「電子レンジとは、電でん磁じ波はにより分子を振動させ食品を加熱する電子機器です。簡単にいいますと料理を加熱する道具です」

　由宇と麻耶はしばらく沈ちん黙もくする。気まずい空気の中、怜の紅茶を淹いれる音だけがやけに大きく響ひびいた。
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「そもそも日本語と英語がくっついている時点で、このネーミングは間違っている。電子振しん動どう機とでも名付けておけ」

「そ、そうですわ。日本語の乱れは、嘆なげかわしいものがあります」

　痛々しく取り繕つくろいあっていた由ゆ宇うと麻ま耶やだが、チンという軽快な音の後に、目の前で次々と料理ができ上がっていく様さまを見て、子供のように目を丸くした。

「わあ」

　由宇と麻耶は同時に感かん嘆たんの声を発する。

　二人の前には電子レンジで温めるだけでいい食品が、いくつも並べられた。チャーハン、ギョウザ、カレー、ビビンバ、スープ、コロッケにハンバーグ、パスタにグラタン。家庭的な料理ならおおかたそろっていると言って過か言ごんではない。バリエーションの豊かさはカップラーメンの比ではなかった。

「これが全部、電子レンジで温めるだけで出来る食品ですの？」

「はい。これらすべて、電子レンジのみで調ちよう理り可能です。高級なものの中には、ちょっとしたレストラン並みの味を再現しているものもあります。市場にはあまり流れていないので、少し手を回す必要がありますが。また、ものによってはスチームオーブンが必要になりますが、いま目の前にあるのは手軽さをモットーとした食品です」

　麻耶は目を乙おと女めチックに輝かせた。

「素晴らしいですわ！　これで私も三つ星レストラン並みの料理の腕前に」

　怜れいの言葉は瞬しゆん時じに拡大解かい釈しやくされていた。麻耶にしてみればちょっとしたレストランとは、三つ星を意味するらしい。また電子レンジで温めるだけという行為が、料理であるかという当然の疑問も彼方かなたに追いやられている。

「まて麻耶。君は少々浮かれすぎだ。食べてみるまで、味は保証の限りではない」

　水を差したのは由宇だ。しかし冷静だったわけではなく、遺い産さん技術がインスタント食品以下と言われたことを根に持っていたからだ。ようは電子レンジ食品に難なん癖くせをつけたいだけであった。

「ふふ、由宇さん。見苦しいですよ」

　レンジでチンが料理なのかという疑問すら湧わかない麻耶だが、由宇の心情の変化は目ざとく察する。

「そんなに悔くやしかったら、カップラーメンや電子レンジを超える発明をなさいな。まあ、できるかどうか解わかりませんけど」

　あとになって麻耶はこの挑ちよう発はつを、これまでの人生の三大失しつ言げんの一つとして数えている。

　由ゆ宇うはじっと麻ま耶やの顔を見た。睨にらむわけでもなかった。なんとも言えない表情だ。しかしそれもほんの数秒。

「怜れい、休憩時間の残りはどれくらいだ」

　由宇はメモ帳に何かを書き留めながら、喋しやべった。もはや一分一秒でも惜しいと言いたげだ。

「十五分です」

「ではこのメモに書かれているものを五分で用意してくれ」

　由宇が書いたリストは食材や調理器具ではなく、工具や電子機器の材料のたぐいだ。五分で集めろというのは無む茶ちやがある。

「十分お待ちください」

「七分。それ以上は待てない」

　怜は一礼して、すぐに姿を消した。由宇の無茶な注文に応じるには、怜自みずから動く必要があった。

「いったいなんなんですの？」

　麻耶は不ふ審しんを露あらわに見ていたが、すぐに気を取り直して電子レンジの料理に取りかかる。電子レンジ食品のほとんどは封を開けて温める時間を指定するだけで事足りた。麻耶はいそいそ準備すると、電子レンジの待ち時間、落ち着きなくそわそわする。程ほどなく電子レンジがチンと鳴り、麻耶は恐る恐る電子レンジの中から温めた食品を取り出した。カニクリームコロッケというオーソドックスなそれを口にした瞬間、

「クリーミィで美お味いしい」

　麻耶は感激の言葉を口にする。しかしその感激も、数秒後にはしぼんでいった。

「ふっふっふっふっ」

　ずっと聞こえないふりをしていた由宇の不ぶ気き味みな笑い声がどうしても気になるのだ。椅い子すに座り、足を組み、じっと麻耶のほうを見て笑っている。正直、怖かった。

「気にするな。いまは一いつ時ときの勝利を謳おう歌かしているといい」

　麻耶がちらちらと様よう子すをうかがうのを見て、由宇の不気味な笑みはさらに怪しさを増した。生きた心地がせず、麻耶は機械のようにクリームコロッケを口に運ぶ。もうほとんど味は解わからない。

　きっちり七分後、怜が戻ってくる。白い布をかぶったタイヤのついた籠かごが運び込まれた。中がなんなのかまるで見けん当とうがつかない。麻耶は不安そうに怜の顔を見るが、そこから解答は得られなかった。怜自じ身しん、使用目的がよく解っていないという顔をしている。

「三分待っていろ。それと私のいる部屋を絶対見るな」

　由宇は鶴つるの恩返しのような一言を残し、籠をもって奥の部屋に消える。それから三分後に由宇とともに現れた箱は、奇き妙みようなものだった。ガラス窓から見える箱の中には、禍まが々まがしい形状をした四本の槍やりのようなものが中央に向いている。

「これこそ電子レンジに代わる瞬間加か熱ねつ装置だ。レーザーによる瞬間加熱。加熱する物体の形状を解かい析せきし、０・７ミリ単位の精せい度どで個々の場所に最適な時間だけレーザーを照しよう射しやする。同時に強力な電でん磁じ波はで内部からも加熱する電子レンジと同じ仕組みも内包した。理論上、完全に均きん一いつな加熱。冷凍した食料も、ものの十秒で、こんがりと焦こがすほどの瞬間加熱。どうだ！」

　怜れいと麻ま耶やはしばらく言葉を失う。

「加熱の解析って……その箱にくっついているＬＡＦＩが行うのですか？」

　ＬＡＦＩサードが箱の一部に取り付けられていた。カメラが箱の内部に向けられている。

　そのときだけ、得意げな由ゆ宇うの顔に影が差した。

「こんなとき風かざ間まがいてくれれば、さらに微び細さいな操作が可能であったのだが……」

　しかし風間は自己の修しゆう復ふく中であった。悲しげな顔をする由宇の想いとは裏うら腹はらに、それは由宇にとって不幸中の幸いであった。風間がいれば、絶対に防げたであろう行為はしかし、誰の邪じや魔まも受けることはなかった。

「ではさっそく、試し運転といこう」

　一人意気揚よう々ようとする由宇は、適当な食品を見み繕つくろい、ＬＡＦＩサードが接続された奇き妙みような箱に放り込むと、ためらうことなくスイッチを入れた。

　ＫＩＢＯＵビルの一角が、大だい爆発で大きな穴を開けたのはその直後だった。




　　　　エピローグ




　後に由宇は語った。急いで作りすぎたため、レーザーの出力単たん位いを三桁けたほど間違ってしまった、と。

　死人も怪け我が人にんもなかったのは奇き跡せきとしか言いようがない。

　かくして《希望》の街の地下に埋められた遺い産さんを取り出す作戦が開始された。そのつい一時間前、ＫＩＢＯＵビルの一角で、由宇達たちがなにをしていたかは当事者以い外がい誰も知らない。

　ＫＩＢＯＵビルの爆発は敵てき勢力の攻撃と報告され、真目まなめ家の一人娘むすめと峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの一人娘の醜しゆう態たいは、こうして永遠に闇やみに葬ほうむられたのである。
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　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。お初の方は、はじめまして、葉山透です。

　さて、これを手にとっているほとんどの方は、既に９Ｓシリーズの読者さんであるかと思いますが、中には山やま本もとヤマトさんの可か愛わいい女の子二人の表紙にひかれ「お？　新しい学園ラブコメのシリーズか？」と期待を膨ふくらませながら、ここを読んでいる方もいらっしゃるかもしれません。

　あなたの選択は間違っていません。そのままレジに直行しましょう。本編もまとめて一緒に買えばなお良しです。電でん撃げきｈｐに掲けい載さいされた、この外伝シリーズから入って「真ま面じ目めで難しそうで敬けい遠えんしてた本編にも思い切りハマりました！」とおっしゃる読者さんも多数いらしたことですし、きっとあなたもその仲間入りができるはず。間違ってもだまされたと本編を床にたたきつけてはいけません（本は大切にしましょう）。

　そして「もともと本編のファンだったけど、電撃ｈｐの掲載分ぶんは見逃しちゃったよ！　心臓型のクッションって何？　すごく気になるよ！　ぜひ文庫化を！」と熱心なリクエストを下さった皆様、おまたせしました。

　皆様の熱い応援のおかげで、９Ｓ〈ないんえす？〉は無事、文庫化の運びと相あい成なりました。




　さて表紙とタイトルから察せられるように、「９Ｓ〈ないんえす？〉」は本編である「９Ｓ〈ナインエス〉」とずいぶん趣おもむきが違います。一番違うのは、規き定てい枚数に余よ裕ゆうで収まったので、あとがきが１ページじゃないこと……ではなくて、中身です。中身。番ばん外がい編はコメディ色が強い短編集です。

　シリアスな本編ではありえないような格かつ好こうで、おかしな言動を皆がしまくっています。シリアス度合いが強ければ強いほど、ギャグの落差が激しくて面白いのはお約束。

　作者自身、書いていてとても楽しかったです。

　しかし、何気ないところで大事な設定が書かれていたりするので侮あなどれません。

　また、本編であのキャラが言ってたことは、こういうことだったのか！　というようなことも、こっそり含まれていたりします。

　どうぞ、笑いつつも、いろいろ気をつけながら読んでみてくださいませ。




　それでは、各かく短編の紹介などをしていこうと思います。




「峰みね島しま由ゆ宇う、ただいま花嫁修行中！」（電撃 hp Volume.30 掲載）

　記念すべき、初の９Ｓ番外編です。

　表おもての主役は短たん編ぺん第だい一いち弾だんにふさわしく由ゆ宇うですが、陰の脇わき役やく王おう、岸きし田だ博士の晴れ舞台でもあります。この短編により曇り空の日の影より薄い岸田博士の人気が急きゆう上昇しました。

　一巻からすべての巻に登場する重要人物でありながら、今まで一度も挿さし絵えにならなかった岸田博士、とうとう文庫でイラストになって登場です！　祝！　岸田博士イラスト化！

　ところで、この話は、その後の「ないんえす？」シリーズの方向性を決定づけることになった話です。

　最初は、初の短編ということで気負ってしまい、９Ｓを知らない読者さんにも読んでもらえるチャンスだし、９Ｓの世界観をそのまま表現したような、シリアスなお話を考えていました。が、なかなか上う手まくいきません。そのとき、友人に相談したところ、

「せっかくの短編なら、おもいっきり違う話が読みたい。由宇がエプロンしてフライパン持って、目玉焼きを飛ばしているような、ありえないシーンが見たい」

　と言われ、目の前がパーっと開けて、一日で書きました。書いていてヒジョーに楽しかったです。

　ちなみに、この号には９Ｓのスペシャルポスターがついてました。山やま本もとヤマトさん描き下ろしによるポスターは、６月発売ということで、皆、水着です。由宇も麻ま耶やもビキニです！　カワイーです。




「峰島由宇、ただいま乙おと女めの修行中！」（電でん撃げき hp Volume.35 掲けい載さい）

　最初は闘とう真まよりの三人称しようで書いていたのですが、なんとなくピンとこなくて、ああだこうだ悩んでいるうちに、ふと風かざ間まの一人称にしてみたら、うまくはまりました（教きよう訓くん、闘真は語り部に向いていない）。

　はじまりが「我わが輩はいは猫である」なので、最後、風間はお風ふ呂ろに水没させようかと思ったのですが、さすがにあんまりなのでやめました。ただでさえ、ふだんからフレームを曲げられたり分解の危機にさらされている彼の心労を、これ以上、増やすわけにはいきません。風間がいなくなってしまったら、９Ｓシリーズはそこで頓とん挫ざしてしまいます。

　コンセプトの一つが、「制服を着た由宇が見たい」でした。可か愛わいい制服由宇がたくさん見られたので、私は満足です。皆さんはいかがでしょうか？

　そうそう、本ほん巻かん表紙イラストの由宇のかばんのキーホルダー、お気づきになられましたか？　さすが山本ヤマトさん、芸が細かいです。

　次は闘真と萩はぎ原わらと長谷川はせがわのガクラン姿が見たいなあとか、もくろんでます。さて、どうなることやら。

　ちなみに、この号の電でん撃げきｈｐは９Ｓが表紙でした。山本ヤマトさん描き下ろしの、たくさんの電子機器やモニターに囲まれて笑う由宇。すごくかっこよかったです。




「男の生き方、プライスレス」（電でん撃げき hp Volume.36 掲けい載さい）

　萩はぎ原わら誠まこと＆八や代しろ一はじめの過去話です。

　脇わき役やくの野や郎ろう二人なんて色気のない話はダメかなあと思っていたら、とてもウケがよくて、作者的にはかなり嬉うれしかった短編です。

　コメディ満まん載さいの「ないんえす？」の中で、ハードボイルドな雰ふん囲い気き漂う、大人おとなの男の短編になりました（一部噓うそ）。

　表紙イラストがこれまたかっこよくて、送られてきたとき大喜びしたのを憶おぼえてます。

　いや、それにしても、この短編は、一つの夢がかなった瞬間でした（ちょっと大おお袈げ裟さ？）。

　なぜなら、葉は山やまは昔から、長いシリーズモノが大好きでした。そしてもっと好きだったのが、脇役が活躍する外がい伝でんでした。

　本編ではあまり語られない脇役の過去話。実はあんなことが、こんなことがあったのではと予想しながら読む楽しさは、長編シリアス物語の大きな楽しみの一つではないでしょうか？

　自分の作品でそれがやれたのは、本当に嬉うれしかったです。

　さりげなく、四巻で八代が怜れいに「あいにく八代様が住むような格かく安やすのヤクザビルは《希望》の街にはございません」と言われていた謎なぞも、ここで解けましたね。順番は四巻が先でしたが、こういう、書きながらこの設定は出せるかな？　出せないかな？　と思っていたことが出せるのも楽しいですね。

　裏うら話ばなし。タイトル通り、某ぼうカード会社のＣＭを見ていて思いついた話でもあります。

　また、ちょうど映画の公開前で盛り上がっていた時期だったので、「スター・ウォーズⅢ・シスの復ふく讐しゆう」公開記念、というサブタイトルが心の中についています。私もペプシを買いましたが、Ｒ２Ｄ２はとうとう出ませんでした。本当に入っているのか？　と叫びたくなったのはいわずもがな。Ｒ２Ｄ２型冷蔵庫なんて夢のまた夢ですね。




「Lady Steady Go!?」

　文庫用の書き下ろしです。

　このあきらとアリシアの話は、最初は本編に入れるつもりで書いてたのですが、入れる場所がなく、泣く泣く断だん念ねん。しかし装いも新たに短編集で復活。日の目を見ることができました。

　短編集の中では一番本編のイメージに近いかもしれません。９Ｓっぽいバトルもあるし、遺い産さんも出てきますし。

　あきらのウィンディーネの改良（不ふ純じゆん物ぶつを食い尽くす水中バクテリア）と、鏡きよう面めんトリックは、本編で使おうと思っていた設定だけに、まさか「ないんえす？」のバトルシーンで使われてしまうとは。作者も、八代と一緒に「なぜ、こんなところで……」と頭を抱えていたりいなかったり。

　アリシアもいろいろ謎なぞに満ちたキャラですが、あきらも明るい表情の裏に、いろんな過去を隠かくしてそうですね。フランス外人部隊で「Le Diable Rouge（赤い悪あく魔ま）」と呼ばれていたころのあきらも、書いてみたい気もします。

　七巻以い降こう、この短編はちょっと重要な伏ふく線せんになるかもしれません。女同士の友情を育んだ二人が、この先どうなるか、ぜひ楽しみに見守っていてください。

　余よ談だん。居い酒ざか屋やのシーンを書いているとき、ちょうど締め切りが重なって、三日三晩、ろくにご飯を食べていませんでした。モツが、かきあげが、すごくすごく美お味いしそうで……。書きあがった翌よく日じつ、近所で評判の天ぷら屋さんに駆け込んでランチのかきあげ丼どんを食べました。涙が出るほど美味しかったです。そういえば、そろそろ、モツが美味しい季節ですね。




「由ゆ宇うと麻ま耶や、二人で花嫁修行中！」

　文庫用書き下ろしです。

　由宇と麻耶のコンビは、四巻で書いていてとても楽しかったのですが、とうぶん本編ではかかわってくれそうにありません。なので短編で思いきり絡ませてみました。

　ここで驚きよう愕がくの事実が判明。二人の掛け合いはコメディに一番なじむのです。つまり二人は生まれながらのコメディエンヌ、漫才コンビということでしょうか？ 　どちらがボケでどちらがツッコミ？　いや、両方できるところが、この二人を最強コンビたらしめているところかもしれません。

　さらに二人を見守る怜れいがクールでナイス（あ、由宇と麻耶がボケで、怜がツッコミか）。

　冷静に由宇と麻耶を見ていたときの心情を暴あばきたい気もしますが、麻耶との主しゆ従じゆう関係にヒビが入りそうなので、そこは自じ粛しゆくすることにしました。

　男か女か、苗みよう字じすらも解わからない怜さん。「性別を教えてください」とよく聞かれますが、それは本編でいずれ明かされることでしょう。

　さて、この短編を書いているときも、やっぱり締め切りで、ろくに食べていなかったのですが、目玉焼きが食べたくてしょうがない……ということには、なりませんでした。紫むらさき色の目玉焼きはちょっと。さすがに……。

　ついでに余談です。

　麻耶がよく飲んでいる紅茶ですが、インド直送の１００％ダージリンです。でもそんなに、びっくりするほど高いものではありません。最近はインターネットで比較的安あん価かに手に入ります（中国茶の最上級クラスは、さすがになかなか手に入りませんが）。

　四巻で出てきたアッサムの豆乳ブレンド。これは、アッサムＣＴＣという濃く出る茶ちや葉ばを濃い目に出して、ミルクの代わりに豆乳（成分無む調ちよう整せいのもの）を入れます。砂糖もたっぷり。ＣＴＣが手に入らなかったら、ミルクティ用と書かれた紅茶でもいいです。

　美味しいですよ。ぜひおためしあれ。




「設定資料集キヤラクタープロフイール」

　とは名ばかり。葉は山やまが山やま本もとヤマトさんの絵をもっとたくさん見たいからという意図のもと、画かく策さくしたおまけページです。いや、こっちが本編と言ってもいいほど。

　もちろんすべて書き下ろし、豪ごう華か16ページ。キャラをたくさん見たいから、紹しよう介かい人数がとても多いです。真目まなめ不ふ坐ざさんも何気にイラスト初登場です。明らかになった誕生日と血液型で、相あい性しよう占いをするもよし、いろいろ活用してください。ミニインタビュー形式なので、各キャラの知られざる秘密が明かされたりしています。

　きっと喜んでくださる読者の方はたくさんいらっしゃるでしょう！　担当さんの苦にが笑わらいな対応も、苦になりません！

　これでもイラスト分が足りないぞ！　という人は、葉山透とおるのサイトにいらしてください。

　新刊発売に合わせて、五巻から「予告フラッシュ」なるものを（葉山自身がチマチマと）作っています。

　予告フラッシュでは山本ヤマトさんの貴き重ちような未公開ラフや、豪ごう華かフルカラー描き下ろし画が像ぞうをたくさん見ることが出来ます。

　www.lafi.net

　まで、どうぞ。




　さて。萩はぎ原わら＆八や代しろのところでも書いたように、長編シリーズを書いていて、外がい伝でん集を出す、というのは本当に葉山透の一つの夢でした。

　それがこんなに早く実現できて、とても嬉うれしいです。

　これも応援してくださる皆様のおかげです。

「ないんえす？」のアイディアは、まだ他にもいくつかありますし、シリアスな外伝の構こう想そうもたくさんあります。もしできることなら、このまま本編を続けていく中で、もう何冊か、出せたらなあと思っています。

　今回、登場できなかった真目家の面めん々めん、勝かつ司し、クレール、才さい火か、不坐あたりは、コメディもあんがい似に合あいそうです。

　コメディでなく、シリアスな話のほうでは、伊だ達ての奥さんとの過去話、いつもおちゃらけてる八代の本当の姿（あるのか？）、岸きし田だ博士と峰みね島しま親子の関係、怜れいの秘密……等など。

「それは読みたいぞ！」と思われましたら、編集部にアンケートハガキでガンガンリクエストしてくださいませ！

　書けるかどうかは、皆様の熱いリクエストにかかっております。どうぞよろしくお願いいたします。




　最後に、今回もお世話になった方々に謝しや辞じを。

　いつも素す敵てきなイラストを描いてくださる山やま本もとヤマトさん。今回は特に、いろいろなリクエストを可か愛わいくかっこよく書いてくださって、ありがとうございます。中でも二に頭とう身しんチビキャラの可愛さは新たな発見でした。

　常にご迷めい惑わくをおかけしている担当の高たか林ばやし様、校こう閲えつ様、印刷所の皆様。もっと精しよう進じんいたしますので、見捨てないで下さい。

　つらいとき、応援し、励ましてくださる作家仲間の皆様方。みっともないところをお見せしたにもかかわらず、温かく見守ってくださった、（シェフ）三み上かみ延えん様、浅あさ井いラボ様、三さん田だ誠まこと様、マサト真ま希き様、有あり川かわ浩ひろ様、七なな月つき隆たか文ふみ様、藤ふじ原わら祐ゆう様、成なり田た良りよう悟ご様、甲こう田だ学がく人と様、ハセガワケイスケ様、そして深夜のＴＥＬ友、伊だ達て将まさ範のり様、睦む月つきれい様。

　誰より、応援してくださる読者の皆様に、心からの感謝を。

　おかげさまで９Ｓも好評＆順調で、次の巻は春に発売予定です。それにあわせていろいろなお話も進行中。きっと皆様にも喜んでいただけるかと思います。どうぞお楽しみに。

　それではまた、七巻でお会いしましょう。





２００５年　11月　　葉は山やま 透とおる　
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。最近は山も好きになりました。著者近影に海写真も復活し、初めての短編集にちょっとウキウキ気分。でも、もしかしてウキウキって死語ですか？

http://blog.livedoor.jp/lafinet/
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山やま本もとヤマト

３月１日生まれ。茨城県出身。

http://soybean3.s60.xrea.com
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